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概 要
①開催日 2021年12月21日（火）

午前 開会式、総会、学会長講演、シンポジウム、ランチョンセミナー、
一般演題（口演、示説）、企業展示

午後 シンポジウム、教育講演、優秀演題賞選考会、奨励賞受賞講演、
国際参加賞受賞講演、市民公開シンポジウム、指導医講習会、研修会、
一般演題（口演、示説）、自由集会、企業展示

2021年12月22日（水）
午前 シンポジウム、ランチョンセミナー、一般演題（口演、示説）、企業展示
午後 教育講演、メインシンポジウム、シンポジウム、一般演題（口演、示説）、

スポンサードセッション、自由集会、企業展示

2021年12月23日（木）
午前 特別講演、シンポジウム、市民公開シンポジウム、一般演題（口演、示説）
午後 市民公開シンポジウム、一般演題（口演、示説）

②会場 京王プラザホテル ※12/21・22
〒160−8330 東京都新宿区西新宿2−2−1

東京大学伊藤国際学術研究センター ※12/23
〒113−0033 東京都文京区本郷7−3−1

③開催形式 ハイブリッド（現地開催＋オンデマンド配信）形式
※ライブ配信は予定しておりません

シンポジウム・講演等（自由集会および一部セッションを除く）配信期間
：1月21日（金）～2月28日（月）

一般演題配信期間：12月21日（火）～2月28日（月）

抄録本文は、アプリ・オンライン学会専用ホームページでも閲覧可能です。

④総会メインテーマ 社会の組織的取り組みと協働で人々の健康をまもる

⑤総会HP https://www.clinkage.co.jp/jsph80/

⑥事務局 実行委員会事務局・学術部会事務局
東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学内

運営事務局
株式会社コンベンションリンケージ内
〒102−0075 東京都千代田区三番町2
TEL：03−3263−8688 FAX：03−3263−8693
Email：jsph80@clinkage.co.jp
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行 事 名
日 程

会 場
月 日 時 間

関連行事
日本公衆衛生学会代議員会 2021年10月22日（金） （開催済） オンライン開催
日本公衆衛生雑誌拡大編集委員会 2021年12月21日（火） 12:30～13:20 京王プラザホテル 4F 錦
公衆衛生モニタリング・レポート拡大委員会 2021年12月22日（水） 11:55～12:45 京王プラザホテル 4F 錦

令和3年度感染症事例のリスクア
セスメント研修会 2021年12月23日（木） 10:00～13:30

東京大学医学部教育研究棟13階
第6セミナー室

保健師職能研修会 2021年12月21日（火） 15:10～16:40 京王プラザホテル 5F コンコード A

地方衛生研究所 研修フォーラム 2021年12月21日（火） 13:30～15:00 京王プラザホテル 5F コンコード A

自由集会 2021年12月21日（火）
～22日（水）

17:00～20:45 京王プラザホテル
新宿 NSビル 3F

付随行事
全国衛生学公衆衛生学教育協議会総会 2021年12月20日（月） 15:00～17:00 京王プラザホテル 4F 錦
全国衛生学公衆衛生学教育協議会世話人会 2021年12月20日（月） 17:00～18:00 京王プラザホテル 4F みずき
全国衛生部長会

2021年12月20日（月） 13:00～16:00 Web開催
総会

全国保健所長会
2021年12月20日（月） 書面開催

第78回総会
地方衛生研究所全国協議会

2021年12月20日（月） 13:30～ Web開催
第72回総会

全国保健統計協議会
2021年12月20日（月） 書面開催役員会

総会・講演会・事例発表

関連・付随行事
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（2021年10月29日現在）●役員

運営組織体制

名 誉 学 会 長 小 池 百合子 東京都知事
名 誉 顧 問 山 﨑 孝 明 特別区長会会長
学 会 長 小 林 廉 毅 東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教授
副学会長（学会長代行） 田 中 敦 子 東京都福祉保健局技監
副 学 会 長 尾 﨑 治 夫 公益社団法人東京都医師会会長

中 村 倫 治 東京都福祉保健局局長
監 事 高 野 克 己 東京都福祉保健局総務部長

氏 名 所 属
委 員 長 小 林 廉 毅 東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教授
副 委 員 長 田 中 敦 子 東京都福祉保健局技監

谷 川 武 順天堂大学医学部公衆衛生学講座教授
委 員 石 原 美千代 東京都特別区保健所長会会長／目黒区保健所所長
（五十音順） 井 上 惠 司 公益社団法人東京都歯科医師会会長

奥 田 博 子 国立保健医療科学院健康危機管理研究部上席主任研究官
尾 崎 哲 則 日本大学歯学部教授
熊 谷 直 樹 東京都立中部総合精神保健福祉センター所長
武 見 ゆかり 女子栄養大学教授
永 田 泰 造 公益社団法人東京都薬剤師会会長
成 田 友 代 東京都福祉保健局保健政策部長
西 村 一 弘 公益社団法人東京都栄養士会会長
平 川 博 之 公益社団法人東京都医師会副会長
前 田 秀 雄 東京都北区保健所所長
森 本 善 三 公益社団法人東京都環境衛生協会理事長
山 元 恵 子 公益社団法人東京都看護協会会長
吉 村 和 久 東京都健康安全研究センター所長
渡 部 裕 之 東京都保健所長会会長／多摩立川保健所所長

●実行委員会
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氏 名 所 属
部 会 長 谷 川 武 順天堂大学医学部公衆衛生学講座教授
委 員 麻 原 きよみ 聖路加国際大学看護学研究科教授・研究科長
（五十音順） 石 川 俊 平 東京大学大学院医学系研究科・医学部衛生学分野教授

石 崎 達 郎 東京都健康長寿医療センター研究所研究部長
石 原 美千代 東京都特別区保健所長会会長／目黒区保健所所長
井 上 茂 東京医科大学医学部公衆衛生学分野主任教授
大久保 孝 義 帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座主任教授
落 合 裕 隆 昭和大学医学部衛生学公衆衛生学講座准教授
兼 板 佳 孝 日本大学医学部公衆衛生学分野教授
苅 田 香 苗 杏林大学医学部衛生学公衆衛生学教室教授
川 田 智 之 日本医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座教授
曽 根 智 史 国立保健医療科学院院長
高 橋 理 聖路加国際大学大学院公衆衛生学研究科教授
高 橋 秀 人 国立保健医療科学院統括研究官
武 林 亨 慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室教授
冨 尾 淳 国立保健医療科学院健康危機管理研究部部長
豊 川 智 之 東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野准教授
中 村 桂 子 東京医科歯科大学大学院国際保健医療事業開発学分野教授
野 原 理 子 東京女子医科大学医学部公衆衛生学分野教授
橋 本 英 樹 東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻教授・専攻長
長谷川 友 紀 東邦大学医学部社会医学講座公衆衛生学分野教授
福 田 吉 治 帝京大学医学部・大学院公衆衛生学研究科教授・研究科長
柳 澤 裕 之 東京慈恵会医科大学副学長
吉 村 和 久 東京都健康安全研究センター所長

●学術部会
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No 参加登録方法 支払区分 申込日 支払日 発送日

1
事前参加登録
（8,000円）

クレジットカード 10月29日（金）まで
※カード決済をお済ませください

11月25日（木）より
順次発送

銀行振込 10月29日（金）まで 11月5日（金）
15時まで

11月25日（木）より
順次発送

2
参加登録
［会期前］
（10,000円）

クレジットカード 11月30日（火）17時まで
※カード決済をお済ませください

12月13日（月）より
順次発送

銀行振込 11月30日（火）
17時まで

12月4日（土）
15時まで

12月13日（月）より
順次発送

3
参加登録
［会期中］
（10,000円）

クレジットカード 11月30日（火）17時以降～来場まで
※カード決済をお済ませください

会場参加：当日配布
Web参加：会期後の発送

現地支払い
（現金）

11月30日（火）
17時以降 会期中 会場にて受取り

4
参加登録
［会期後］
（10,000円）

クレジットカード 12月24日（金）～
2月21日（月）正午まで 順次発送

参加される方へのお知らせ
総会 HP（https://www.clinkage.co.jp/jsph80/）より詳細ご確認ください。

1．第80回総会にご参加の皆様へ
（１）参加証（ネームカード）の着用について

会場へ入場する際には、必ず参加証（ネームカード）をご着用ください。
申込期限、支払期限、発送日は、下記のとおりです。
なお、会期後にお申込をされた方は、会期後に順次発送となります。

（２）当日受付
場 所：12月21日（火）・22日（水）：京王プラザホテル 本館4F 「花」前ホワイエ

12月23日（木） ：伊藤国際学術研究センター B2F 「伊藤謝恩ホール」前ホワイエ

日 時：12月21日（火）8:00～18:00
12月22日（水）8:00～17:30
12月23日（木）8:00～10:30

（３）表彰式
本総会では、以下の通り、表彰式を開催いたします。

■優秀演題賞表彰式
日 時：12月21日（火）選考会終了後（15:30頃～）
会 場：第3会場 京王プラザホテル 5F コンコードボールルーム B

■奨励賞表彰式
日 時：12月21日（火）講演終了後（18:25頃～）
会 場：第1会場 京王プラザホテル 5F エミネンスホール

（４）ランチョンセミナー整理券配布
配布場所：京王プラザホテル 本館4F 「花」
配布日時：12月21日（火）8:00～11:30

12月22日（水）8:00～11:30
※各日とも、セミナー当日分の整理券のみお一人1枚配布いたします。
※整理券の配布は先着順です。
※整理券は、該当セミナー開始5分後に無効となりますのでご注意ください。
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2．座長の方へ
■ご集合時間
ご担当のプログラム開始10分前までに会場内ステージ向かって右手前方の「次座長席」へご着席ください。
担当時間内の運営は座長に一任いたしますが、終了が予定時間より遅れないようご協力をお願いいたします。

3．演者の方へ
■ご集合時間
プログラム開始30分前までに、ご発表いただく会場の「PCデータ受付」で発表データの受付を行ってください。

■発表形式
会場に用意する PCはWindows 10、発表スライドはスクリーンへ1面映写（16:9）となります。
ご発表は、演台に設置されたキーボードおよびマウスにて演者ご自身で操作をお願いします。
進行は座長に一任しておりますが、持ち時間は厳守してください。

■PC受付
発表データの試写（確認）
必ずご発表の30分前までに PC受付でご発表データの試写（確認）をお願いします。
PC本体を持込みの場合も必ず PC受付にお立ち寄りください。

日時
12月21日（火）8:00～17:00
12月22日（水）8:00～16:00
12月23日（木）8:30～16:00

場所
12月21日（火）・22日（水）：京王プラザホテル 本館4F 「花」前ホワイエ
12月23日（木） ：伊藤国際学術研究センター B2F 「伊藤謝恩ホール」前ホワイエ
PC受付での発表データの修正作業は、準備進行の妨げになりますのでご遠慮ください。

（１）発表方法
・PC（OS Windows10）で PowerPointを使用した発表となります。
※35mmスライド、ビデオ、DVDでの発表はできませんのでご注意ください。
・発表スライドはスクリーンへの1面映写となります。
・セッションの進行及び演台スペースの関係上、PowerPointの発表者ツールはご使用できません。
発表原稿が必要な方は、予めプリントアウトをご持参ください。

（２）データの持ち込み方法
〈データをお持ち込みの場合〉
1）発表データはWindowsの PowerPointのみとし、USBフラッシュメモリまたは、CDRのメディアにてご持参
ください。その他のメディア（CDRW、MO、FD、ZIP等）は対応できませんのでご注意ください。

2）ご発表用アプリケーションは以下のバージョンをご用意いたします。
Microsoft PowerPoint 2016・2019

3）Macintoshで発表データを作成される場合は、ご自身の PC本体をお持ち込みください。
4）フォントは OS標準で装備されているものをご使用ください。画面レイアウトの崩れを防ぐには、下記フォ
ントのご使用をお薦めいたします。
1．推奨フォント/日本語の場合 MSゴシック、MSPゴシック、MS明朝、MSP明朝
2．推奨フォント/英語の場合 Arial、Century、Century Gothic、Times New Roman
※上記以外のフォントを使用した場合、文字や段落のずれ、文字化け、文字が表示されない等のトラブルが起
こる可能性があります。

5）事前にご自身でウイルスチェックを必ず行ってください。
6）動画をご使用の場合は、PowerPointとのリンク状態を保つ為、動画ファイルも同じフォルダに保存してくだ
さい。ファイル形式は、Windows Media Playerで動作するファイル形式でご用意ください。

7）動画および音声をご使用の場合は、ご自身の PC本体をお持ち込みください。
8）発表者ツールは使用できません。
9）お預かりした発表データは、総会終了後に事務局で完全消去いたします。



10

（３）PC本体をお持ち込みになる場合
1）PC本体お持ち込みの方は、PC受付でのデータ確認終了後、発表会場のオペレーター卓（会場内左手前方）
までご自身で PC本体をお持ちください。なお、OSはWindows、Macintosh（OS 10以上）のどちらも使用可
能です。

2）PC本体をお持ち込みの場合もバックアップとして USBフラッシュメモリまたは、CDRのメディアにてデー
タをご持参ください（容量：CDR 1枚以内、DVDは不可）

3）PC本体をお持ち込みの場合は、外部ディスプレイ出力が可能であることを必ずご確認ください。
4）バッテリー切れを防ぐため電源アダプターをご持参ください。再起動することがありますのでパスワード入
力は不要と設定してください。

5）映像出力端子がMiniDsub15Pin、もしくは HDMIでないものは、接続アダプターをご持参ください。
6）スクリーンセーバー、省電力設定については、予めオフに設定してください。
7）お預かりした PC本体は発表終了後、PCオペレーターより返却いたしますので、ご自身でお引き取りくださ
い。

4．登壇者のみなさまへ
・総会 HPホームページ「ご登壇者へのご案内」欄をご確認いただきますようお願いいたします。
（https://www.clinkage.co.jp/jsph80/）

5．症例報告をする際の個人情報の取扱いに関する留意点
以下の各項目に記述された事項は、可能な限り遵守してください。
1）対象者個人の特定可能な氏名、病院名、入院番号・診療番号・検査番号等、イニシャルまたは「呼び名」は
記載しない。

2）対象者の住所は記載しない。但し、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は都道府県名、二次医療圏名ま
でを記載することを可とする。

3）日付は、対象疾患の経過を知る上で必要となることが多いので、個人が特定できないと判断される場合は年
月までを記載してよい。

4）他の情報と診療科名を照合することにより対象者が特定され得る場合、診療科名は記載しない。
5）対象者の顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真
とする。

6）対象者を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。
7）対象者の職業歴、既往歴、家族歴、宗教歴、生活習慣・嗜好は、報告対象疾患との関連性が薄い場合は記述
しない。

8）公衆衛生学的視点から是非必要であり上記の配慮が一部困難な場合、もしくは上記の配慮をしても個人が特
定化される可能性のある場合は、発表に関する同意を対象者自身（または代理人、小児では保護者）から得
たことを明記する。
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日本公衆衛生学会
〒160−0022 東京都新宿区新宿1−29−8 公衛ビル内
TEL：03−3352−4338 FAX：03−3352−4333
URL:http://www.jsph.jp/

日本公衆衛生学会
COI開示

発表者名：公衆太郎，衛生次郎，健康三郎

演題発表に関連し，発表者らに開示すべき
COI 関係にある企業などはありません。

日本公衆衛生学会
COI 開示

発表者名：公衆太郎，衛生次郎，健康三郎

演題発表に関連し，開示すべき COI 関係に
ある企業等は下記です。

（開示例）

発表者全員，過去 3 年間を一括して
講演料：A 会社，B 会社
原稿料：C 会社
奨学寄附金：B 会社，D 会社

6．「COI に関する開示」について
日本公衆衛生学会「公衆衛生学研究の COI（利益相反）に関する指針と細則（https://www.jsph.jp/about/coi/index.
html）」に従って全ての発表者（筆頭演者および共同演者）は、事前と当日に COIに関しての自己申告と開示を
してください。詳細は日本公衆衛生学会までお問い合わせください。

■スライド開示例
発表者の COIの開示について

7．クロークについて
下記の通り、クロークをご用意いたします。
スペースに限りがございますので、荷物が収容数を超えた場合には、別の場所のご案内や、お預りをお断りする
ことがございます。予めご了承ください。
なお、新宿 NSビルにクロークはございませんのでご注意ください。

場 所：12月21日（火）・22日（水）：京王プラザホテル 3F・4F 常設クローク
12月23日（木） ：伊藤国際学術研究センター B2F 「伊藤謝恩ホール」前ホワイエ

日 時：12月21日（火）8:00～19:00
12月22日（水）8:00～19:00
12月23日（木）8:00～17:00

8．託児について
本学会総会では託児所のご用意はありません。

9．昼食について
ランチョンセミナーで配布するお弁当数には限りがございますので、京王プラザホテル内のレストランや会場か
ら徒歩圏内の新宿区中心街にある飲食店も併せてご利用ください。
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10．会場での呼び出しについて
会場内での呼び出しは、原則として行いません。総合受付付近の連絡版をご利用ください。
会場内では携帯電話の電源を切るか、マナーモードに設定をお願いいたします。

11．取得単位について
○日本公衆衛生学会公衆衛生学専門能力認定について
本総会では、総会出席（25ポイント）、一般演題筆頭演者（30ポイント）、一般演題共同演者（15ポイント）が
認められます。

○社会医学系専攻医・専門医・指導医のつどい（指導医講習会）
講習単位（K単位）1単位
日時：2021年12月21日（火）19:00～20:00（オンデマンド配信も予定）
会場：京王プラザホテル 4F 錦
※事前参加登録は行いませんが、感染拡大の状況に応じて入場者数を制限させていただく場合がございます。
予めご了承ください。
※受講票に社会医学系専門医協会の指導医（あるいは専門医）の番号
およびご氏名を記入していただきますので指導医（専門医）番号の控えをお持ちください。
※最新の情報は第80回総会ホームページでご確認ください。

12．オンライン抄録集について
オンライン抄録集閲覧パスワード：jsph80tokyo
本総会 HP（https://www.clinkage.co.jp/jsph80/）よりご覧ください。
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伊藤国際学術研究センター

伊藤国際学術研究センター門（仮称）

【伊藤国際学術研究センター門（仮称）】で
「入構届」を記入・提出してご入構ください

自由集会会場

学会会場

会場周辺地図

京王プラザホテル 新宿NSビル 12/21・22

伊藤国際学術研究センター 12/23のみ

現在、東京大学では新型コロナウイルス感染症対策として、入構できる門を限定しています。
できる限り、「伊藤国際学術研究センター門」から入構ください。

会場への交通案内図
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最寄り駅 所要時間
新宿駅西口（JR・私鉄・地下鉄） 徒歩5分
都庁前駅（都営大江戸線） B1出口階段を上がってすぐ

最寄り駅 所要時間
本郷三丁目駅（地下鉄東京メトロ丸ノ内線） 徒歩8分
本郷三丁目駅（地下鉄都営大江戸線） 徒歩6分
湯島駅または根津駅（地下鉄東京メトロ千代田線） 徒歩15分
御茶ノ水駅
（JR中央線、総武線）

地下鉄利用 丸ノ内線（池袋行）―本郷三丁目駅下車
地下鉄利用 千代田線（取手方面行）―湯島駅又は根津駅下車
都バス利用 茶51駒込駅南口又は東43荒川土手操車所前行―

東大（赤門前バス停）下車
学バス利用 学07東大構内行―東大（龍岡門、病院前、構内バス停）下車

御徒町駅
（JR山手線等） 都バス利用 都02大塚駅前又は上69小滝橋車庫前行―本郷三丁目駅下車

上野駅
（JR山手線等） 学バス利用 学01東大構内行―東大（龍岡門、病院前、構内バス停）下車

会場までの交通アクセス

京王プラザホテル 12/21・22

伊藤国際学術研究センター 12/23のみ

千代田線・学バスをご利用の場合は、入構できる門を「伊藤国際学術研究センター門」に限定しているため、
所要時間が記載よりも長くなりますのでご注意ください。
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展示会場･休憩コーナー
ランチョンセミナーチケット配布場所

花

総合受付・PC受付
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で
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クローク

エミネンスホール
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チャペル
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ー

エスカレーターエスカレーター

第３会場
コンコード B

第４会場
コンコードC

第１会場
エミネンス

第２会場
コンコードA

だりあ

京王プラザホテル：５F 12/21・22

会場案内図
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エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

ギャラリー 1ギャラリー 1

アラムナイラウンジアラムナイラウンジ

会
議
室

会
議
室

自動販売機自動販売機

ギャラリー 2
運営事務局

伊藤国際学術研究センター：地下１F 12/23のみ

講演会場
伊藤謝恩ホール

エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

多目的スペース多目的スペース

控室 2控室 2

伊藤国際学術研究センター：地下２F

控室１控室１

総
合
受
付

PC受付

ク
ロ
ー
ク

12/23のみ
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第２会場
コンコードＡ
(5階)

第３会場
コンコードB
(5階)

第４会場
コンコードC
(5階)

第５会場
錦
(4階)

展示
花ABCD･エミネンス前･

コンコード前
(4階)

Web
開催

京

王

プ

ラ

ザ

ホ

テ

ル

第１会場
エミネンス
(5階)

南
ブ
ロ
ッ
ク

 

西
ブ
ロ
ッ
ク

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
３
Ｆ　

Ｎ
Ｓ
会
議
室

３－Ｄ

３－Ｅ

３－Ｇ

３－Ｈ

３－Ｉ

３－Ｋ

第１日目：12月21日（火）

開会式 総会

学会長講演
公衆衛生学の

基盤：統計と調査
座長：山縣然太朗
演者：小林廉毅

9:008:00 13:0010:00 11:00 12:00
3030 3535 0505 4040 5050 2020 10 10 35

45

30 10

40

45 55

20 35

25 35

5005

50

50 303020

シンポジウム1
COVID-19の世界的な流行への検疫所

における水際対応を振り返る
座長：上野健一、奥村二郎

シンポジウム2
行政医師が持つべき専門性・
スペシャルティを考える
座長：宮園将哉、永井仁美

シンポジウム3
成育基本法：成育基本方針の
指標とロジックモデル

座長：山縣然太朗、市川香織

シンポジウム4
新型コロナウイルス感染症と環境保健
座長：島　正之、橋爪真弘

シンポジウム5
地域包括ケアシステムへの参画に
向けた薬剤師の在宅医療体制の現状
座長：川崎直人、多根井重晴

企業・一般・企画・書籍展示

3030 20

拡大編集
委員会

一般演題（口演）

一般演題（示説）

30

1545

30

30 30

ランチョン
セミナー1
共催：
株式会社
トウキョウ
アナリティカ

ランチョン
セミナー2
共催：
公益財団法人
日本医療機能
評価機構

ランチョン
セミナー3
共催：
公益社団法人
地域医療振興
協会

日程表



19

20:0013:00 14:00 16:0015:00 17:00 19:0018:00 21:00

※2021年10月22日時点の情報です。最新情報は総会ホームページをご確認ください。

30 35 05 40 50 20 1010 1010 3535

4545

3030 1010

4040

4545 5555

2020 3535

2525 3535

50500505

5050

5050 303030302020

企業・一般・企画・書籍展示

シンポジウム6
日本公衆衛生学会・日本計画行政学会　共同企画
「感染症に強い社会のための組織と制度：
新型コロナ克服のための社会システム」

座長：中村桂子、山本佳世子

シンポジウム7
生涯を通じた切れ目ないケアへ：
プレコンセプションケアを考える
座長：玉腰暁子、荒田尚子

シンポジウム8
フィンランドのネウボラから学ぶ
児童虐待予防のセーフティネット
座長：江崎治朗、横山美江

シンポジウム10
10年後を見据えた新しい自治体
管理栄養士養成プログラムの提案
座長：由田克士、澁谷いづみ

シンポジウム13
（市民公開シンポジウム）
ポストコロナ時代に求められる

公衆衛生人材
座長：磯　博康、今中雄一

シンポジウム9
地域包括ケアシステム推進に
向けた保健所・都道府県庁の
役割と活動方法・成果

座長：村嶋幸代、角野文彦

シンポジウム11
健康危機で明らかになった
地域保健上の課題：
一人一人の健康を守り
高める公衆衛生を

座長：八谷　寛、丸山広達

シンポジウム12
コロナ危機下の

リスクコミュニケーション：
自治体、保健所、病院、
在宅看護の取り組み

座長：蝦名玲子、仲本光一

教育講演1
リスクコミュニ
ケーション
座長：冨尾　淳
演者：吉川肇子

教育講演3
最近の医療経済学の
動向－日本の諸問題に
対応できるか？

座長：橋本英樹
演者：兪　炳匡

教育講演4
ユニバーサル・ヘルス・
カバレッジ（UHC）の

文脈における
結核の世界戦略

座長：橋爪真弘
演者：錦織信幸

教育講演2
公衆衛生分野における
ナッジの活用
～ナッジの本質と
テクニック～

座長：東　尚弘
演者：福吉　潤

奨励賞受賞講演

地方衛生研究所研修フォーラム
COVID-19パンデミックへの
対応と保健行政の課題

座長：四宮博人、吉村和久

優秀演題賞選考会 国際参加賞受賞講演

保健師職能研修会

30 2020

一般演題（口演）

一般演題（示説）

自由集会2
結核集団発生の

対策に関する自由集会

自由集会1
家族介護者による認知症介護電話
相談の取り組み－アクション

リサーチによる認知症家族介護者
ピアサポートの創出－

自由集会4
公衆衛生はコロナから

何を学ぶのか
（全国いきいき公衆衛生の会）

自由集会3
コロナ禍の自殺対策
～公衆衛生の視点から

自由集会6
男性保健師の会

自由集会26
健康づくりと運動

自由集会9
全国衛生行政研究会セミナー

自由集会8
コロナ禍における地域実習と新人育成における
実践と（課題）今後の連携について考える
～教育・自治体・産業保健の現場から～

（日本保健師連絡協議会）

自由集会7
～知ろう・語ろう・取り組もう～

一歩先行く　健やか親子21（第2次）第7回
成育基本法でどうなる健やか親子21

自由集会10
へき地保健師のつどい

自由集会11
貧困や社会的孤立状態にある
単身中高年男性への
支援を考える1
自由集会12

世代間交流による
コミュニティ再生を
考える会Ⅷ
自由集会14
公衆衛生医師
の集い

自由集会13
環境水中の

新型コロナウイルス
調査の今後

自由集会5
第12回公衆衛生・公衆栄養
分野における管理栄養士
活動を考える会

3030

15154545

3030

3030 3030

社会医学系専門医
指導医講習会
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第２会場
コンコードＡ
(5階)

第３会場
コンコードB
(5階)

第４会場
コンコードC
(5階)

第５会場
錦
(4階)

展示
花ABCD･エミネンス前･

コンコード前
(4階)

Web
開催

京

王
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ル

第１会場
エミネンス
(5階)
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第２日目：12月22日（水）
9:008:00 13:0010:00 11:00 12:00

企業・一般・企画・書籍展示

一般演題（口演）

一般演題（示説）

303030

5050 2020 3030 4545 5555 4545 5555 05 0555 30305555

1525 2535

10 20 35

35

45 30

451545

シンポジウム14
住民主体の多様な通いの場・

居場所の展開：
その概念整理とPDCAサイクルに

沿った評価
座長：藤原佳典、澤岡詩野

シンポジウム15
マスギャザリングと
ヘルスセキュリティ：
TOKYO2020の教訓

座長：齋藤智也、冨尾　淳

シンポジウム16
国レベルの健康関連データベース活用に
向けてーわが国および海外の動向

座長：田宮菜奈子

シンポジウム17
モニタリングレポート委員会による
賛否の分かれる公衆衛生対策に

関するディベート
座長：尾崎米厚

シンポジウム18
地域・職域連携推進事業と
中小企業の健康経営

座長：津下一代、仁賀建夫

シンポジウム19
社会環境整備による

ヘルスプロモーション活動の
目標設定

座長：近藤尚己、近藤克則

シンポジウム20
子どもの自然な遊びと運動指導　
～子育て支援における保健・保育・

運動指導の協働～
座長：小島光洋、池田裕恵

シンポジウム21
地域包括ケア時代における
高齢者就労の現状と課題
座長：藤原佳典、小川敬之

シンポジウム22
健康危機管理とは？

首都直下型地震対策を考える
座長：安村誠司、奥田博子

シンポジウム23
大規模災害時の栄養・食生活支援
活動の連携体制と人材育成
～自治体への波及のヒント～
座長：久保彰子、澁谷いづみ

拡大
モニタリング
委員会

30

ランチョン
セミナー4

共催：株式会社
　　　志成データム
　　　亜洲光学股份
　　　有限公司

ランチョン
セミナー5

共催：一般社団法人
　　　日本ワクチン
　　　産業協会
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※2021年10月22日時点の情報です。最新情報は総会ホームページをご確認ください。

企業・一般・企画・書籍展示

一般演題（口演）

一般演題（示説）

自由集会15
第８次地域医療計画と「感染症」

～新型コロナの教訓をどう活かすか？

自由集会18
アフターコロナに
おける公衆栄養活動

を考える

自由集会16
日本における大震災・

新型コロナウィルス感染症
対策から今後の公衆衛生

活動を考える

自由集会17
ドキュメンタリー映画

｢新型コロナウイルス感染症と
保健所～終わりの見えない
闘い～」を観る自由集会

自由集会19
公衆衛生に国境はない

303030303030

50 20 30 45 55 45 55 0505 05055555 3030303055555555

15152525 25253535

1010 2020 3535

3535

4545 3030

454515154545

シンポジウム24
（メインシンポジウム）

新型コロナ対策1 「新型コロナウイルス感染症感染の実像と対策｣
座長：中島一敏、前田秀雄

新型コロナ対策2 「新型コロナと持続可能な社会の構築｣
座長：高鳥毛敏雄、白井千香

シンポジウム27
ウィズコロナ社会の

メンタルヘルスの課題と対策
座長：野村恭子、堤　明純

シンポジウム28
地域包括ケアと

災害保健医療福祉対策：
多職種連携は他職種の

活動や役割を知ることから
座長：松本良二、武見ゆかり

シンポジウム30
地域共生社会で活躍する
対人支援職種の育成
－共通基礎課程をめぐる

チャレンジ－
座長：川越雅弘、田口孝行

シンポジウム34
ウィズ・コロナ時代の
歯科口腔保健活動

座長：三浦宏子、尾崎哲則

シンポジウム29
今度こそ、ワクチンと
真剣に向き合う

座長：稲葉静代、伊東則彦

シンポジウム33
障がい論

－共に生きる社会の構築
座長：岩室紳也

シンポジウム31
子どもたちの人生を豊かに
育むための地域連携

ー家庭・児童養護施設・
学校・地域・行政

座長：児玉知子、廣末ゆか

シンポジウム32
地域包括ケアと災害保健医療
福祉対策：要配慮者支援
No One Left Behind

座長：松本良二、赤井由紀子

シンポジウム35
コロナ禍でみえた
外国人対応の課題

座長：沢田貴志、井上まり子

シンポジウム36
睡眠と健康2021

座長：谷川　武、兼板佳孝

シンポジウム37
保健医療の経済評価とその応用
-その施策はコストに見合うのか？-
【国立保健医療科学院企画】

座長：曽根智史、福田　敬

シンポジウム38
「健康寿命をのばそう！アワード」

受賞者に学ぶ、効果的な
健康づくりの展開

座長：辻　一郎、武見ゆかり

教育講演7
部門連携による
健康格差是正の

取り組みの実践と評価
座長：田宮菜奈子
演者：近藤尚己

教育講演5
鉛に係る健康影響
評価について

―食品安全委員会報告―
座長：吉村和久
演者：苅田香苗

教育講演6
The Current Public 
Health Situation 
in Myanmar 2021
座長：谷川　武

演者：Myo Nyein Aung

シンポジウム25
分野を超えた幅広い明日の
公衆衛生を考える

座長：小橋　元、田宮菜奈子

シンポジウム26
新型コロナウイルス感染症
によるがん診療及び

がん検診の受診状況の変化
座長：高橋宏和、土岐祐一郎

自由集会20
保健師の技術の特徴
～乳児健康診査の問診、
保健指導の参与観察から～

自由集会24
保健医療福祉
専門職としての
薬剤師活動を
考える会

自由集会21
感染症情報の現状と
展望を考える会

自由集会25
コロナ下における

子育て困難に対応した
親支援プログラムの
遠隔提供について

考える

自由集会23
公衆衛生における
歯科保健を考える

～災害時の多職種連携
のために必要なこと～

自由集会22
離島医療について
考える2021

(新型コロナウイルス
感染症他の診療・
搬送を踏まえて
その２）

3030

スポンサード
セッション

共催：
株式会社はくばく
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第３日目：12月23日（木）
9:008:00 13:0010:00 11:00 12:00

Web
開催

研修会会場
第6セミナー室
（13階）

5050 2020 3030 2010 50

30

シンポジウム39
エコチル調査10年
公衆衛生への寄与

座長：上島通浩、山崎　新

シンポジウム40
（市民公開シンポジウム）

タバコ対策Q&A
屋内禁煙・新型コロナ・
タバコ値上げのインパクト
座長：田淵貴大、五十嵐彩夏

特別講演
こども食堂と
私たちの
地域・社会
座長：近藤克則
演者：湯浅　誠

感染症リスクアセスメント研修会

東
京
大
学
伊
藤
国
際

学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
東
京
大
学
医
学
部

教
育
研
究
棟

4040 40

一般演題（口演）

一般演題（示説）

講演会場
伊藤謝恩ホール
(地下2階)
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20:0013:00 14:00 16:0015:00 17:00 19:0018:00 21:00

※2021年10月22日時点の情報です。最新情報は総会ホームページをご確認ください。

50 20 30 20201010 5050

3030

シンポジウム41
(市民公開シンポジウム)
人生100年時代のための

フレイル予防
座長：石崎達郎、飯島勝矢

シンポジウム42
(市民公開シンポジウム)

プラスチックのガバナンス：
感染症制御のための

衛生環境管理と資源循環
座長：中村桂子、大塚　直

40 4040

一般演題（口演）

一般演題（示説）
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○お申し込み・お問い合わせはホームページ・各代表世話人へご連絡ください。

12月21日（火）18:30～20:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

1

家族介護者による認知症介護
電話相談の取り組み－アク
ションリサーチによる認知症
家族介護者ピアサポートの創
出－

京王プラザホテル 5F
コンコードボールルームA
（第2会場）

70 ○柴 喜崇
（福島県立医科大学保健科学部）

TEL 0245815503
Email：yshiba@fmu.ac.jp

12月21日（火）19:00～21:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

2 結核集団発生の対策に関する
自由集会

京王プラザホテル 5F
エミネンスホール
（第1会場）

98
○加藤 誠也
（公益財団法人結核予防会結核研
究所）

TEL 042−4935704
FAX 042−4924600
Email：yhoshino@jata.or.jp

3 コロナ禍の自殺対策 ～公衆
衛生の視点から

京王プラザホテル 5F
コンコードボールルームC
（第4会場）

50
○金子 善博
（独立行政法人労働者健康安全機
構）

Email：kanekoy@outlook.com

12月21日（火）19:05～20:50

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

4
公衆衛生はコロナから何を学
ぶのか（全国いきいき公衆衛
生の会）

京王プラザホテル 5F
コンコードボールルームB
（第3会場）

80 ○大澤 絵里
（国立保健医療科学院）

TEL 09022380005
FAX 0484692768
Email：osawa.e.aa@niph.go.jp

12月21日（火）17:30～19:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

5
第12回公衆衛生・公衆栄養
分野における管理栄養士活動
を考える会

新宿 NSビル3F
NS会議室
南ブロック3－D

40

○由田 克士
（大阪市立大学大学院生活科学研
究科食・健康科学講座公衆栄養
学）

TEL 0666052867
FAX 0666052909
Email：yoshita@osakacu.ac.jp

12月21日（火）17:30～18:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

6 男性保健師の会
新宿 NSビル3F
NS会議室
南ブロック3−K

30 ○桂 敏樹
（京都大学）

TEL 0757514154
Email：hosokawa.rikuya.4r@kyotou.ac.jp

12月21日（火）17:30～18:45

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

7

～知ろう・語ろう・取り組も
う～一歩先行く 健やか親子
21（第2次）第7回 成育基
本法でどうなる健やか親子
21

新宿 NSビル3F
NS会議室
南ブロック3−G

35
○山縣然太朗
（山梨大学大学院総合研究部医学
域社会医学講座）

TEL 0552739566
FAX 0552737882
Email：zenymgt@yamanashi.ac.jp
（担当：秋山 yukaa@yamanashi.ac.jp）

8

コロナ禍における地域実習と
新人育成における実践と（課
題）今後の連携について考え
る
～教育・自治体・産業保健の
現場から～（日本保健師連絡
協議会）

新宿 NSビル3F
NS会議室
西ブロック3−H

60
○岸 恵美子
（東邦大学看護学部／大学院看護
学研究科）

TEL 0337629881（内線220）
FAX 0337663914（代表）
Email：emiko.kishi@med.tohou.ac.jp

自由集会の日程
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12月21日（火）17:30～19:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

9 全国衛生行政研究会セミナー
新宿 NSビル3F
NS会議室
西ブロック3−I

30
○嶋村 清志
（滋賀県湖北健康福祉事務所（滋
賀県長浜保健所））

TEL 0749656660
FAX 0749632989
Email：shimamurakiyoshi@pref.shiga.lg.jp

12月21日（火）19:00～20:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

26 健康づくりと運動
新宿 NSビル3F
NS会議室
南ブロック3−K

40 ○篠田 邦彦
（新潟大学）

TEL 09027303480
FAX 0252632550
Email：shinokuma60@gmail.com

12月21日（火）19:00～20:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

10 へき地保健師のつどい
新宿 NSビル3F
NS会議室
南ブロック3−E

10 ○中村 好一
（自治医科大学）

TEL 0285587879
FAX 0285587413
Email：hekichihokenshi@gmail.com

12月21日（火）19:15～21:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

11
貧困や社会的孤立状態にある
単身中高年男性への支援を考
える1

新宿 NSビル3F
NS会議室
南ブロック3−G

40 ○斉藤 雅茂
（日本福祉大学社会福祉学部）

TEL 09093743137
FAX 0522423020
Email：masas@nfukushi.ac.jp

12 世代間交流によるコミュニティ再生を考える会Ⅷ
新宿 NSビル3F
NS会議室
西ブロック3−H

40

○藤原 佳典
（東京都健康長寿医療センター研
究所社会参加と地域保健研究
チーム）

TEL 0339643241（内線4257）

12月21日（火）19:30～21:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

13 環境水中の新型コロナウイルス調査の今後
新宿 NSビル3F
NS会議室
南ブロック3−D

40

○大久保一郎
（横浜市衛生研究所）
吉田 弘
（国立感染症研究所ウイルス第二
部）

TEL 0428487033
FAX 0425614729
Email：hyoshida@niid.go.jp
（担当：吉田）

12月21日（火）19:30～20:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

14 公衆衛生医師の集い
新宿 NSビル3F
NS会議室
西ブロック3−I

30

○武智 浩之
（全国保健所長会地域保健総合推
進事業「公衆衛生医師の確保と
育成に関する調査および実践事
業」研究事業班）
山本信太郎
（福岡市東保健所）
鈴木恵美子
（山形県最上保健所）
藤川 愛
（高松市保健所）

TEL 0233291252
FAX 0233237635
Email：suzukiemik@pref.yamagata.lg.jp

12月22日（水）18:30～20:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

15
第8次地域医療計画と「感染
症」～新型コロナの教訓をど
う活かすか？

京王プラザホテル 5F
エミネンスホール
（第1会場）

80 ○和田 耕治
（国際医療福祉大大学院）

TEL 0355743900
Email：kwadasgy@umin.ac.jp
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○お申し込み・お問い合わせはホームページ・各代表世話人へご連絡ください。

12月22日（水）19:00～20:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

16
日本における大震災・新型コ
ロナウィルス感染症対策から
今後の公衆衛生活動を考える

京王プラザホテル 5F
コンコードボールルームC
（第4会場）

60 ○渡會 睦子
（東京医療保健大学）

TEL 0354217655
FAX 0354213133
Email：mwatarai@thcu.ac.jp

12月22日（水）19:00～21:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

17

ドキュメンタリー映画「新型
コロナウイルス感染症と保健
所～終わりの見えない闘
い～」を観る自由集会

京王プラザホテル 4F 錦
（第5会場） 50

○城所 敏英
（公衆衛生保健所活動研究会・東
京都新宿東口検査・相談室）

TEL 0362738542
FAX 0362738532
Email：hivtesta@ever.ocn.ne.jp

12月22日（水）19:15～20:45

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

18 アフターコロナにおける公衆栄養活動を考える
京王プラザホテル 5F
コンコードボールルームA
（第2会場）

50

○久保 彰子
（女子栄養大学）
新田 和美
（福井県福井健康福祉センター）

TEL 0492839092
FAX 0492839092
Email：knitsutaro@pref.fukui.lg.jp
全国保健所管理栄養士会
（担当：新田）

19 公衆衛生に国境はない
京王プラザホテル 5F
コンコードボールルームB
（第3会場）

70
○大西眞由美
（長崎大学生命医科学域（保健学
系））

TEL 0958197943
FAX 0958197907
Email：mohnishi@nagasakiu.ac.jp

12月22日（水）17:30～19:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

20
保健師の技術の特徴 ～乳児
健康診査の問診、保健指導の
参与観察から～

新宿 NSビル3F
NS会議室
北ブロック3−L

30

○髙本佳代子
（日本保健師活動研究会）
平野かよ子
（日本保健師活動研究会）

TEL 09044380767
FAX 0895597772
Email：hirano@mpu.ac.jp

21 感染症情報の現状と展望を考える会
新宿 NSビル3F
NS会議室
北ブロック3−M

30
○鈴木 仁一
（相模原市健康福祉局相模原市保
健所）

TEL 0427698348
FAX 0427504664
Email：sagamihara.eikennh@55.catvyokohama.ne.jp

12月22日（水）17:30～18:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

22

離島医療について考える
2021（新型コロナウイル
ス感染症他の診療・搬送を踏
まえて その2）

新宿 NSビル3F
NS会議室
北ブロック3−N

10
○伊東 則彦
（北海道江差保健所・道立江差高
等看護学院）

TEL 0139521053
FAX 0139521074
Email：ruebenrumoito@hotmail.com

12月22日（水）19:00～20:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

23
公衆衛生における歯科保健を
考える～災害時の多職種連携
のために必要なこと～

新宿 NSビル3F
NS会議室
北ブロック3−N

40 ○福田 英輝
（国立保健医療科学院）

TEL 0484586208
Email：fukuda.h.aa@niph.go.jp

自由集会の日程
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12月22日（水）19:30～20:30

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

24 保健医療福祉専門職としての薬剤師活動を考える会
新宿 NSビル3F
NS会議室
北ブロック3−L

15 ○戸張 裕子
（東京薬科大学薬学部）

TEL 0426765152
FAX 0426765152
Email：tobari@toyaku.ac.jp

12月22日（水）19:30～21:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

25
コロナ下における子育て困難
に対応した親支援プログラム
の遠隔提供について考える

新宿 NSビル3F
NS会議室
北ブロック3−M

25
○加藤 則子
（十文字学園女子大学幼児教育学
科）

TEL 09096738713
FAX 0484770602
Email：zvm00730@nifty.com
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学会長講演
12月21日（火） 10:05～10:40 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

特別講演
12月23日（木） 9:00～9:40 講演会場（東京大学伊藤国際学術研究センター B2F 伊藤謝恩ホール）

教育講演1
12月21日（火） 15:10～16:00 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

教育講演2
12月21日（火） 16:10～17:00 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

教育講演3
12月21日（火） 17:45～18:35 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

教育講演4
12月21日（火） 17:45～18:35 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

教育講演5
12月22日（水） 14:35～15:25 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

プログラム

公衆衛生学の基盤：統計と調査
座長：山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）
演者：小林 廉毅（東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学）

こども食堂と私たちの地域・社会
座長：近藤 克則（千葉大学予防医学センター）
演者：湯浅 誠（東京大学先端科学技術センター）

リスクコミュニケーション
座長：冨尾 淳（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）
演者：吉川 肇子（慶應義塾大学商学部）

公衆衛生分野におけるナッジの活用 ～ナッジの本質とテクニック～
座長：東 尚弘（国立がん研究センターがん対策研究所）
演者：福吉 潤（株式会社キャンサースキャン）

最近の医療経済学の動向―日本の諸問題に貢献できるか？
座長：橋本 英樹（東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻）
演者：兪 炳匡（神奈川県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科）

ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）の文脈における結核の世界戦略
座長：橋爪 真弘（東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻）
演者：錦織 信幸（世界保健機関（WHO））

鉛に係る健康影響評価について―食品安全委員会報告―
座長：吉村 和久（東京都健康安全研究センター）
演者：苅田 香苗（杏林大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
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教育講演6
12月22日（水） 14:35～15:25 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

教育講演7
12月22日（水） 17:05～17:55 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

シンポジウム1
12月21日（火） 10:50～12:20 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

The Current Public Health Situation in Myanmar 2021
座長：谷川 武（順天堂大学大学院医学研究科衛生学・公衆衛生学講座）
演者：Myo Nyein Aung（Juntendo University, Advanced Research Institute for Health Sciences、Department of

Global Health Research, Juntendo University Graduate School of Medicine、Faculty
of International Liberal Arts, Juntendo University）

部門連携による健康格差是正の取り組みの実践と評価
座長：田宮菜奈子（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野）
演者：近藤 尚己（京都大学大学院医学研究科社会疫学分野）

COVID-19の世界的な流行への検疫所における水際対応を振り返る
座長：上野 健一（厚生労働省関西空港検疫所）

奥村 二郎（近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）

演者：海外の感染状況と水際対策での陽性例
垣本 和宏（那覇検疫所）

関西空港における入国者に対する航空機検疫の実際と課題
沖 俊佑（関西空港検疫所検疫課）

クルーズ船などの船舶に対する検疫とその今後の対応
梅田 恭子（厚生労働省横浜検疫所）

貨物船に対するこれまでの検疫及び港湾区域における検疫衛生
川﨑 浩三（大阪検疫所検疫衛生課）

空港検疫における感染制御
高倉 俊二（厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課）
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シンポジウム2
12月21日（火） 10:50～12:20 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

シンポジウム3
12月21日（火） 10:50～12:20 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

行政医師が持つべき専門性・スペシャルティを考える
座長：宮園 将哉（大阪府健康医療部）

永井 仁美（大阪府茨木保健所）

演者：国立保健医療科学院が考える行政医師が持つべきスペシャルティ
曽根 智史（国立保健医療科学院）

都道府県庁が考える行政医師が持つべきスペシャリティ
角野 文彦（滋賀県健康医療福祉部）

若手行政医師・歯科医師の専門性の獲得に関する大阪府の取り組み
田中 英夫（大阪府藤井寺保健所）

行政医師のエビデンス構築能力と研究マインド醸成手法について考える
吉田 穂波（神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科）

指定発言者：
衛生行政医師のスペシャリティ
宇田 英典（地域医療振興協会地域医療研究所）

成育基本法：成育基本方針の指標とロジックモデル
座長：山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）

市川 香織（東京情報大学看護学部）

演者：成育基本法：成育基本方針の指標とロジックモデル
山本 圭子（厚生労働省子ども家庭局母子保健課）

成育基本法の推進ツールとしてのロジックモデル
後藤 あや（福島県立医科大学総合科学教育研究センター）

成育医療等基本方針の母子保健領域の指標：「健やか親子21（第2次）」より
上原 里程（京都府立医科大学地域保健医療疫学）

成育基本方針の指標 ～学校保健・思春期関連指標～
松浦 賢長（福岡県立大学）

Child Death Review（CDR）のモデル事業とその現状
竹原 健二（国立成育医療研究センター研究所政策科学研究部）
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シンポジウム4
12月21日（火） 10:50～12:20 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

シンポジウム5
12月21日（火） 10:50～12:20 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

新型コロナウイルス感染症と環境保健
座長：島 正之（兵庫医科大学公衆衛生学）

橋爪 真弘（東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻国際保健政策学）

演者：Covid-19パンデミックと気候変動
橋爪 真弘（東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻国際保健政策学）

COVID-19に関与する環境要因
東 賢一（近畿大学・医・環境医学・行動科学）

大気汚染とCOVID-19
高野 裕久（京都大学大学院地球環境学堂、京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻）

Covid-19の熱中症への影響
小野 雅司（国立環境研究所環境リスク・健康領域）

マイクロプラスチック環境汚染の課題
苅田 香苗（杏林大学医学部衛生学公衆衛生学教室）

地域包括ケアシステムへの参画に向けた薬剤師の在宅医療体制の現状
座長：川崎 直人（近畿大学薬学部公衆衛生学、近畿大学アンチエイジングセンター）

多根井重晴（日本薬科大学実践社会薬学）

演者：外来がん薬物療法における病院と保険薬局との連携～自治医科大学附属病院では・・～
中澤 寛仁（自治医科大学附属病院薬剤部）

地域における多職種連携と在宅医療への関わり事例～個人在宅と施設在宅の相違～
中尾 祐輝（株式会社ツルハ第二調剤運営部）

地域を見守る薬局薬剤師の役割
小黒佳代子（株式会社ファーマ・プラスプラス薬局高崎吉井店）

薬学教育における「在宅医療」および「地域包括ケアシステム」の教育の現状と今後
久保田洋子（日本薬科大学薬学部社会薬学分野）
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シンポジウム6
12月21日（火） 13:30～15:00 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

シンポジウム7
12月21日（火） 13:30～14:45 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

日本公衆衛生学会・日本計画行政学会 共同企画
「感染症に強い社会のための組織と制度：新型コロナ克服のための社会システム」
座長：中村 桂子（東京医科歯科大学教授・日本公衆衛生学会）

山本佳世子（東京電気通信大学教授・日本計画行政学会）

開会挨拶：磯 博康（日本公衆衛生学会理事長・大阪大学）

演者：ニューノーマルに対応したまちづくりの方向性
後藤 史一（国土交通省都市局まちづくり推進課）

感染症対策における国と地方自治体の情報連携、役割分担と権限
白井 千香（枚方市保健所長；全国保健所長会副会長兼健康危機管理委員長）

感染症危機管理における計画とリスク管理における計画行政の課題
新川 達郎（同志社大学）

ポストコロナにおける都市と交通のあり方
森本 章倫（早稲田大学理工学術院）

包括的な新型コロナウイルス感染症（COVID-19）施策・政策のフレームワーク構築へ
今中 雄一（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻医療経済学分野、日本公衆衛生学会

COVID-19施策・政策研究班）

閉会挨拶：浅見 泰司（日本計画行政学会会長・東京大学）

生涯を通じた切れ目ないケアへ：プレコンセプションケアを考える
座長：玉腰 暁子（北海道大学大学院医学研究院公衆衛生学教室）

荒田 尚子（国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科）

演者：プレコンセプションケア総論（プレコンセプションケアの基礎知識）
荒田 尚子（国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科）

成育基本法におけるプレコンセプションケア
山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）

助産師・保健師に求められるプレコンセプションケア
西岡 笑子（防衛医科大学校医学教育部看護学科母性看護学講座）

日本版プレコンセプションケアの現状と課題
前田 恵理（秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生学講座）



33

シンポジウム8
12月21日（火） 13:30～15:00 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

シンポジウム9
12月21日（火） 14:55～16:10 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

シンポジウム10
12月21日（火） 15:10～16:25 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

フィンランドのネウボラから学ぶ児童虐待予防のセーフティネット
座長：江崎 治朗（厚生労働省健康局難病対策課）

横山 美江（大阪市立大学大学院看護学研究科）

演者：フィンランドにおける子どものセーフティネット
藪長 千乃（東洋大学国際学部）

Prevention strategies on violence against children and domestic violence
Juha Holma（ユヴァスキュラ大学）

フィンランドのネウボラをモデルとした担当保健師の継続支援の実践
天野由美子（島田市保健福祉センター健康づくり課）

フィンランドのネウボラにおける虐待予防の取り組みと継続支援の効果
横山 美江（大阪市立大学大学院看護学研究科）

地域包括ケアシステム推進に向けた保健所・都道府県庁の役割と活動方法・成果
座長：村嶋 幸代（公立大学法人大分県立看護科学大学）

角野 文彦（滋賀県健康医療福祉部）

演者：地域包括ケアシステム構築に向けた都道府県庁・保健所保健師の役割
鎌田久美子（公益社団法人日本看護協会）

東日本大震災後、県・保健所・市町村が一体となり地域包括ケアシステムを構築した事例
本田あゆみ（福島県保健福祉部健康づくり推進課）

保険者特性から見る連携強化と地域包括ケアシステムの推進 -保健所への期待-
木下 健一（社会福祉法人恩賜財団広島県済生会坂町地域包括支援センター）

有事に活かされた平時からの地域包括ケアシステムの構築－公衆衛生医の立場から
角野 文彦（滋賀県健康医療福祉部）

10年後を見据えた新しい自治体管理栄養士養成プログラムの提案
座長：由田 克士（大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康科学講座公衆栄養学）

澁谷いづみ（愛知県瀬戸保健所）

演者：10年後を見据えた自治体管理栄養士新任期養成プログラムの提案
諸岡 歩（兵庫県健康福祉部健康局健康増進課）

中堅期をターゲットとしたプログラム
磯部 澄枝（新潟県新津保健所）

リーダー期の管理栄養士に求められるもの
田中 和美（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科）
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シンポジウム11
12月21日（火） 16:20～17:35 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

シンポジウム12
12月21日（火） 16:50～18:20 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

健康危機で明らかになった地域保健上の課題：一人一人の健康を守り高める公衆衛生を
座長：八谷 寛（名古屋大学大学院医学系研究科国際保健医療学・公衆衛生学）

丸山 広達（愛媛大学大学院農学研究科生命機能学専攻健康機能栄養科学特別コース地域健康栄養
学分野）

演者：都道府県の健康施策立案のための基礎的データ:都道府県健康栄養調査の状況
久野 一恵（西九州大学健康栄養学部健康栄養学科）

コロナ禍における健診・検診受診率低下や時期の遅れ、予防的医療に関する考察
勢井 雅子（徳島県総合健診センター）

ライフコースデータにおける母子保健や学童の健診情報由来のデータベースの構築と活用
川上 浩司（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻健康解析学講座薬剤疫学分野）

新型コロナ時代のインターネット調査プロジェクト JACSIS 協働研究のすゝめ
田淵 貴大（大阪国際がんセンターがん対策センター疫学統計部）

コロナ危機下のリスクコミュニケーション：自治体、保健所、病院、在宅看護の取り組み
座長：蝦名 玲子（グローバルヘルスコミュニケーションズ）

仲本 光一（岩手県県南広域振興局保健福祉環境部兼奥州・一関保健所）

演者：公衆衛生上の緊急事態におけるリスクコミュニケーションについての概念と理論
蝦名 玲子（グローバルヘルスコミュニケーションズ）

自治体と保健所におけるリスクコミュニケーションについて
仲本 光一（岩手県県南広域振興局保健福祉環境部兼奥州・一関保健所）

医療機関におけるリスクコミュニケーション
今井 寛（三重大学大学院医学系研究科救急災害医学）

コロナ危機下のリスクコミュニケーション～在宅看護での取り組み
上田 泉（札幌医科大学保健医療学部看護学科・専攻科公衆衛生看護学専攻）
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シンポジウム13（市民公開シンポジウム）
日本学術会議 パブリックヘルス分科会・日本公衆衛生学会・社会医学系専門医協会合同シンポジウム
12月21日（火） 16:35～17:50 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

シンポジウム14
12月22日（水） 8:50～10:20 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

ポストコロナ時代に求められる公衆衛生人材
座長：磯 博康（大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座）

今中 雄一（京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）

演者：求められる公衆衛生人材：健康危機管理を通じて
安村 誠司（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）

求められる公衆衛生人材：地方自治体の立場から
前田 光哉（厚生労働省新型コロナウイルス対策推進本部事務局（前・神奈川県健康医療局長））

ポストコロナ時代の多職種職場の人材育成
奥田 博子（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

地域が求める公衆衛生人材
尾島 俊之（浜松医科大学健康社会医学講座）

ポストコロナ時代に求められる公衆衛生人材：厚労省科学研究における調査から
和田 裕雄（順天堂大学医学部公衆衛生学教室）

特別発言：
社会医学系専門医制度とこれからの公衆衛生・社会医学人材養成
今中 雄一（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻医療経済学分野、社会医学系専門医協

会理事長）

求められる公衆衛生人材：国の立場から
佐々木昌弘（厚生労働省）

看護学分野における公衆衛生人材を考える
小松 浩子（日本赤十字九州国際看護大学）

住民主体の多様な通いの場・居場所の展開：その概念整理とPDCAサイクルに沿った評価
座長：藤原 佳典（東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と地域保健研究チーム）

澤岡 詩野（公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団）

演者：住民主体の通いの場の概念と多様な通いの場の類型
植田 拓也（東京都健康長寿医療センター研究所東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター）

多様な通いの場におけるPDCAサイクルに沿った評価の視点
清野 諭（東京都健康長寿医療センター研究所）

多世代交流・就労的活動を取り入れた共生型通いの場－実践者によるPDCAサイクル－
河本 歩美（社会福祉法人京都福祉サービス協会、特定非営利活動法人地域共生開発機構ともつく）

空き家等を活用した常設型通いの場のコーディネート－支援者におけるPDCAサイクル－
山田 翔太（一般財団法人世田谷トラストまちづくり、東京都市大学大学院環境情報学研究科都市

生活学専攻博士後期課程）

行政における多様な通いの場の支援―行政によるPDCAサイクル―
岡﨑 真美（豊島区保健福祉部高齢者福祉課・介護予防・認知症グループ）
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シンポジウム15
12月22日（水） 8:50～10:20 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

シンポジウム16
12月22日（水） 8:50～10:20 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

マスギャザリングとヘルスセキュリティ：TOKYO2020の教訓
座長：齋藤 智也（国立感染症研究所感染症危機管理研究センター）

冨尾 淳（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

演者：マスギャザリングにおけるCOVID-19のインパクト
齋藤 智也（国立感染症研究所感染症危機管理研究センター）

東京オリンピック・パラリンピックにおけるリスクアセスメントと求められる対応
和田 耕治（国際医療福祉大学医学部公衆衛生学）

TOKYO2020における感染症サーベイランスと対応
島田 智恵（国立感染症研究所実地疫学研究センター）

2020東京オリンピック・パラリンピック開催がペナンブラ（penumbra）に与えた影響
森村 尚登（帝京大学医学部救急医学講座、帝京大学先端総合研究機構危機管理研究部門、2020年

東京オリンピック・パラリンピックに係る救急・災害医療体制を検討する学術連合体
（AC2020）合同委員会）

マスギャザリングに対する保健医療の評価・検証：After action review の実践
冨尾 淳（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

国レベルの健康関連データベース活用に向けてーわが国および海外の動向
座長：田宮菜奈子（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野）

演者：データ活用：収集側の視点からの提言
東 尚弘（国立がん研究センターがん登録センター、東京大学大学院医学系研究科がん政策科学

分野）

欧州の健康関連データベースとその利用経験
田中 宏和（三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野）

英国のプライマリケアデータベースの構築と研究利用
岩上 将夫（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野）

米国における公的ヘルスデータのリンケージ
杉山 雄大（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野、筑波大学ヘルスサービス研究開発

センター、国立国際医療研究センター研究所糖尿病情報センター、国立国際医療研究
センター国際医療協力局グローバルヘルス政策研究センター）

医療介護データの提供に関する今後の方針
牧戸香詠子（厚生労働省保険局医療介護連携政策課保険データ企画室）
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シンポジウム17
12月22日（水） 8:50～10:20 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

シンポジウム18
12月22日（水） 8:50～10:20 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

シンポジウム19
12月22日（水） 10:30～11:45 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

モニタリングレポート委員会による賛否の分かれる公衆衛生対策に関するディベート
座長：尾崎 米厚（鳥取大学医学部環境予防医学分野）

演者：新型コロナワクチンの接種の優先順位-「若年層」を優先する対策の賛否
横川 博英（順天堂大学医学部総合診療科学講座）
髙橋美保子（埼玉医科大学医学部社会医学）

ワクチン接種者のマスクは不要か？
鈴木 貞夫（名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野）
吉田 都美（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻薬剤疫学分野）

指定発言：
賛否の分かれる公衆衛生課題の参加型ディベート・行政の立場からの指定発言
坂野 晶司（江東区保健所）

地域・職域連携推進事業と中小企業の健康経営
座長：津下 一代（女子栄養大学）

仁賀 建夫（経済産業省ヘルスケア産業研究官）

演者：健康経営優良法人（中小企業部門）認定法人の取り組み～自治体と連携した健康経営～
瀧川 信二（株式会社タック）

地域・職域連携で進める健康経営支援～“健康・予防日本一”に向けた藤枝市の取り組み
松浦 大樹（藤枝市健康福祉部健やか推進局健康企画課）

高知県須崎福祉保健所における地域・職域連携推進協議会の取組
前田 由佳（高知県須崎福祉保健所）

地域・職域連携協議会を円滑・効果的に進めていくために～島根県の取組～
林 はづき（島根県健康福祉部健康推進課）

地域・職域連携推進に向けて～地域保健における課題と対策
都筑 千景（大阪府立大学大学院看護学研究科）

社会環境整備によるヘルスプロモーション活動の目標設定
座長：近藤 尚己（京都大学大学院医学研究科社会疫学分野）

近藤 克則（千葉大学予防医学センター）

演者：ヘルスプロモーションの歴史から日本の次期健康推進計画策定の論点を考える
相田 潤（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科健康推進歯学分野）

日本および諸外国のヘルスプロモーション施策における社会環境整備の視点
西尾麻里沙（京都大学大学院医学研究科社会疫学分野）

自治体・企業でのデータ利用の環境整備
三木 竜介（株式会社リンクアンドコミュニケーション、神戸市健康局健康企画課）

これからの10年の活動に向けた社会環境整備目標の項目提案
近藤 尚己（京都大学大学院医学研究科社会疫学分野）
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シンポジウム20
12月22日（水） 10:30～11:45 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

シンポジウム21
12月22日（水） 10:30～11:45 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

シンポジウム22
12月22日（水） 10:30～11:45 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

子どもの自然な遊びと運動指導 ～子育て支援における保健・保育・運動指導の協働～
座長：小島 光洋（弘前大学社会医学講座）

池田 裕恵（東洋英和女学院大学）

演者：100歳までつながる「よい動き」を乳幼児のうちに！
田中 恭栄（公益社団法人日本3B体操協会）

遊べる体づくりの根っこは赤ちゃんのハイハイから
樋口 和子（NPO法人健康づくり推進機構 BTB）

乳幼児期の親子じゃれつき遊びと運動遊び支援
小関 潤子（特定非営利活動法人ひろさきレクリエーション協会）

子どもの遊びを見守る母親の眼
平賀菜津子（湯沢町子育て教育部子育て支援課）

地域包括ケア時代における高齢者就労の現状と課題
座長：藤原 佳典（東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と地域保健研究チーム）

小川 敬之（京都橘大学健康科学部作業療法学科）

演者：地域包括ケアにおける就労的活動とは
服部 真治（一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会医療経済研究機構、東京都健康長寿医

療センター研究所）

高齢期の福祉就労がもたらす効果：介護老人保健施設全国調査の結果から
村山 洋史（東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と地域保健研究チーム）

無理なく安全に働ける高齢者就労の環境づくり
石橋 智昭（公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団）

東京都北区における高齢者就労支援の取り組み
岩田 直子（東京都北区健康福祉部高齢福祉課）

健康危機管理とは？首都直下型地震対策を考える
座長：安村 誠司（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）

奥田 博子（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

演者：健康危機管理の本質 ―その潮流と展望－
高鳥毛敏雄（関西大学社会安全学部・社会安全研究科）

災害対策とパンデミック、感染症
齋藤 智也（国立感染症研究所感染症危機管理研究センター）

保健所の健康危機管理機能の課題と展望
前田 秀雄（東京都北区保健所）

災害看護学の視点からの災害への備えと対応
宮崎美砂子（千葉大学大学院看護学研究院地域創成看護学講座）
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シンポジウム23
12月22日（水） 10:30～11:45 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

シンポジウム24（メインシンポジウム）
12月22日（水） 12:55～15:55 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

大規模災害時の栄養・食生活支援活動の連携体制と人材育成～自治体への波及のヒント～
座長：久保 彰子（女子栄養大学栄養学部）

澁谷いづみ（愛知県瀬戸保健所）

演者：大規模災害時の栄養・食生活支援に係る栄養施策について
齋藤 陽子（厚生労働省健康局健康課栄養指導室）

岐阜県における災害時栄養・食支援体制整備
三宅 志保（岐阜県保健医療課）

中核市保健所による広域的なケースメソッドの活用について
相本 優美（鳥取市役所健康こども部鳥取市保健所）

佐賀県版アクションカードの作成と今後の活用について
村武 悦子（佐賀県健康福祉部健康増進課、佐賀県佐賀中部保健所）
中里 栄介（佐賀県佐賀中部保健所）

新型コロナ対策1 「新型コロナウイルス感染症感染の実像と対策」
座長：中島 一敏（大東文化大学）

前田 秀雄（東京都北区保健所）

演者：分析疫学の立場から
押谷 仁（東北大学大学院医学系研究科微生物学分野）

新型コロナゲノム・サーベイランスから示唆される公衆衛生対策への利活用
黒田 誠（国立感染症研究所病原体ゲノム解析研究センター）

理論疫学の立場から
西浦 博（京都大学大学院医学研究科）

新型コロナ対策2 「新型コロナと持続可能な社会の構築」
座長：高鳥毛敏雄（関西大学社会安全学部・社会安全研究科）

白井 千香（枚方市健康福祉部）

演者：コロナショックと日本経済
小峰 隆夫（大正大学地域構想研究所）

COVID-19対策のリスクコミュニケーション
武藤 香織（東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター公共政策研究分野）

自治体と住民～分断を超えたポストコロナに向けて～
白井 千香（枚方市保健所）



40

シンポジウム25
12月22日（水） 12:55～14:25 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

シンポジウム26
12月22日（水） 12:55～14:25 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

分野を超えた幅広い明日の公衆衛生を考える
座長：小橋 元（獨協医科大学医学部公衆衛生学講座）

田宮菜奈子（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野）

演者：次代の公衆衛生に求められる「超職種連携」
小橋 元（獨協医科大学医学部公衆衛生学講座）

親支援，幼児教育からの「公衆衛生」
姫田 知子（四国大学短期大学部幼児教育保育科）

保健科教育と公衆衛生への想い
山合 洋人（筑波大学附属駒場中・高等学校）

思い立ったら「公衆衛生」
齋藤 宏子（帝京大学大学院公衆衛生学研究科、大妻女子大学）

技術者からの「公衆衛生」
内山 浩志（獨協医科大学研究連携・支援センター研究戦略部門、獨協医科大学医学部公衆衛生学

講座）

指定発言：
IFMSA-Japan での取り組みと公衆衛生への思い
永井 佐和（IFMSA-Japan、札幌医科大学医学部医学科）

新型コロナウイルス感染症によるがん診療及びがん検診の受診状況の変化
座長：高橋 宏和（国立がん研究センターがん対策研究所検診研究部）

土岐祐一郎（大阪大学医学部附属病院消化器外科）

演者：新型コロナウイルス感染症によるがん検診への影響
町井 涼子（国立がん研究センターがん対策研究所）

院内がん登録からみたCOVID-19流行時のがん診療への影響
奥山 絢子（国立がん研究センターがん対策情報センターがん登録センター院内がん登録分析室）

JMDCデータを用いた新型コロナウイルスのがん診療への影響に関する検討
後藤 温（横浜市立大学大学院データサイエンス研究科ヘルスデータサイエンス専攻）

COVID-19パンデミック下でのがん専門病院におけるがん患者の受療行動の変化
佐藤 靖祥（がん研究会有明病院総合腫瘍科／先端医療開発センター）
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シンポジウム27
12月22日（水） 12:55～14:10 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

シンポジウム28
12月22日（水） 12:55～14:10 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

シンポジウム29
12月22日（水） 14:20～15:35 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

ウィズコロナ社会のメンタルヘルスの課題と対策
座長：野村 恭子（秋田大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）

堤 明純（北里大学医学部公衆衛生学講座）

演者：新型コロナウイルス感染症流行下におけるキャンパスメンタルヘルス対策の実践
野村 恭子（秋田大学医学部衛生学公衆衛生学講座）

妊産婦への経済的、社会的政策介入の必要性
松島みどり（筑波大学人文社会系）

コロナ禍の労働者のメンタルヘルス不調とそのリスク要因―労働者コホート調査から
佐々木那津（東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野）

コロナ禍における医療従事者のトラウマ：とくにクラスター発生時のケアについて
前田 正治（福島県立医科大学医学部災害こころの医学講座）

地域包括ケアと災害保健医療福祉対策：多職種連携は他職種の活動や役割を知ることから
座長：松本 良二（千葉県夷隅保健所）

武見ゆかり（女子栄養大学）

演者：大規模災害における医薬品供給体制と薬剤師の災害支援活動について
丹野 佳郎（東北大学大学院医学系研究科医科学専攻総合医療学災害保健医療）

避難所における歯科支援の重要性：もっと歯科を活用する体制を
中久木康一（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科救急災害医学分野、東京医科歯科大学大学

院保健衛生学研究科災害・クリティカルケア看護学分野、東京都保健医療公社大久保
病院歯科口腔外科）

災害精神保健医療福祉領域のよりよい協働のための方策
高橋 晶（筑波大学医学医療系災害・地域精神医学、茨城県立こころの医療センター、筑波メ

ディカルセンター精神科）

大規模災害時の栄養・食生活支援活動：食べることは生きること、最重要課題だ！
渡邊 瑞穂（山梨県峡南保健福祉事務所（峡南保健所））

今度こそ、ワクチンと真剣に向き合う
座長：稲葉 静代（岐阜県岐阜保健所）

伊東 則彦（北海道江差保健所、道立江差高等看護学院）

演者：我が国のワクチン施策 ～歴史と課題～
岡部 信彦（川崎市健康安全研究所）

コロナ禍で起きたワクチン開発研究の破壊的イノベーション
石井 健（東京大学医科学研究所ワクチン科学分野、医薬基盤健康栄養研究所ワクチンアジュバ

ント研究センターモックアップワクチンプロジェクト）

新型コロナウイルス感染症ワクチンに対する接種意図と心理的要因の関連
原田 隆之（筑波大学人間系、東京大学大学院教育学研究科）
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シンポジウム30
12月22日（水） 14:20～15:35 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

シンポジウム31
12月22日（水） 15:35～17:05 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

地域共生社会で活躍する対人支援職種の育成 －共通基礎課程をめぐるチャレンジ－
座長：川越 雅弘（埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科）

田口 孝行（埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科）

演者：いまなぜ共通基礎課程か―背景とねらい
和田 幸典（厚生労働省）

変化を求められる対人支援専門職教育－諸外国の動向から
堀田 聰子（慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科）

共通基礎課程のモデルカリキュラムの提案
大西 弘高（東京大学医学系研究科医学教育国際研究センター医学教育国際協力学）

彩の国連携力育成プロジェクトにおける連携力育成の取組
柴崎 智美（埼玉医科大学医学部医学教育学）

子どもたちの人生を豊かに育むための地域連携ー家庭・児童養護施設・学校・地域・行政
座長：児玉 知子（国立保健医療科学院）

廣末 ゆか（住民とともに活動する保健師の会高知県中芸広域連合）

演者：性教育から「人生を豊かに育むための教育」への発展と連携
渡會 睦子（東京医療保健大学医療保健学部、住民とともに活動する保健師の会）

人生を豊かに育むために ～地域で取り組む「生きる力を育む生（性）教育」～
西岡 律（高知県中芸広域連合保健福祉課）

紙芝居で伝える「生きるための心を伝える教育」の効果
會田 健司（児童養護施設山形学園）

望まない妊娠や虐待予防につなぐ保健・学校行政協働型 生きるための力の教育推進
前田日登美（北栄町役場教育総務課子育て世代包括支援センター）
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シンポジウム32
12月22日（水） 15:35～17:05 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

シンポジウム33
12月22日（水） 15:45～17:00 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

シンポジウム34
12月22日（水） 15:45～17:00 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

地域包括ケアと災害保健医療福祉対策：要配慮者支援No One Left Behind
座長：松本 良二（千葉県夷隅保健所）

赤井由紀子（東北福祉大学健康科学部保健看護学科）

演者：地域包括ケアと災害保健医療福祉対策の原点「地域で話し合う重要性」（誌上発表のみ）
松本 良二（千葉県夷隅保健所）

障害福祉分野での「潜在的要支援者」へのアプローチ：災害対応の視点から
日詰 正文（国立重度知的障害者総合施設のぞみの園総務企画局研究部）

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けて
災害対応の視点も加えた一考察
朝比奈ミカ（千葉県中核地域生活支援センターがじゅまる）

災害時要配慮者の二次被害防止へ 保健医療福祉の分野横断的支援体制整備の必要性
桑原 英文（コミュニティ・エンパワメント・オフィス FEEL Do、一般社団法人コミュニティ・

4・チルドレン）

地域防災訓練への障害者の参加試行
北村 弥生（長野保健医療大学、前国立障害者リハビリテーションセンター研究所）

障がい論－共に生きる社会の構築
座長：岩室 紳也（ヘルスプロモーション推進センター（オフィスいわむろ））

演者：尊厳なきバリアフリー
川内 美彦（東洋大学人間科学総合研究所）

障害児者に対する歯科検診および口腔衛生
田野 ルミ（国立保健医療科学院）

共に生き、共に成長する社会の構築
丸谷 美紀（国立保健医療科学院）

ウィズ・コロナ時代の歯科口腔保健活動
座長：三浦 宏子（北海道医療大学歯学部保健衛生学分野）

尾崎 哲則（日本大学歯学部医療人間科学分野）

演者：地域歯科保健事業に対する新型コロナウイルス感染症拡大の影響
福田 英輝（国立保健医療科学院）

コロナ禍における母子歯科保健活動
堀江 博（奈良県福祉医療部医療政策局健康推進課）

「学校の新しい生活様式」と歯科保健
柘植 紳平（公益社団法人日本学校歯科医会）

コロナ禍における要支援者への歯科保健活動
秋野 憲一（札幌市保健福祉局）
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シンポジウム35
12月22日（水） 17:15～18:45 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

シンポジウム36
12月22日（水） 17:15～18:45 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

シンポジウム37
12月22日（水） 17:15～18:30 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

コロナ禍でみえた外国人対応の課題
座長：沢田 貴志（港町診療所）

井上まり子（帝京大学大学院公衆衛生学研究科）

演者：保健行政窓口における外国人対応
矢野 亮佑（盛岡市保健所）

コロナ下での在住外国人に関する保健師対応の事例
堀田 美香（佐賀県多久市役所健康増進課）

都内における外国人支援NPOと保健所との連携について
新居みどり（NPO法人国際活動市民中心（CINGA））

言葉の壁をなくすために欠かせない医療通訳の活動
森田 直美（一般社団法人全国医療通訳者協会、東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻博士課

程）

睡眠と健康2021
座長：谷川 武（順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学）

兼板 佳孝（日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）

演者：不眠と健康～睡眠増進のための社会変容～
大塚雄一郎（日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）

睡眠格差－社会格差と睡眠との関係－
野田 愛（順天堂大学国際教養学部）

睡眠と生活習慣病
村木 功（大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室）

交代勤務と睡眠
高橋 正也（労働安全衛生総合研究所過労死等防止調査研究センター）

労働者の睡眠と健康
中田 光紀（国際医療福祉大学大学院医学研究科公衆衛生学専攻）

保健医療の経済評価とその応用 -その施策はコストに見合うのか？-【国立保健医療科学院企画】
座長：曽根 智史（国立保健医療科学院）

福田 敬（国立保健医療科学院）

演者：検診の経済評価とその応用
此村 恵子（国立保健医療科学院保健医療経済評価研究センター）

ワクチン接種の経済評価とその応用
池田 俊也（国際医療福祉大学医学部公衆衛生学）

医薬品・医療機器の経済評価とその応用
白岩 健（国立保健医療科学院保健医療経済評価研究センター）

地方行政における経済評価の活用
新藤 健（八王子市医療保険部成人健診課）
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シンポジウム38
12月22日（水） 17:15～18:30 第5会場（京王プラザホテル 4F 錦）

シンポジウム39
12月23日（木） 9:50～11:20 講演会場（東京大学伊藤国際学術研究センター B2F 伊藤謝恩ホール）

シンポジウム40（市民公開シンポジウム）
12月23日（木） 11:30～13:00 講演会場（東京大学伊藤国際学術研究センター B2F 伊藤謝恩ホール）

「健康寿命をのばそう！アワード」受賞者に学ぶ、効果的な健康づくりの展開
座長：辻 一郎（東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）

武見ゆかり（女子栄養大学栄養学部）

演者：健康寿命をのばそう！アワード（生活習慣病予防分野）が目指すこと
佐々木孝治（厚生労働省健康局）

行動経済学とエコシステムによる健康増進型保険“Vitality”～Well-being 社会へ～
西野 貴智（住友生命保険相互会社）

パ・リーグ6球団公式アプリ「パ・リーグウォーク」 毎日の歩数でチームを応援！
鎌田 真光（東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻健康教育・社会学分野）

「自分の健康は自分でつくる」須坂市保健補導員の健康づくり活動
中村 英基（長野県須坂市健康福祉部健康づくり課）

エコチル調査10年 公衆衛生への寄与
座長：上島 通浩（名古屋市立大学大学院医学研究科環境労働衛生学分野）

山崎 新（国立環境研究所エコチル調査コアセンター）

演者：子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の今後の展開について
田中 桜（環境省環境保健部環境安全課環境リスク評価室）

エコチル調査の10年
上島 通浩（名古屋市立大学大学院医学研究科環境労働衛生学分野、国立環境研究所）

世界の中のエコチル調査
中山 祥嗣（国立環境研究所環境リスク・健康領域エコチル調査コアセンター）

エコチル調査の環境科学における意義
島 正之（兵庫医科大学公衆衛生学）

タバコ対策Q&A 屋内禁煙・新型コロナ・タバコ値上げのインパクト
座長：田淵 貴大（大阪国際がんセンターがん対策センター疫学統計部）

五十嵐彩夏（東北大学大学院歯学研究科）

演者：日本のタバコ対策はガラパゴスか？
片野田耕太（国立がん研究センター）

日本医師会におけるタバコ対策
羽鳥 裕（日本医師会）

禁煙支援におけるナースのお仕事
谷口 千枝（愛知医科大学看護学部）

より多くの人に禁煙支援を届けるには？：実装科学の視点から
島津 太一（国立がん研究センターがん対策研究所行動科学研究部）

禁煙治療はとってもお得！
五十嵐 中（横浜市立大学医学群健康社会医学ユニット、東京大学大学院薬学系研究科医薬政策学）
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シンポジウム41（市民公開シンポジウム）
12月23日（木） 13:10～14:40 講演会場（東京大学伊藤国際学術研究センター B2F 伊藤謝恩ホール）

シンポジウム42（市民公開シンポジウム）
日本学術会議 環境学委員会・健康・生活科学委員会合同環境リスク分科会、
同 健康・生活科学委員会・基礎医学委員会合同パブリックヘルス科学分科会 公開シンポジウム
12月23日（木） 14:50～16:20 講演会場（東京大学伊藤国際学術研究センター B2F 伊藤謝恩ホール）

人生100年時代のためのフレイル予防
座長：石崎 達郎（東京都健康長寿医療センター研究所）

飯島 勝矢（東京大学高齢社会総合研究機構・未来ビジョン研究センター）

演者：フレイルの概念 ～自分自身と地域をどう見直すのか～
飯島 勝矢（東京大学高齢社会総合研究機構・未来ビジョン研究センター）

フレイル予防～低栄養予防のコツは、楽しく食べてつながること～
田中 和美（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科）

フレイル予防―体力の視点から―
牧迫飛雄馬（鹿児島大学医学部保健学科理学療法学専攻基礎理学療法学講座）

フレイル予防における社会参加の重要性
村山 洋史（東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と地域保健研究チーム）

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施
宇野 薫（厚生労働省保険局高齢者医療課、国民健康保険課、医療介護連携課医療費適正化対策

推進室）

プラスチックのガバナンス：感染症制御のための衛生環境管理と資源循環
座長：中村 桂子（東京医科歯科大学国際保健医療事業開発学分野）

大塚 直（早稲田大学法学部）

開会挨拶：那須 民江（名古屋大学・中部大学）

演者：新興感染症パンデミック時の保健医療と環境衛生管理のかかわりと今後の課題
浅見 真理（国立保健医療科学院生活環境研究部）

感染症パンデミック制御とプラスチック資源循環のガバナンス
石川 雅紀（叡啓大学、神戸大学名誉教授）

廃棄物処理におけるプラスチックごみの取り扱いについて
山田 正人（国立研究開発法人国立環境研究所）

海洋プラスチック・マイクロプラスチックの減量化に対する環境省の取り組みについて
中島 慶次（環境省水・大気環境局水環境課海洋プラスチック汚染対策室）

大気中マイクロプラスチックの実態解明と健康影響
大河内 博（早稲田大学）

閉会挨拶：石塚真由美（北海道大学）
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地方衛生研究所研修フォーラム
12月21日（火） 13:30～15:00 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

奨励賞受賞講演
12月21日（火） 17:10～18:35 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

COVID-19パンデミックへの対応と保健行政の課題
座長：四宮 博人（愛媛県立衛生環境研究所）

吉村 和久（東京都健康安全研究センター）

演者：新型コロナウイルス感染症危機対応における地方衛生研究所の役割と機能強化について
調 恒明（山口県環境保健センター）

神戸市におけるSARS-CoV-2変異株の検査体制と検出状況
野本 竜平（神戸市健康科学研究所感染症部）

保健所活動の科学的技術的基盤としての地方衛生研究所
前田 秀雄（東京都北区保健所）

COVID-19の流行とわが国の対策
脇田 隆字（国立感染症研究所）

COVID-19と地方衛生研究所のあり方について
鷲見 学（厚生労働省健康局健康課）

座長：小林 廉毅（東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学）

演者：医療政策研究と一般向け疾患情報提供を通じて将来の公衆衛生の在り方を考える
杉山 雄大（国立国際医療研究センター研究所糖尿病情報センター、国立国際医療研究センター国

際医療協力局グローバルヘルス政策研究センター、筑波大学医学医療系ヘルスサービ
スリサーチ分野）

地域における介護予防・フレイル予防に関する疫学研究とその実践的応用
清野 諭（東京都健康長寿医療センター研究所）

コロナ禍における公衆衛生医師の確保と育成に関する調査と実践活動の発展
武智 浩之（群馬県利根沼田保健福祉事務所、吾妻保健福祉事務所）

疫学と政策を通した公衆衛生活動
野田 博之（内閣官房企画官、大阪大学大学院医学系研究科）

化学物質のアディポカインへの影響、子どもの発育・発達との関連：北海道スタディ
湊屋 街子（北海道大学環境健康科学研究教育センター）
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優秀演題賞選考会
12月21日（火） 13:30～16:10 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）
座長：谷川 武（順天堂大学大学院医学研究科衛生学・公衆衛生学講座）

高鳥毛敏雄（関西大学社会安全学部・社会安全研究科）

演者：大量機会飲酒を考慮した飲酒と脳卒中の関連（CIRCS）
髙田 碧（大阪がん循環器循環器病予防センター循環器病予防部門、大阪大学医学系研究科公衆

衛生学教室）

改正健康増進法施行前後における飲食店の受動喫煙対策と感染症対策の実態把握
片岡 葵（大阪医科薬科大学研究支援センター医療統計室、東京医科大学公衆衛生学分野）

胎児期の有機フッ素化合物ばく露と臍帯血中アディポサイトカイン濃度の関係の検討
湊屋 街子（北海道大学環境健康科学研究教育センター）

新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査における接触者開示に関する市民の考え
町田 征己（東京医科大学公衆衛生学分野、東京医科大学病院感染制御部）

高齢期の心血管リスクレベルと要介護認定および死亡との関連：NCGG-SGS研究
牧野圭太郎（国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研究センター、日本学術振興会）

月経困難症に対する低用量ピル処方開始後の、労働生産性低下や日常活動障害の変化
池田裕美枝（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻健康情報学分野）

特定健診受診率は勧奨方法の違いに影響されるのか？横浜市国民健康保険での検証
嶋田誠太朗（横浜市役所、横浜市行動デザインチーム（YBiT））

AHRR遺伝子のDNAメチル化率と死亡リスクとの関連を調査した縦断研究 -Yakumo study-
坪井 良樹（藤田医科大学医療科学部予防医科学分野）

がん検診に対する選好の潜在クラス
田口 良子（鎌倉女子大学家政学部管理栄養学科、順天堂大学医学部乳腺腫瘍学講座）

横浜市における採水頻度を増やした下水中の新型コロナウイルス調査
小澤 広規（横浜市衛生研究所）

介護老人保健施設における尿路感染症に対する抗菌薬使用の実態調査
中山 慶一（筑波大学大学院人間総合科学研究群）
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国際参加賞受賞講演 International Participant Award
12月21日（火） 16:20～17:35 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

ランチョンセミナー1
12月21日（火） 12:30～13:20 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

ランチョンセミナー2
12月21日（火） 12:30～13:20 第3会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームB）

ランチョンセミナー3
12月21日（火） 12:30～13:20 第4会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームC）

座長：Keiko Nakamura（Tokyo Medical and Dental University）
Makiko Sekiyama（National Institute for Environmental Studies）
Tomofumi Sone（National Institute of Public Health）
Yukari Takemi（Kagawa Nutrition University）
Maki Umeda（University of Hyogo）

演者：Increased knowledge on NCDs among Afghan teachers by a training intervention
Alemi Sharifullah（Tokyo Medical and Dental University）

A socio-ecological model for adolescents obesity in Zimbabwe: Systematic review.
Pencil Ashleigh（Osaka City University）

City-specific modifiers of acute PM2.5 and ozone effects on ambulance dispatches
Liang Yuwen（Graduate School of Engineering, Kyoto University）

Traditional male circumcision and HIV status among Tanzanian sexually active men
Bendera Anderson（Tokyo Medical and Dental University）

Inequity in water, sanitation, and hygiene in healthcare facilities in Tanzania
Meshi Eugene（Tokyo Medical and Dental University）

Face mask use under the COVID-19 pandemic for farmers in Punjab, India
Yang Zhesi（Graduate School of Global Environmental Studies, Kyoto University）

コンピュータとの対話でどこまで正確に患者情報を把握できるか？
座長：杉野 智啓（株式会社トウキョウアナリティカ）
演者：吉川 厚（立教大学大学院人工知能科学研究科）

佐藤 元己（立教大学大学院人工知能科学研究科、株式会社トウキョウアナリティカ）
共催：株式会社トウキョウアナリティカ

診療ガイドラインと公衆衛生 -Minds の取り組み-
演者：Minds の取り組みと今後の展望：信頼できる医療情報を現場へ届ける

福岡 敏雄（公益財団法人日本医療機能評価機構、公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中
央病院副院長）

公衆衛生学領域における診療ガイドラインの作成
佐藤 康仁（公益財団法人日本医療機能評価機構、静岡社会健康医学大学院大学社会健康医学研究

科准教授）
共催：公益財団法人日本医療機能評価機構

地域医療と公衆衛生の協働 －地域医療振興協会の活動－
座長：宇田 英典（公益社団法人地域医療振興協会地域医療研究所シニアアドバイザー）

演者：群馬県嬬恋村でのフレイル予防、青森県東通村での短命県返上プロジェクト
中村 正和（公益社団法人地域医療振興協会地域医療研究所ヘルスプロモーション研究センターセ

ンター長）
地域ヘルスプロモーション病院としての取組
梅屋 崇（公益社団法人地域医療振興協会あま市民病院管理者兼病院長）

共催：公益社団法人地域医療振興協会
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ランチョンセミナー4
12月22日（水） 11:55～12:45 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

ランチョンセミナー5
12月22日（水） 11:55～12:45 第2会場（京王プラザホテル 5F コンコードボールルームA）

スポンサードセッション
12月22日（水） 16:05～16:55 第1会場（京王プラザホテル 5F エミネンスホール）

日本発の心血管指標API，AVI ～新たな医療技術開発と未病改善の戦略～
座長：冨山 博史（東京医科大学病院循環器内科教授）

演者：神奈川県の「未病」政策
首藤 健治（神奈川県副知事）
オシロメトリック法による上腕部での血管機能測定結果と認知機能の関連
岡本 将輝（東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野、Massachusetts General Hospital、株式会

社トウキョウアナリティカ）
カフオシロメトリック法による、新規血管指標（API・AVI）を健康長寿の実現に活用する
石上 友章（公立大学法人横浜市立大学医学部循環器・腎臓・高血圧内科学）

共催：株式会社志成データム亜洲光学股份有限公司

ワクチンの有効性・安全性、接種意義
座長：岡田 賢司（福岡看護大学基礎・基礎看護部門教授）
演者：種市 尋宙（富山大学学術研究部医学系小児科学）
共催：一般社団法人日本ワクチン産業協会

健常日本人における生活習慣と腸内細菌叢との関係
座長：山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）
演者：宮地 元彦（早稲田大学スポーツ科学学術院、医薬基盤・健康・栄養研究所身体活動研究部）
共催：株式会社はくばく
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第1分科会 疫学・保健医療情報 O-1-1-1～O-1-4-6

第2分科会 ヘルスプロモーション O-2-1-1～O-2-2-6

第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム O-3-1-1～O-3-5-6

第4分科会 保健行動・健康教育 O-4-1-1～O-4-1-6

第5分科会 親子保健・学校保健 O-5-1-1～O-5-4-6

第6分科会 高齢者の QOLと介護予防 O-6-1-1～O-6-7-5

第7分科会 高齢者の医療と福祉 O-7-1-1～O-7-4-4

第8分科会 地域社会と健康 O-8-1-1～O-8-4-4

第9分科会 難病・障害の医療と福祉 O-9-1-1～O-9-1-3

第10分科会 精神保健福祉 O-10-1-1～O-10-3-5

第11分科会 口腔保健 O-11-1-1～O-11-1-5

第12分科会 感染症 O-12-1-1～O-12-3-4

第13分科会 健康危機管理 O-13-1-1～O-13-3-4

第14分科会 医療制度・医療政策 O-14-1-1～O-14-2-5

第15分科会 公衆衛生従事者育成 O-15-1-1～O-15-1-3

第16分科会 保健所・衛生行政・地域保健 O-16-1-1～O-16-3-5

第17分科会 公衆栄養 O-17-1-1～O-17-4-4

第18分科会 健康運動指導 O-18-1-1～O-18-1-3

第20分科会 産業保健 O-20-1-1～O-20-3-6

第21分科会 環境保健 O-21-1-1～O-21-1-6

第22分科会 国際保健 O-22-1-1～O-22-2-4

第23分科会 保健医療介護サービス研究 O-23-1-1～O-23-1-6

第24分科会 新型コロナウイルス感染症 O-24-1-1～O-24-9-5

EO English Session O-E-1-1～O-E-8-6

一般演題（口演）一覧
※「口演 - 分科会№ - セッション№ - 演題発表№」

例） O - 1 - 1 - 1
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第1分科会 疫学・保健医療情報

座長：高橋 邦彦（東京医科歯科大学M&Dデータ科学センター）

O-1-1-1 西岡 祐一 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
ベンゾジアゼピン系薬の処方有無と死亡率の関
連：高次元傾向スコアを用いた観察研究

O-1-1-2 藤田 美鈴 （公益財団法人ちば県民保健予防財団）
集団全体の効果を評価する研究のインフォーム
ド・コンセントとその課題

O-1-1-3 西 巧 （福岡県保健環境研究所）
死亡票とレセプトの連結分析による高齢者の自宅
死亡に影響を与える要因の探索

O-1-1-4 菅野 沙帆 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
透析患者における骨折発症の標準化罹患比の算
出：KDBを用いた検討

O-1-1-5 新居田泰大 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
医療・介護連結解析からわかる高齢2型糖尿病患
者治療の実態と課題

座長：高橋 秀人（国立保健医療科学院）

O-1-2-1 小川 裕貴 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
心室中隔欠損症に対する小児心臓カテーテル検査
における麻酔方法と重症合併症の関連

O-1-2-2 逢見 憲一 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
2000年～2015年のわが国年齢調整死亡率の
死因構造変化とその死因統計上の要因

O-1-2-3 竹下 沙希 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）による透
析導入リスクについて

O-1-2-4 岡 檀 （統計数理研究所）
コロナ禍の自殺率上昇の地域差および性差に関す
る分析；市区町村の産業構造に着目して

O-1-2-5 宇田 和晃 （筑波大学ヘルスサービス開発研究センター）
つくば市の医療介護データベースの特性（追跡可
能性、代表性に着目して）

O-1-2-6 中谷 直樹 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
東北メディカル・メガバンク計画・地域住民コ
ホート調査詳細三次調査（宮城）の概要

座長：村上 義孝（東邦大学医学部）

O-1-3-1 演題取り下げ

O-1-3-2 川内はるな （大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座公衆
衛生学）
小児期の受動喫煙と成人期の呼吸器疾患死亡との
関連について：JACC研究

O-1-3-3 井上 勇太 （大阪大学大学院医学系研究科）
大規模地震時の出産前後の妊婦居住地の変化

O-1-3-4 田原 康玄 （静岡社会健康医学大学院大学）
α1アンチトリプシンは高感度CRPとは独立し
て総死亡と関連する：ながはまスタディ

O-1-3-5 田井 義彬 （奈良県立医科大学医学部疫学・予防医学講座）
実生活環境での入浴中血圧変動と皮膚温の関連：
平城京スタディ

O-1-3-6 菅河真紀子 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科政策
科学）
オーストラリアにおける血漿分画製剤の国内自給
対策

座長：豊川 智之（東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学）

O-1-4-1 荒川 裕貴 （東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻医学
博士課程）
新型コロナ感染症拡大下でのビデオ通話の利用と
孤独感の関連

O-1-4-2 佐藤 幹也 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分
野）
介護保険受給者台帳の資格喪失記録を死亡代理変
数として使用することの妥当性の評価

O-1-4-3 上野 悟 （地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター
認知症未来社会創造センター）
疾患横断的にデータ利活用を可能にする国際標準
を用いた研究基盤の構築

O-1-4-4 高橋 秀人 （国立保健医療科学院）
介護給付費等実態調査データを用いた要支援者の
平均余命と健康期間の推定

O-1-4-5 細野 覚代 （国立がん研究センター社会と健康研究センター
検診研究部）
医療従事者におけるB型肝炎ワクチン接種直後
のHBs抗体価のワクチン効果持続への影響

O-1-4-6 瀬川 嘉之 （高木学校）
がん検診でがん死亡率は減るか －都道府県別相
関と公開されたがん統計の検討 その2

第2分科会 ヘルスプロモーション

座長：井上 茂（東京医科大学公衆衛生学分野）

O-2-1-1 藤岡 恵子 （豊能町保健福祉部保険課）
産官学連携による伴走型事業支援1

O-2-1-2 高橋 愛 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
産官学連携による伴走型事業支援2

O-2-1-3 仁賀 建夫 （経済産業省）
健康経営銘柄選定の政策効果

O-2-1-4 川村 尚美 （高知県須崎福祉保健所）
保健医療福祉計画策定における住民参加促進の関
連要因の検討

O-2-1-5 仲佐 昭彦 （株式会社NTTドコモ）
健康管理アプリケーションを用いた行動変容の健
康診断検査値に対する効果

O-2-1-6 望月 泉美 （静岡県立大学食品栄養科学部公衆栄養学研究室）
都道府県と保健所設置市・特別区における食環境
整備のマネジメント状況

座長：武林 亨（慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科）

O-2-2-1 川畑 輝子 （女子栄養大学大学院）
病院内コンビニエンスストアの食環境整備は,売
上増加および職員の食物摂取改善を促す

O-2-2-2 梶間 望 （三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医
学分野）
継続的な身体活動と特定健康診査結果の経年変化
との関連

O-2-2-3 島本 大也 （京都大学環境安全保健機構）
調剤薬局における健康増進サービスの利用促進に
向けた一般市民のニーズ調査

O-2-2-4 村松 賢治 （東京大学未来ビジョン研究センターデータヘル
ス研究ユニット）
都道府県別の健康経営優良法人認定制度（中小規
模法人部門）の推進要因に関する研究

O-2-2-5 藤田 真奈 （シミック株式会社データサイエンス事業本部）
簡易エコー装置による脂肪肝スクリーニング検査
の妥当性の検討

O-2-2-6 岩本 直安 （APOYO合同会社）
公衆衛生行政スキルの民間での実践 ～ 指導か
ら支援へ 元保健所長の奮闘 ～
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第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム

座長：大久保孝義（帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座）

O-3-1-1 藤村 裕子 （富山大学地域連携推進機構地域医療保健支援部
門）
服薬状況と健診結果の異常値との関係：国保及び
後期高齢者のデータより

O-3-1-2 清水 悠路 （大阪がん循環器病予防センター循環器病予防部
門）
特定健診受診者における血清アルブミン値と身長
低下との関係

O-3-1-3 加藤 裕一 （山形市保健所（山形市健康医療部））
山形市民健康診査データを用いた多血症の実態解
析

O-3-1-4 財津 將嘉 （獨協医科大学医学部公衆衛生学講座）
職業によるがん全体の予後の差：神奈川県地域が
ん登録の分析

O-3-1-5 栗山 長門 （公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学社会
健康医学研究科）
骨密度測定におけるヒト血中DMP1の評価～健
診への応用～

座長：岡村 智教（慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学）

O-3-2-1 石田晋太郎 （福岡大学医学部医学科歯科口腔外科学）
一般住民における随時中性脂肪と高血圧症発生の
関連：ISSA-CKD研究

O-3-2-2 山末耕太郎 （横浜市立大学医学群健康社会医学ユニット）
家庭での尿量、塩分量、尿温度（深部体温）簡易
測定システムの開発とその応用

O-3-2-3 秋本万里奈 （九州大学大学院医学系学府医療経営管理学専攻）
問診による服薬状態の回答状況と医療費および血
管疾患発生率：LIFE Study

O-3-2-4 小川 俊夫 （摂南大学農学部食品栄養学科公衆衛生学教室）
レセプトを用いたがん精密検査受診者の推定と精
検受診率の算出

O-3-2-5 大澤 正樹 （盛岡つなぎ温泉病院）
日本高血圧学会2019年血圧値分類別の脳心血
管疾患罹患リスクの検討―女性の解析結果

座長：兼板 佳孝（日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）

O-3-3-1 迎 恵美子 （大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学）
大阪市民を対象とした子宮頸がん検診未受診者の
関連因子の検討：横断研究

O-3-3-2 山口 真寛 （全国健康保険協会兵庫支部）
事業主（社長）の健康状態と健康経営の取り組み
や業態との関連

O-3-3-3 築山 園美 （全国健康保険協会広島支部）
糖尿病治療中断者における背景及び効果的な再受
診を促す方法の検証について

O-3-3-4 石原 裕也 （藤田医科大学・医療科学部・予防医科学分野）
白血球SLC30A8遺伝子DNAメチル化率と糖
代謝指標との関連-Yakumo study-

O-3-3-5 相良 空美 （九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講
座）
特定保健指導の判定基準となる腹囲と心血管リス
ク評価の有用性：LIFE Study

座長：三浦 公嗣（慶應義塾大学病院臨床研究推進センター）

O-3-4-1 河野祐紀子 （全国健康保険協会長野支部）
コロナ禍における生活環境の変化が生活習慣に及
ぼす影響と支援の在り方

O-3-4-2 谷爲茉里奈 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）
乳製品摂取と甲状腺がん罹患リスクとの関連：2
つのコホート研究のプーリング解析

O-3-4-3 松元 浩一 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）
海藻摂取と前立腺がん罹患リスクに関する前向き
コホート研究：宮城県コホート研究

O-3-4-4 小嶋 雅代 （国立長寿医療研究センターフレイル研究部）
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に向け
たフレイル予防の取り組み

O-3-4-5 福井 彩華 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）
睡眠時間と肥満の関連に及ぼすストレスの影響

O-3-4-6 諸橋 萌 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）
就寝時刻と脂質代謝の関連

座長：野田 愛（順天堂大学）

O-3-5-1 倉田 哲也 （大阪市健康局健康推進部健康づくり課）
骨粗しょう症検診精密検査未把握者の精密検査受
診関連要因-FRAX®による再勧奨を通して

O-3-5-2 木村奈穂子 （株式会社ヘルスケアシステムズ）
尿中インドキシル硫酸郵送検査「腸活チェック」
による腸内環境評価と関連要因の探索

O-3-5-3 鹿島 レナ （国立循環器病研究センター健診部）
心不全重症化予防事業における新しい健康増進の
取組み：健都循環器病予防プロジェクト

O-3-5-4 野坂 咲耶 （国立循環器病研究センター健診部）
心不全重症化予防事業における新しい保健指導：
健都循環器病予防プロジェクト

O-3-5-5 寺村 紗季 （筑波大学）
痛風、高尿酸血症発症の危険因子の検討：
CIRCS研究

O-3-5-6 高橋 鴻志 （朝日町立病院）
地方自治体の医療資源・財政状況・検診政策と、
がん検診受診率との関係について

第4分科会 保健行動・健康教育

座長：石川ひろの（帝京大学大学院公衆衛生学研究科）

O-4-1-1 竹内 寛貴 （千葉大学医学薬学府医科学専攻）
地域レベルのソーシャルキャピタルと喫煙率変
化：JAGES6年間の繰り返し横断研究

O-4-1-2 小池 城司 （福岡大学西新病院）
メディカルコールセンターを用いた遠隔禁煙外来
の評価

O-4-1-3 鈴木 知子 （国際医療福祉大学医学部公衆衛生学）
医療系大学生の生活習慣パターンとうつとの関連

O-4-1-4 杉村 嘉邦 （弘前大学大学院医学研究科フローラ健康科学講
座）
美容要素を加えた生活習慣行動変容プログラムの
効果1体型補正下着着用と運動の影響

O-4-1-5 立林 悟 （アツギ株式会社商品部技術開発グループ）
美容要素を加えた生活習慣行動変容プログラムの
効果2体型認知と体型イメージ

O-4-1-6 落合 裕子 （枚方市健康福祉部健康増進・介護予防担当）
枚方市における「糖尿病教室」の受講者および医
療機関へのアンケート調査について

第5分科会 親子保健・学校保健

座長：藤原 武男（東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）

O-5-1-1 松島えり子 （日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）
思春期における夜間頻尿と睡眠問題の関連：中高
一貫校の生徒を対象とした質問紙調査

O-5-1-2 塩田 勉 （静岡済生会総合病院小児科）
虐待予防とポジティブ育児を目指す座談会
「SUPPORTカフェ」の取り組み

O-5-1-3 中島 正夫 （椙山女学園大学教育学部）
小・中学校用教科書における「痩せ」に関連する
記載内容について

O-5-1-4 芳我ちより （香川大学医学系研究科看護学専攻）
アディポシティリバウンドは思春期の体格を予測
する指標となりうるか
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O-5-1-5 義永 直巳 （京都府宇治児童相談所京田辺支所）
児童福祉施設における性教育プラン応援事業につ
いての一考察

座長：渡會 睦子（東京医療保健大学医療保健学部）

O-5-2-1 乾 愛 （（株）ニッセイ基礎研究所）
妊娠間隔12か月未満における子どもの実態と母
親の育児負担感に関する研究

O-5-2-2 大塚美耶子 （国立成育医療研究センター研究所政策科学研究
部）
末子が未就学児の子どもを持つ父親の生活時間

O-5-2-3 可知 悠子 （北里大学医学部公衆衛生学）
父親の育児頻度と幼児の長時間のテレビ視聴との
関連：21世紀出生児縦断調査より

O-5-2-4 加藤 承彦 （国立研究開発法人国立成育医療研究センター）
幼少期の親の離婚が成人後の母親とその子どもの
メンタルヘルスに与える影響

O-5-2-5 西浜柚季子 （国立環境研究所環境リスク・健康領域）
妊娠女性の喫煙による母子の健康リスクの定量的
評価：エコチル調査データを用いた検討

O-5-2-6 川崎 良 （大阪大学大学院医学系研究科視覚情報制御学講
座）
学校保健統計における裸眼視力1.0未満者割合の
時系列分析

座長：山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）

O-5-3-1 佐藤 准子 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）
小児におけるいびきと問題行動との関連

O-5-3-2 津野香奈美 （神奈川県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベー
ション研究科）
コロナ禍における社会制限及びサポート喪失と産
後うつとの関連：JACSIS スタディ

O-5-3-3 上野 水緒 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）
不妊治療中の女性患者における補完代替医療の利
用実態

O-5-3-4 佐藤 美樹 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
幼児を持つ親の家族エンパワメントに関する共分
散構造分析

O-5-3-5 星野 尚子 （八王子市医療保険部大横保健福祉センター）
障害のある子どもを支える地域支援の構築先進的
な自治体の取り組みから見えてきたこと

O-5-3-6 細澤麻里子 （国立国際医療研究センター国際医療協力局グ
ローバルヘルス政策研究センター）
思春期前期における慢性的な孤独感の予測要因：
思春期コホート研究からの知見

座長：中坪 直樹（東京都教育庁都立学校教育部）

O-5-4-1 堀内 清華 （山梨大学大学院附属出生コホート研究センター）
新型コロナウイルス流行下における子どもの
QOLと影響因子：エコチルやまなし追加調査

O-5-4-2 木村美也子 （聖マリアンナ医科大学予防医学教室）
幼い子への体罰－法改正に伴う母親の意識の変化
とコロナ禍の体罰及びその関連要因－

O-5-4-3 山崎 圭子 （宮崎大学医学部看護学科）
産後4か月までの母親の疲労感と抑うつとの関連

O-5-4-4 上野 昌江 （関西医科大学看護学部）
乳幼児健康診査未受診者等に対する取組に関する
研究（第1報）～市区町村の取組～

O-5-4-5 鑓溝 和子 （公益社団法人母子保健推進会議）
乳幼児健康診査未受診者等に対する取組に関する
研究（第2報）～都道府県の役割～

O-5-4-6 前田日登美 （北栄町教育総務課子育て世代包括支援センター）
望まない妊娠や虐待予防につなぐ保健・学校行政
協働型「生きるための力の教育」の推進

第6分科会 高齢者のQOLと介護予防

座長：田宮菜奈子（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ）

O-6-1-1 陣内 裕成 （日本医科大学）
サルコペニア所見による身体的予備能喪失と状態
像の変化の推定：CIRCS研究

O-6-1-2 坪田 恵 （岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座）
東日本大震災被災高齢者における不眠に対する感
覚機能障害の累積的影響

O-6-1-3 谷口 優 （国立環境研究所環境リスク・健康研究センター）
地域在宅高齢者における犬の飼育経験が自立喪失
及び総死亡に及ぼす影響

O-6-1-4 宮崎さおり （愛媛大学大学院農学研究科地域健康栄養学分野）
ガム咀嚼時唾液分泌量と軽度認知障害との関連：
東温スタディ

O-6-1-5 山崎 幸 （愛媛大学大学院農学研究科地域健康栄養学分野）
食事バランスガイド遵守・サービング数と軽度認
知障害との関連：東温スタディ

座長：新開 省二（女子栄養大学）

O-6-2-1 竹内 倫子 （岡山大学病院歯科・予防歯科部門）
自立高齢者における口腔機能、栄養状態および身
体的フレイルの関係 ～縦断調査～

O-6-2-2 安岡実佳子 （国立長寿医療研究センター研究所フレイル研究
部）
COVID-19流行拡大前後の関節リウマチ患者の
フレイル該当者割合の変化

O-6-2-3 田村由美子 （赤磐市地域包括支援センター）
“いきいき百歳体操の集い”の意味づけと今後の
運営支援を探る

O-6-2-4 松崎 英章 （福岡みらい病院）
基本チェックリストを用いた要介護認定リスクス
コアの開発と検証：8年間の前向き研究

O-6-2-5 前田 恵 （九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講
座）
一般介護予防事業における有効性評価に関する多
自治体研究：LIFE Study

座長：西脇 祐司（東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野）

O-6-3-1 池田 晋平 （東京工科大学医療保健学部リハビリテーション
学科作業療法学専攻）
COVID-19の流行下における地域在住高齢者の
主観的健康感の実態と関連要因

O-6-3-2 矢野 朋子 （大手前大学国際看護学部）
地域在住高齢者における年代別体重減少の要因

O-6-3-3 坂本 和則 （千葉大学）
膝痛有訴者の社会的サポートと要支援・要介護認
定:JAGES 3年間の縦断研究

O-6-3-4 王 鶴群 （千葉大学）
高齢者の共食頻度と主観的幸福感との関連：
JAGES2016-2019縦断研究

O-6-3-5 清野 諭 （東京都健康長寿医療センター研究所）
高齢者の身体活動、多様な食品摂取、社会交流の
累積が介護予防に及ぼす影響

座長：柏木 聖代（東京医科歯科大学）

O-6-4-1 古畑 洋子 （佐久大学大学院看護学研究科）
介護予防・日常生活支援総合事業利用者における
要介護認定に関連する要因

O-6-4-2 朔 はるか （東京医科歯科大学医学部医学科）
高齢者の居住形態と転倒による怪我の発生に関連
する背景要因

O-6-4-3 木下 ゆり （東北生活文化大学短期大学部）
福島県の複合災害地域における高齢者の主観的幸
福感に関連する要因の検討
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O-6-4-4 中野 皓介 （摂津市保健センター）
運動講座を手段とした男性の社会参加への挑戦～
大阪府摂津市での取り組み～

O-6-4-5 井村 聡仁 （あいち健康の森健康科学総合センター）
75歳以上に対する健康支援プログラムが後期高
齢者の質問票とフレイルに及ぼす影響

座長：岸 恵美子（東邦大学大学院看護学研究科）

O-6-5-1 菅野 大暉 （愛媛大学農学部地域健康栄養学分野）
歯の本数・噛み合わせと体重減少との関連：東温
スタディ

O-6-5-2 井上ゆりこ （福岡大学医学部看護学科）
サロン利用の世帯別による健常高齢者の生きがい
感とソーシャルサポートの実態

O-6-5-3 高橋 知也 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
新型コロナウイルスへの恐怖心が高齢者ボラン
ティアの活動継続意志にもたらす影響

O-6-5-4 林 尊弘 （星城大学リハビリテーション学部）
COVID-19流行下における社会的フレイルと抑
うつとの関連および運動習慣による緩衝影響

O-6-5-5 神田 晃 （弘前大学大学院医学研究科健康と美医科学講座）
中高齢者における無気力と活動能力との関連

座長：山岸 良匡（筑波大学医学医療系社会健康医学）

O-6-6-1 小川 将 （東京都健康長寿医療センター研究所）
自治体共催の社会参加事業を通した絵本読み聞か
せ講座の認知機能への介入効果

O-6-6-2 寺村 晃 （大阪保健医療大学作業療法学専攻）
COVID-19が及ぼす地域在住高齢者の生活の変
化―通所型サービスにおける質的調査―

O-6-6-3 原 広司 （横浜市立大学国際商学部）
介護事業所の組織文化と利用者QOLの経年変化
との関連

O-6-6-4 田中 麻理 （大阪大学公衆衛生学）
中年期・前期高齢者のリスク因子と将来の要介護
認知症発症との関連

O-6-6-5 成田 美紀 （東京都健康長寿医療センター研究所）
運動習慣、食品摂取状況、孤立状況及びその変化
と二年後のフレイル改善との関連

座長：鈴木 宏幸（東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と地域
保健研究チーム）

O-6-7-1 落合 都 （枚方市健康福祉部健康増進・介護予防担当）
膝痛を有する市民への理学療法士の運動指導の効
果および1年後への影響

O-6-7-2 大倉 慶子 （福岡市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係）
福岡市のふれあいサロンの介護予防機能の検証

O-6-7-3 大渕 修一 （東京都健康長寿医療センター）
バランス機能の低下パターンと高齢期の社会的機
能の関係 お達者健診研究

O-6-7-4 大矢 寛子 （株式会社ヘルスケアシステムズ）
郵送検査「フレミーチェック」によるたんぱく質
摂取量の評価とフレイルとの関連

O-6-7-5 吉村 典子 （東京大学医学部附属病院22世紀医療センターロ
コモ予防学講座）
ロコモティブシンドロームの予後：ROADスタ
ディ6年の追跡

第7分科会 高齢者の医療と福祉

座長：石崎 達郎（東京都健康長寿医療センター研究所）

O-7-1-1 平石 達郎 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
奈良県における自宅死の現状について

O-7-1-2 永井 克彦 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分
野）
要介護認定前の特徴的な傷病の組み合わせ－ネッ
トワーク分析による探索

O-7-1-3 片倉 直子 （神戸市看護大学）
COVID-19第3波禍における訪問看護事業所管理
者の心理状況とその関連要因

O-7-1-4 野口 泰司 （国立長寿医療研究センター）
認知症者における行動心理症状と予後の関連：
NCGG-STORIES

O-7-1-5 次橋 幸男 （公益財団法人天理よろづ相談所）
医療・介護保険レセプトを用いた要介護状態の契
機となった入院主病名及び手術名の分析

座長：藤原 佳典（東京都健康長寿医療センター研究所）

O-7-2-1 森岡 典子 （東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科看護
ケア技術開発学）
COVID-19流行下における訪問介護事業所の感
染予防対策の実態－全国調査－

O-7-2-2 柏木 聖代 （東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科看護
ケア技術開発学分野）
訪問看護従事者に関する事故の発生状況と発生件
数に関連する要因－全国調査の二次解析

O-7-2-3 古賀 千絵 （千葉大学予防医学センター）
コロナ流行下の高齢者の行動減少と虐待の関連：
JAGES2020横断研究

O-7-2-4 本多由起子 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科地域医療学
分野）
離島の高齢者施設へのローカル5Gを用いたオン
ライン診療システム導入に関する研究

O-7-2-5 田村 元樹 （浜松医科大学健康社会医学講座）
かかりつけ薬局を持つ高齢者の特徴に関する研
究：JAGES2019横断データを用いた分析

座長：月野木ルミ（東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科地域保健
看護学分野）

O-7-3-1 尾島 俊之 （浜松医科大学健康社会医学講座）
老衰死亡の都道府県差の要因に関する研究

O-7-3-2 押領司賢二 （社会福祉法人章佑会和光市統合型地域包括支援
センター）
地域共生社会の実現に向けた「和光市統合型地域
包括支援センター」の実践

O-7-3-3 鈴木久美子 （国立国際医療研究センターAMR臨床リファレ
ンスセンター）
特別養護老人ホームにおける感染管理体制―
Point Prevalence Survey

O-7-3-4 中部 貴央 （東京大学医学部附属病院国立大学病院データ
ベースセンター）
デイサービス利用者と家族介護者のQOL、介護
負担感との関連

座長：近藤 克則（千葉大学予防医学センター／国立長寿医療研究セン
ター）

O-7-4-1 坂本 陽子 （岡山大学病院新医療研究開発センター）
医師の胃瘻造設に対する認識の違いは何に起因し
ているのか：関連因子の探索的研究

O-7-4-2 三浦 剛 （大阪市立大学大学院看護学研究科）
介護サービスの利用パターン分類とその特徴

O-7-4-3 出井 涼介 （地域ケア経営マネジメント研究所）
施設高齢者における直接生活介助行為（サービス
提供）測定尺度の開発

O-7-4-4 高橋 順一 （地域ケア経営マネジメント研究所）
施設高齢者における直接生活介助行為の提供の必
要性に関する識別モデルの開発
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第8分科会 地域社会と健康

座長：村山 洋史（東京都健康長寿医療センター研究所）

O-8-1-1 奥村 圭子 （認定栄養ケア・ステーション杉浦医院/はらぺこ
スパイス）
N地区炊き出し利用者の非感染性疾患 （NCDs）
の実態把握と栄養障害の要因：横断研究

O-8-1-2 金森万里子 （東京大学）
ジェンダー規範と精神的健康：日本老年学的評価
研究2019年調査データを用いた横断研究

O-8-1-3 西尾麻里沙 （MSc in Global Health, School of Social &
Political Sciences, University of Glasgow）
高齢期の社会参加は、幼少期の逆境体験の影響を
緩和させるか

O-8-1-4 辻 大士 （筑波大学）
地域づくりによる介護予防は地域間の健康格差を
是正するか？：8年間の連続横断研究

O-8-1-5 赤星 昂己 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科国際
保健医療事業開発学分野）
都市の社会経済環境交通指標と標準化死亡比の関
連性：健康都市指標開発研究（第1報）

座長：井上 和男（帝京大学ちば総合医療センター地域医療学）

O-8-2-1 相馬 優樹 （弘前大学教育学部）
青森県弘前市における住宅火災による人的及び経
済的損失の多い地域の「見える化」

O-8-2-2 田中 宏和 （三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医
学分野）
教育歴別死亡率格差の国際比較：日本と欧州13
カ国の人口動態データ分析 （2010－2015年）

O-8-2-3 西垣 美穂 （千葉大学予防医学センター）
高齢者のうつと水域への近接性の関連：JAGES
2016横断研究

O-8-2-4 渡邉 良太 （国立長寿医療研究センター研究所フレイル研究
部）
コロナ禍での通いの場参加者に対するフレイル進
行予防プログラム：実施可能性試験

O-8-2-5 濱口 詩帆 （大阪医科薬科大学大学院医学研究科社会・行動
科学教室）
配偶者の就業状況と自身の主観的健康感との関
連：国民生活基礎調査データより

座長：福田 吉治（帝京大学大学院公衆衛生学研究科）

O-8-3-1 柳田 学 （滋賀県健康医療福祉部）
滋賀県民の主観的健康寿命に関連する要因分析

O-8-3-2 森田 彩子 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
地域在住高齢者の親密な社会ネットワークにおけ
る認知機能のホモフィリー現象

O-8-3-3 桜井 良太 （東京都健康長寿医療センター研究所）
社会経済的要因と被援助志向性の関連における社
会的孤立の媒介

O-8-3-4 矢吹 友哉 （愛媛大学農学部地域健康栄養学分野）
一次産業従事者の健康関連QOLの推移に関する
探索的疫学研究：東温スタディ

O-8-3-5 吉川美佳子 （京都大学医学部）
全国諸地域の健康余命の関連因子：認知症高齢者
の生活自立度を用いた健康余命の解析

座長：橋本 英樹（東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻）

O-8-4-1 井手 一茂 （千葉大学）
高齢者の社会経済階層に着目したデジタルデバイ
ドの変化：JAGESマルチレベル分析

O-8-4-2 伊藤 ゆり （大阪医科薬科大学研究支援センター医療統計室）
住民による自主的な運動グループ拠点数・活動頻
度と要介護認定割合の関係

O-8-4-3 後藤 悦 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
認知症高齢者の日常生活自立度を用いた健康余命
の全国諸地域での算出

O-8-4-4 木野 志保 （京都大学医学研究科社会疫学分野）
生活保護制度の利用を開始または終了したことに
よる社会関係の変化：JAGES縦断研究

第9分科会 難病・障害の医療と福祉

座長：武村 真治（国立保健医療科学院政策技術評価研究部）

O-9-1-1 大久保 豪 （株式会社BMS横浜）
意思疎通に困難を抱える人にとっての成年後見制
度：愛媛県の介護保険事業計画の分析

O-9-1-2 丸谷 美紀 （国立保健医療科学院）
患者・家族・地域全体を捉えた＜難病地域ケアシ
ステム経年情報整理ツール＞の開発

O-9-1-3 北澤 一樹 （長野保健医療大学）
「全国在宅障害児・者等実態調査」予備調査結果
の概要

第10分科会 精神保健福祉

座長：堤 明純（北里大学医学部公衆衛生学単位）

O-10-1-1 柴田 舞欧 （九州大学大学院医学研究院衛生・公衆衛生学分
野）
地域一般住民における慢性疼痛の有症率と定義の
検討：久山町研究

O-10-1-2 柳 尚夫 （兵庫県豊岡保健所）
兵庫県但馬圏域における精神障害者地域移行の6
年間の成果の分析

O-10-1-3 長澤 史 （九州大学大学院医学研究院衛生・公衆衛生学分
野）
地域一般住民における家族機能レベルと抑うつ症
状の関連：久山町研究

O-10-1-4 後迫 由衣 （広島県東部保健所福山支所保健課）
精神障害による措置入院患者の退院後支援におけ
る保健所保健師の支援内容

O-10-1-5 端谷 毅 （はしたにクリニック）
マインドフルネス（MF）の効果に関する呼吸の
意義（文献からの考察）

座長：蔭山 正子（大阪大学高等共創研究院）

O-10-2-1 田上 貢 （大阪府こころの健康総合センター）
大阪府ひきこもり地域支援センターの後方支援に
おけるコンサルテーションの取組み

O-10-2-2 三神 恭子 （山梨県立精神保健福祉センター）
高校教員のSOSの出し方教育の認識に関する検
討

O-10-2-3 本保 善樹 （新久喜総合病院）
国連の障害者権利条約（CRPD）に基づくWHO
の「ガイダンス（2021年）」

O-10-2-4 野田 龍也 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
カジノ設置予定地域におけるギャンブル障害有病
率

O-10-2-5 瀬川 裕美 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
未就学児と同居している女性のCOVID-19によ
る精神的健康状態と日常生活への影響

座長：金子 善博（労働者健康安全機構本部）

O-10-3-1 立瀬 剛志 （富山大学学術研究部医学系疫学・健康政策学講
座）
高校生における援助希求行動の関連要因：自己肯
定感情を踏まえたパス解析

O-10-3-2 海老原真優 （秋田大学医学部医学科）
2017年協会けんぽ秋田支部被保険者男女労働
者66109名における業種とうつの関連
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O-10-3-3 渡邉 美貴 （名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分
野）
COVID-19が流行した2020年の自殺者数の増
加

O-10-3-4 佐藤 圭 （久留米大学医学部環境医学講座）
メンタルヘルス関連疾患患者の初回受診時のレジ
リエンスの傾向

O-10-3-5 大友 美恵 （東北文化学園大学医療福祉学部看護学科）
市町村統括保健師が抱える役割遂行上の困難と対
処

第11分科会 口腔保健

座長：相田 潤（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科健康推進
歯学分野）

O-11-1-1 佐藤美寿々 （東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻
臨床疫学・経済学分野）
抜歯処置に対する予防的抗菌薬の使用状況の年次
推移：レセプトデータベース研究

O-11-1-2 辻本 雄大 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
後期高齢者の口腔環境と死亡割合と医療費に与え
る影響：奈良県をモデルに

O-11-1-3 中澤 典子 （東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野）
日本の高齢者における歯周病の健康格差の評価：
JAGES2019横断研究

O-11-1-4 原田真奈実 （東北大学大学院国際歯科保健学分野）
多数歯欠損の高齢者の所得と義歯不使用の関連は
医療費自己負担割合により異なるか

O-11-1-5 石丸 美穂 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分
野）
NDBを用いた全国民の性・年齢・都道府県別の
一年間歯科受診割合と残存歯数の実態

第12分科会 感染症

座長：大角 晃弘（（公財）結核予防会結核研究所臨床・疫学部）

O-12-1-1 小向 潤 （大阪市保健所）
大阪市における日本語教育機関への結核対策に関
するアンケート調査

O-12-1-2 冨田 直明 （愛媛県南予地方局健康福祉環境部（宇和島保健
所））
A病院のインフルエンザA型集団発生に伴う抗
インフルエンザウイルス薬耐性株の検出

O-12-1-3 横道 洋司 （山梨大学医学部社会医学講座）
インフルエンザ感染歴がある小児に対するインフ
ルエンザワクチンの効果：エコチル調査

O-12-1-4 有馬 和代 （太成学院大学看護学部）
行政保健師における地域DOTS実践の質の評価
と個人要因・組織要因との関連

O-12-1-5 大角 晃弘 （（公財）結核予防会結核研究所臨床・疫学部、入
国前結核スクリーニング精度管理センター）
外国生まれ結核患者が帰国後も治療を継続するた
めの支援が困難であった事例の検討

座長：白井 千香（枚方市保健所所長）

O-12-2-1 岡本左和子 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
リスク情報に伴う妊婦のインフルエンザ予防接種
意向の変化とワクチン忌避

O-12-2-2 柳生 善彦 （奈良県吉野保健所）
保健所の感染症対策の re-balance のための宿主
生体防御に着目したReminder 提示

O-12-2-3 佐々木佳恵 （大阪市保健所）
高齢者入所施設における結核の早期発見をめざし
て～アンケート調査より～

O-12-2-4 岡田 麻友 （東京都健康安全研究センター）
東京都実地疫学調査チームで関わった医療機関で
のＣＯＶＩＤ－19集団感染事例の考察

O-12-2-5 八木 麻未 （大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学）
接種の意思決定における同調効果：HPVワクチ
ンと新型コロナウイルスワクチンの比較

座長：貞升 健志（東京都健康安全研究センター）

O-12-3-1 岩谷美恵子 （島根県立わかたけ学園）
児童自立支援施設での予防接種キャッチアップ
児童入所施設措置費等国庫負担金の活用

O-12-3-2 関 奈緒 （新潟大学医学部保健学科）
児童における予防行動とインフルエンザ発症の関
連～2019/20シーズン～

O-12-3-3 座間 智子 （公益財団法人結核研究所）
外国出生結核患者の療養を支える通訳者の役割分
析

O-12-3-4 山本 香織 （大阪健康安全基盤研究所）
高齢者における結核の感染伝播の検討

第13分科会 健康危機管理

座長：市川 学（芝浦工業大学）

O-13-1-1 種村菜奈枝 （国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）
ベネフィットリスクの提示方法の違いがメッセー
ジ送り手への信頼度に与える影響の検討

O-13-1-2 山中 美奈 （名古屋市保健所中保健センター）
新興感染症流行期における効果的な知識普及活動
について
データ活用した保健事業展開

O-13-1-3 高杉 友 （浜松医科大学）
個人・地域レベルのソーシャル・キャピタルと避
難訓練参加の関連：JAGES 2019横断研究

O-13-1-4 孫 智超 （大阪大学医学系研究科社会医学講座公衆衛生学
教室）
東日本大震災後福島県住民の避難状況の変化と生
活習慣病との関連：福島県県民健康調査

O-13-1-5 渡邉 直行 （神奈川県小田原保健福祉事務所足柄上センター）
安定ヨウ素剤予防服用体制の構築のための有害事
象を考慮した放射線リスク低減分析

座長：奥田 博子（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

O-13-2-1 藤巻 大亮 （岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座）
東日本大震災被災3年後の小児における心理的苦
痛とその関連要因:The RIAS Study

O-13-2-2 櫻井 好枝 （鋸南町保健福祉課地域包括支援センター）
直営地域包括支援センターにおける被災時の対応
と減災への自助共助の地域づくり

O-13-2-3 小林 良清 （長野市保健所）
令和元年東日本台風災害における県・市保健所共
同の保健医療福祉活動調整会議の取組

O-13-2-4 服部希世子 （熊本県人吉保健所）
令和2年7月豪雨災害におけるDHEAT活動の現
状と今後の課題

O-13-2-5 李 祥任 （公益財団法人結核予防会結核研究所臨床疫学部）
在住ベトナム人を対象にした結核・COVID-19
リスクコミュニケーションの質的検討

座長：冨尾 淳（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

O-13-3-1 建部 壮 （国際医療福祉大学成田病院救急科）
心肺停止者に対する一次救命処置に関する目撃者
種別と都道府県人口密度との関係

O-13-3-2 灘岡 咲希 （芝浦工業大学理工学研究科システム理工学専攻）
災害時の生活変化に伴う災害関連死の要因に関す
る調査

O-13-3-3 駒澤 牧子 （国際協力機構緒方研究所）
病院におけるCOVID-19クラスター発生の原因
と対策：3病院における事例研究
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O-13-3-4 吉田 穂波 （神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション
研究科）
新型コロナウイルス感染症の第三波における神奈
川県の入院患者の特性について

第14分科会 医療制度・医療政策

座長：長谷川友紀（東邦大学医学部社会医学講座医療政策・経営科学分
野）

O-14-1-1 今村 知明 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
奈良県のＫＤＢ7年間データを用いた時系列分析
と医療内容の変化

O-14-1-2 西岡 大輔 （大阪医科薬科大学研究支援センター医療統計室）
生活保護利用世帯への給付額減少が世帯医療費に
与える影響：準実験研究

O-14-1-3 石田 武浩 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
国内ポリファーマシー抑制政策の効果測定
＜NDBオープンデータを用いた観察研究＞

O-14-1-4 森田 雅士 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
タスクシフトを見据えた診療放射線技師の需給推
計

O-14-1-5 川端 潤 （久留米大学病院高度救命救急センター）
認知症ケア加算の効果検証：LIFE Study

座長：高橋 理（聖路加国際大学公衆衛生学研究科）

O-14-2-1 川田 裕美 （日本医用アイソトープ株式会社）
α内用療法への期待

O-14-2-2 小池 創一 （自治医科大学地域医療学センター地域医療政策
部門）
医師・歯科医師・薬剤師調査の中間年における都
道府県別医師数の推計に関する検討

O-14-2-3 寺裏 寛之 （自治医科大学地域医療学センター地域医療学部
門）
医師確保計画で設定された各都道府県の医師少数
スポットに関する研究

O-14-2-4 相田 直樹 （慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科政
策・メディア専攻）
薬価制度改革の政策評価に関する定量的研究

O-14-2-5 新藤 琢磨 （山梨大学大学院社会医学教室）
病院勤務医による救急受診相談電話対応の検証

第15分科会 公衆衛生従事者育成

座長：麻原きよみ（聖路加国際大学）

O-15-1-1 南部 泰士 （駒沢女子大学看護学部地域・在宅看護学）
コロナ禍早期に公衆衛生学を学ぶ意義－A看護大
学生の記述から考察する－

O-15-1-2 蒸野 寿紀 （和歌山県立医科大学地域医療支援センター）
コロナ禍での地域枠医学生を対象とした保健所・
地域病院実習実現までの経緯と一考察

O-15-1-3 平本 恵子 （広島市南区厚生部／南保健センター）
ひろしま社会医学系専門医プログラムの研修実績
の考察と方向性

第16分科会 保健所・衛生行政・地域保健

座長：成田 友代（東京都福祉保健局）

O-16-1-1 佐藤 康仁 （静岡社会健康医学大学院大学）
静岡県における健康状況の地域差に影響する因子
の分析

O-16-1-2 飯島佐知子 （順天堂大学大学院医療看護学研究科）
市町村の女性の健康支援の取り組み状況および健
康指標との関連の検討

O-16-1-3 大木元 繁 （徳島県三好保健所）
所掌業務と機能強化及び市町村との関係性 ～保
健所の役割の明確化に向けた研究～

O-16-1-4 白井 千香 （枚方市保健所）
健康危機管理に関する現状と今後 ～保健所の役
割の明確化に向けた研究～

O-16-1-5 福永 一郎 （高知県安芸福祉保健所）
調査研究機能の早急な整備の必要性 ～保健所の
役割の明確化に向けた研究～

座長：尾島 俊之（浜松医科大学健康社会医学講座）

O-16-2-1 赤松 友梨 （浜松医科大学健康社会医学講座）
常勤保健師数と精神保健福祉・難病相談活動実績
数との関連の検討

O-16-2-2 川南 公代 （武蔵野大学看護学部）
卒後1年目の新人保健師の実践力UP事例検討会
を経験しての実態

O-16-2-3 渡井いずみ （浜松医科大学地域看護学講座）
地域職域連携モデル事業の検討～静岡県の取り組
みより～

O-16-2-4 坂元 昭裕 （宮崎県高千穂保健所）
3公立病院の統合再編に向けた検討と保健所の関
わり

O-16-2-5 岡田 隆志 （福井県立大学看護福祉学部社会福祉学科）
県型保健所から市町村に行う技術支援の構成要素
-全国調査による探索的因子分析から-

座長：曽根 智史（国立保健医療科学院）

O-16-3-1 姜 英 （産業医科大学産業生態科学研究所健康開発科学
研究室）
改正健康増進法による地方公共団体の建物内・敷
地内禁煙化

O-16-3-2 三浦 千裕 （東京都南多摩保健所）
大学ネットワークを活用した学生寮における新型
コロナウイルス感染症対策の推進

O-16-3-3 吉田真梨子 （福井県嶺南振興局若狭健康福祉センター）
市町の新型コロナワクチン集団接種（計画・実施）
に対する保健所による支援の一考察

O-16-3-4 寺村 一成 （厚生労働省健康局総務課）
原子爆弾被爆者に対する援護措置の取り纏め～
2021年

O-16-3-5 柳 奈津代 （東京大学大学院薬学系研究科育薬学講座）
保育所内与薬の実態と保育士の与薬に対する意識
を薬剤師はどの程度認識しているか

第17分科会 公衆栄養

座長：西 信雄（医薬基盤・健康・栄養研究所国立健康・栄養研究所
国際栄養情報センター）

O-17-1-1 橘 拓希 （静岡県立大学食品栄養科学部公衆衛生学研究室）
血糖調節指標に対する血糖値の調節に関わる遺伝
的要因と栄養素摂取量の横断的検討

O-17-1-2 伊東 葵 （静岡県立大学大学院薬食生命科学総合学府食品
栄養科学専攻公衆衛生学研究室）
血糖値に対する緑茶・カテキン摂取量と腸内細菌
叢の関連についての横断的検討

O-17-1-3 川島 晃子 （静岡県立大学食品栄養科学部公衆衛生学研究室）
肥満に対する高たんぱく質食品摂取量と腸内細菌
叢の関連：四季食事調査の横断的検討

O-17-1-4 川畑 春佳 （静岡県立大学食品栄養科学部公衆衛生学研究室）
内臓脂肪面積に対する脂肪酸摂取量と赤血球膜脂
肪酸構成割合、遺伝的要因の横断的検討

O-17-1-5 古郡かすみ （静岡県立大学大学院薬食生命科学総合学府食品
栄養科学専攻公衆衛生学研究室）
肥満に対するアルコールの摂取量と代謝酵素遺伝
子多型の関連、季節の関連
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座長：大塚 礼（国立長寿医療研究センター）

O-17-2-1 池田 奈由 （医薬基盤・健康・栄養研究所国立健康・栄養研
究所国際栄養情報センター国際保健統計研究室）
我が国における対人の栄養指導の効果に関するス
コーピングレビュー

O-17-2-2 松崎 有紗 （愛媛大学大学院農学研究科地域健康栄養分野）
インターネット上の口コミデータにみるダイエッ
ト食品形態と体重変化との関連

O-17-2-3 原 里紗子 （神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科）
日本におけるCOVID-19感染拡大後の外出自粛
と体重増加との関連：JACSIS 研究

O-17-2-4 久保田佑子 （山梨県富士・東部保健福祉事務所）
富士・東部保健所管内の特定給食施設等への効果
的な栄養管理指導に関する検討

O-17-2-5 竹村 香織 （介護老人保健施設鬼石）
効果的な食事支援のための、通所リハビリテー
ション利用者の朝食摂取に関する実態調査

座長：久保 彰子（女子栄養大学）

O-17-3-1 黒田 久恵 （甲子園大学栄養学部フードデザイン学科）
トランスセオレティカルモデルにおける行動変容
ステージと食品の摂取状況の関連

O-17-3-2 古田 千恵 （味の素株式会社 食品研究所）
日本版メニュー用Nutrition Profiling System
の新規開発

O-17-3-3 酒元 誠治 （広島修道大学健康科学部健康栄養学科）
日本食品標準成分表の改訂が及ぼす影響1（エネ
ルギー及びエネルギー産生栄養素）

O-17-3-4 辻 雅子 （東京家政学院大学人間栄養学部人間栄養学科）
日本食品標準成分表の改訂が及ぼす影響2（PFC
比に及ぼす影響）

座長：中村美詠子（浜松医科大学健康社会医学講座）

O-17-4-1 野村 美帆 （神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科）
多価不飽和脂肪酸と神経性食欲不振症との関連：
Mendelian randomization による研究

O-17-4-2 大南 香葉 （静岡県立大学食品栄養科学部公衆栄養学研究室）
野菜摂取の多様性を把握する尺度開発のための項
目分析

O-17-4-3 西 太郎 （大阪市立大学生活科学研究科）
児童生徒における朝食欠食と朝食の共食、朝食内
容、生活習慣との関連

O-17-4-4 中川利津代 （徳島文理大・人間生活学部食物栄養学科）
食品販売業者において栄養成分表示の義務化が加
工食品の仕入れや販売等に与えた影響

第18分科会 健康運動指導

座長：李 廷秀（東京医療保健大学）

O-18-1-1 吉川 綾 （東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野）
小学生の体力テスト結果と関連する体格・生活因
子の検討

O-18-1-2 森山 信彰 （福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）
東日本大震災発生後の高齢者における知覚された
環境と身体活動量の関連

O-18-1-3 安田 友香 （桑名市役所保健福祉部保健医療課）
「桑名いきいき体操」の継続実施がもたらす下肢
筋力向上効果

第20分科会 産業保健

座長：柳澤 裕之（東京慈恵会医科大学）

O-20-1-1 大山 篤 （（株）神戸製鋼所東京本社健康管理センター）
正規／非正規雇用労働者における食習慣や食行動
の違いに関するWeb調査

O-20-1-2 佐藤 高輝 （NPO法人フォレシア）
不妊治療経験の有無による労働環境に対する認識
の差異

O-20-1-3 高田 理浩 （味の素株式会社バイオ・ファイン研究所）
企業労働生産性視点から考えるアミノ酸濃度バラ
ンス検査のがん種別有用性に対する考察

O-20-1-4 山内 貴史 （東京慈恵会医科大学環境保健医学講座）
中小企業における治療と仕事の両立支援の申出意
図と協働的風土：従業員規模別の分析

O-20-1-5 宮地 貴士 （秋田大学医学部医学科）
我が国のトラック運転手における不眠症の有病率
とその関連因子

座長：吉川 徹（独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合
研究所過労死等防止調査研究センター）

O-20-2-1 菅野 勇太 （秋田大学医学部医学科）
トラック運転手における不眠症と空腹時血糖障害
の関連

O-20-2-2 小澤 征紀 （東京医科歯科大学医学部医学科）
医療専門職におけるヒヤリハットと長時間労働の
関連：直接効果と間接効果

O-20-2-3 藤田 望 （秋田大学医学部医学科）
大学病院に勤務する女性看護師における精神的・
肉体的労働負荷がPMSに及ぼす影響

O-20-2-4 植田 結人 （順天堂大学大学院医学研究科衛生学・公衆衛生
学講座）
就労中の不妊治療患者における職場での不妊治療
に関するハラスメントの検討

O-20-2-5 田中 将之 （京都大学超高齢社会デザイン価値創造ユニット）
地方沿岸地域の中小企業等経営における健康づく
り対策の実態とニーズの可視化

O-20-2-6 太田 友 （秋田大学医学部医学科）
大学病院に勤務する女性看護師における性周期に
伴う身体不定愁訴の離職意向への影響

座長：和田 裕雄（順天堂大学大学院医学研究科・公衆衛生学講座）

O-20-3-1 佐藤 孝一 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）
某大手企業社員における腰痛の年代別の要因

O-20-3-2 甲斐 裕子 （公益財団法人明治安田厚生事業団体力医学研究
所）
産官学連携による中小企業の健康経営支援スキー
ムの実現可能性：Y-Link プロジェクト

O-20-3-3 高士 直己 （公益財団法人明治安田厚生事業団体力医学研究
所）
質的研究による中小企業の健康経営支援における
成功要因の探索：Y-Link プロジェクト

O-20-3-4 藤井 悠也 （公益財団法人明治安田厚生事業団体力医学研究
所）
健康経営を支援する「リンクワーカー」の養成に
関する検討：Y-Link プロジェクト

O-20-3-5 山路 英 （順天堂大学医学部公衆衛生学講座）
ワーク・エンゲイジメントと健康的な生活習慣と
の関連

O-20-3-6 細田 武伸 （鳥取看護大学）
消防職員の世代間コミュニケーションと職業性ス
トレスの関連についての研究

第21分科会 環境保健

座長：石川 俊平（東京大学医学部・大学院医学系研究科衛生学教室）

O-21-1-1 小林 周平 （千葉大学）
生鮮食料品店が近くにできた高齢者の歩行時間は
増えるのか:JAGES2016-2019縦断研究

O-21-1-2 森 優太 （千葉大学大学院医学薬学府先進予防医学共同専
攻）
個人・地域レベルの建造環境とフレイル発症の関
連：3年間の JAGES縦断研究
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O-21-1-3 原田 浩二 （京都大学医学研究科環境衛生学分野）
福島県浜通り地域の林業従事者における放射線外
部被ばくの実態調査

O-21-1-4 久保 龍征 （京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻）
大気汚染物質による暑熱関連死亡への修飾効果

O-21-1-5 梅村 朋弘 （愛知医科大学医学部衛生学講座）
浴室からの救急搬送に関する都道府県別の傾向調
査

O-21-1-6 石坂 閣啓 （愛媛大学大学院農学研究科環境産業科学研究室）
愛媛県における学校環境の室内空気調査

第22分科会 国際保健

座長：山本 秀樹（帝京大学薬学部環境衛生学研究室）

O-22-1-1 杉下 智彦 （東京女子医科大学医学部国際環境・熱帯医学講
座）
ウィズウイルス時代の新しい社会の脆弱性とグ
ローバルヘルスの方向性

O-22-1-2 武智 浩之 （群馬県利根沼田保健福祉事務所）
群馬県職員として世界保健機関（WHO）で勤務
した経験（第2報）－帰国後の業務展開－

O-22-1-3 森 朋有 （産業医科大学病院）
日本に在留する高度外国人材が受診時に感じる困
難さと希求するサポート

座長：橋爪 真弘（東京大学大学院医学系研究科国際保健政策学）

O-22-2-1 浦部 大策 （聖マリア病院国際事業部）
マラウィ・ムジンバにおける住民の食習慣と食環
境

O-22-2-2 野田 博之 （大阪大学大学院医学系研究科）
日本における入国者数とマラリアの報告数との関
係

O-22-2-3 宮野 真輔 （国立国際医療研究センター国際医療協力局）
ラオスにおける麻疹および風疹の抗体保有率の推
定による予防接種プログラムの評価

O-22-2-4 牧本 小枝 （独立行政法人国際協力機構緒方貞子平和開発研
究所）
「日本のCOVID-19対策の経験」ウェビナーの
海外参加者は日本に何を求めたか

第23分科会 保健医療介護サービス研究

座長：杉山 雄大（国立国際医療研究センター研究所糖尿病情報セン
ター）

O-23-1-1 東 尚弘 （国立がん研究センターがん対策情報センターが
ん臨床情報部）
全国患者体験調査にみるがん療養体験の男女差

O-23-1-2 金 雪瑩 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分
野）
市町村別に見た介護保険サービス費の地域差分析

O-23-1-3 山岡 巧弥 （筑波大学大学院人間総合科学研究群）
後期高齢者医療費自己負担割合と糖尿病診療の質
との関連：レセプトデータを用いた分析

O-23-1-4 太田 奈歩 （秋田大学医学部公衆衛生学講座）
かかりつけ医による患者の社会的処方に向けた評
価方法の検討

O-23-1-5 小宮山 潤 （筑波大学大学院人間総合科学学術院）
医療機関における急性心筋梗塞術後の心臓リハビ
リテーション実施の不均等と関連要因

O-23-1-6 藤田 楓 （芝浦工業大学システム理工学専攻）
地域包括ケア指数の開発

第24分科会 新型コロナウイルス感染症

座長：齋藤 智也（国立感染症研究所）

O-24-1-1 須賀 万智 （東京慈恵会医科大学）
新型コロナウイルス感染症流行が一般市民の健康
意識に与えた影響

O-24-1-2 石川 浩二 （厚生労働省成田空港検疫所検疫課）
成田空港検疫所における新型コロナウイルス感染
症に対する水際対策の変遷

O-24-1-3 半澤かおり （大東文化大学スポーツ・健康科学部看護学科）
埼玉県における新型コロナウイルス感染症の疫学
的特徴と医療体制の拡充を目指した分析

O-24-1-4 西浦 博 （京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻）
COVID-19の実効再生産数に関する時系列デー
タからの異常検出

O-24-1-5 植田 英也 （大阪市保健所）
大阪市の病院・社会福祉施設における新型コロナ
ウイルス感染症クラスターの分析

座長：和田 耕治（国際医療福祉大学医学部公衆衛生学）

O-24-2-1 中西 康裕 （国立保健医療科学院医療・福祉サービス研究部）
緊急事態宣言下における医療機関受診に関する意
識調査：WEB質問紙調査による横断研究

O-24-2-2 北村 知穂 （仙台市健康福祉局保健所）
チェックリストを用いた新型コロナウイルス感染
症の院内感染対策状況の確認

O-24-2-3 大林 航 （佐賀県唐津保健所）
離島での新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）の概要と抗原キットを用いた保健所の対応

O-24-2-4 森屋 一雄 （佐賀県健康福祉部健康増進課）
離島での新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）に係る防災ヘリを用いた県対策本部の対応

O-24-2-5 宇野 春日 （名古屋市保健所中保健センター）
COVID-19患者への在宅酸素療法を用いた早期
医療介入に関する中保健センターの取り組み

座長：前田 秀雄（東京都北区保健所）

O-24-3-1 池田 史朗 （川崎市健康安全研究所感染症情報センター担当）
川崎市における新型コロナウイルス感染症の流行
時期別発生状況に関する検討

O-24-3-2 鈴木 花津 （仙台市健康福祉局保健所）
仙台市の新型コロナウイルス感染症患者発生の状
況と感染拡大防止に向けた取り組み

O-24-3-3 森 喜郎 （香川大学医学部衛生学教室）
テキストマイニングを用いたCOVID-19ワクチ
ン接種に対する医療従事者の意識調査

O-24-3-4 湊 健太 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
新型コロナウイルス感染症第1波が高齢者脆弱性
骨折に与えた影響

O-24-3-5 四方 哲 （京都府山城北保健所）
COVID-19感染症：同居家族の陽性率とその推
移

座長：杉下 由行（東京都福祉保健局感染症対策部）

O-24-4-1 瀬戸 順次 （山形県衛生研究所微生物部）
時空間三次元地図を用いたCOVID-19流行の可
視化

O-24-4-2 木下 真里 （高知県立大学看護学部）
感染症パンデミックに対する地域の医療・介護・
福祉・教育従事者の反応について

O-24-4-3 鈴木 まき （三重県伊勢保健所）
県型保健所と管轄市が連携し新型コロナウイルス
感染症対応した1事例

O-24-4-4 堀切 将 （福島県相双保健福祉事務所）
新型コロナウイルス感染症検査における自治体と
保健所の連携体制
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O-24-4-5 島田 裕平 （東京大学大学院医学系研究科）
新型コロナウイルス感染症の入院病床確保政策の
効果：公立・公的・民間病院別の分析

座長：吉村 和久（東京都健康安全研究センター）

O-24-5-1 井口 竜太 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分
野）
新型コロナ流行前後で救急往診サービスを利用し
た発熱・感冒の患者割合と重症度変化

O-24-5-2 岡本 悦司 （福知山公立大学）
新型コロナの医療費推計：協会けんぽデータによ
る分析

O-24-5-3 渡邊 周介 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
冠動脈カテーテルインターベンションの実施への
新型コロナウイルス感染症の流行の影響

O-24-5-4 村田 典子 （九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講
座）
新型コロナウイルス感染症退院後の新規発症疾患
に関する検討：-LIFE Study-

O-24-5-5 水越 厚史 （近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）
オフィス環境におけるCOVID-19のクラスター
発生に関するシミュレーション

座長：中島 一敏（大東文化大学スポーツ・健康科学部健康科学科）

O-24-6-1 白川 康一 （京都大学東南アジア地域研究研究所環境共生研
究部門）
ウイルス株の変遷とCOVID-19感染症の患者動
態変化に対する波形解析について

O-24-6-2 佐久間信行 （日高振興局保健環境部保健行政室（北海道浦河
保健所））
新型コロナ患者急増時の対応

O-24-6-3 市川 守佑 （三重県庁医療保健部医療介護人材課）
へき地医療機関にて経験した新型コロナウイルス
感染症クラスター事例

O-24-6-4 林 慧茹 （京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻
医療経済学分野）
COVID-19パンデミック下の介護施設から急性
期病院へ入院の分割時系列解析

O-24-6-5 中野 政之 （高知学園大学健康科学部管理栄養学科）
新型コロナウイルスによる感染者が少ない地域で
の食生活の変容に関する基礎的研究

座長：田淵 貴大（大阪国際がんセンターがん対策センター疫学統計
部）

O-24-7-1 小室 慶子 （茨城県衛生研究所）
茨城県衛生研究所におけるSARS-CoV-2の検査
状況について

O-24-7-2 松本 良二 （千葉県夷隅保健所）
地域で防いだ高校での新型コロナウイルス感染爆
発：社会関係資本の重要性

O-24-7-3 窪 優太 （星城大学リハビリテーション学部）
COVID-19禍における地域在住高齢者の孤食と
体重変動に関する縦断研究

O-24-7-4 川村 太一 （神奈川県健康医療局医療危機対策本部）
神奈川県で行った新型コロナウイルス感染症の宿
泊・自宅療養者向けアンケート調査結果

O-24-7-5 松岡 裕之 （長野県飯田保健所）
市販されている新型コロナウイルス抗原定性検査
キットの感度比較

座長：小竹 桃子（東京都福祉保健局医療政策部）

O-24-8-1 黒澤 克樹 （国立感染症研究所実地疫学専門家養成コース）
食品加工工場の外国人労働者に対するCOVID-
19対策についてのアンケート調査

O-24-8-2 土方 奈々 （豊島区池袋保健所）
豊島区池袋保健所の新型コロナウイルス感染症流
行期における業務の逼迫

O-24-8-3 原 康之 （三重県医療保健部感染症情報プロジェクトチー
ム）
精神科病院における新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）クラスター事例と対応

O-24-8-4 羽山 実奈 （八尾市保健所）
外国人居住地域COVID-19感染の収束に至る外
国人会、地域医療、行政多部局連携

O-24-8-5 武藤 剛 （北里大学医学部衛生学単位）
新型コロナウイルス感染予防対策コンサルテー
ション連携：室内クラスター化の阻止

座長：近藤 久禎（国立病院機構本部DMAT事務局）

O-24-9-1 伊藤 龍 （一橋大学経済学部）
ＣＯＶＩＤ－19業種別ガイドラインに学ぶガイ
ドライン運用のあり方

O-24-9-2 伊藤ゆかり （大阪府立大学）
新型コロナウイルス感染症の子どもへの影響と支
援方策

O-24-9-3 山野 則子 （大阪府立大学）
新型コロナウイルス感染症の機関調査から見える
子どもたちへの影響と支援方策

O-24-9-4 前田 知穂 （吹田市健康医療部地域保健課）
感染管理認定看護師と保健所による高齢者施設等
に対する感染対策支援

O-24-9-5 三橋 利晴 （岡山大学病院新医療研究開発センター）
COVID-19に対応した看護師の不安・看護上の
課題の計量テキスト分析による探索

English Session/Oral

Chair：Keiko Nakamura（Tokyo Medical and Dental University）

O-E-1-1 Koyama Yohei
（Fukushima Medical University Center for
Intergrated Science and Humanity）
An ethnographic approach to the subjec-
tive well-being of Fukushima residents

O-E-1-2 Nsah Ayuk Nelly Laetia
（Department of Bioscience, Graduate
School of Agriculture, Ehime University）
Salivary alpha amylase, social factors and
food intake: Toon health study

O-E-1-3 Ando Tomoka
（Department of Medicine, Akita University
Graduate School of Medicine, Akita, Ja-
pan.）
Insomnia and lifestyle-related diseases
among Japanese male truck drivers

Chair：Hiroo Wada（Graduate School of Medicine, Juntendo
University）

O-E-2-1 Wakui Tomoko
（Tokyo Metropolitan Institute of Gerontol-
ogy）
Sleep Patterns in Caregivers: Examining
Between-and Within-person Associations

O-E-2-2 Ehara Akira（Department of Health Services Manage-
ment, Hiroshima International University）
Distance enabling inter-municipal coopera-
tion in daycare for mildly ill children

O-E-2-3 Yamada Masaaki
（University of Toyama, Epidemiology and
Health Policy）
Multilevel analysis of screen time and
school-level proportion of family rules

O-E-2-4 Lu Yukai （Division of Epidemiology, School of Public
Health, Tohoku University Graduate School
of Medicine）
Sleep Duration and Disability-free Life Ex-
pectancy: the Ohsaki Cohort 2006 Study
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O-E-2-5 Thonglor Romnalin
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Division of Public Health, Tokyo
Medical and Dental University）
Good perception on health and well-being
among Thai older people living alone

Chair：Tsutomu Kitajima（Faculty of Social Sciences, Kyorin
University）

O-E-3-1 Shan Yifan （Department of Public Health, Faculty of
Medicine and Graduate School of Medi-
cine, Hokkaido University, Kita 15 Jo Nishi
7 Chome, Kita-ku, Sapporo, 060-8638,
Japan）
Changes in behavioral activities and de-
pression improvement in community eld-
erly

O-E-3-2 Delizo Anna Katrina
（Research Institute of Community Care
Management）
Predicting Falls and Fall Injuries Among
Older Adults in Residential Care

O-E-3-3 Li Yaya （Graduate School of Medicine, Osaka Uni-
versity）
Interaction Effect of ICT use and Loneli-
ness on Cognitive Decline under COVID-
19

O-E-3-4 Matsubara Yuri
（Division of Public Health, Center for Com-
munity Medicine, Jichi Medical University）
Effective support for the siblings of chil-
dren with autism spectrum disorder

O-E-3-5 Imahashi Mayumi
（Nagoya Medical Center, Clinical Re-
search Center, Department of Infectious
Diseases & Immunology）
iTesting: The anonymous free-of-charge
HIV/STI testing preventing COVID-19

Chair：Masao Iwagami（Department of Health Services Re-
search, University of Tsukuba）

O-E-4-1 Ota Masaki （Research Institute of Tuberculosis, Ja-
pan Anti-Tuberculosis Association）
Analysis of 605 tuberculosis outbreaks,
Japan, 1993-2015: time, place, and site.

O-E-4-2 Suzuki Tomoya
（Department of Environmental Health Sci-
ence and Public Health, Akita University
Graduate School of Medicine）
Gender Differences in Factors Affecting
Human Papillomavirus Vaccines Behavior

O-E-4-3 Hirao Susumu
（Research Institute of Tuberculosis, Ja-
pan Anti-Tuberculosis Association）
QFT positivity among students from tuber-
culosis high burden countries in Shibuya

O-E-4-4 Huang Wei-Min
（National Chung Cheng University）
Intentional Behaviors of Healthcare Con-
sumers in a Telehealthcare System

Chair：Yoo Byung Kwang（Kanagawa University of Human
Services）

O-E-5-1 Takemura Shigeki
（Department of Hygiene, School of Medi-
cine, Wakayama Medical University）
Hypertension-associated factors among
vibrating tool operators in public service

O-E-5-2 Bahrami Zeinab
（Department Environmental Engineering,
Graduate of engineering, Kyoto University,
Japan）
Health risk perception and Awareness of
air pollution: Scoping review

O-E-5-3 Wahida Musarrat Anita
（GSGES, Kyoto University）
Developing a risk function of PM2.5 and
Under 5 Child Mortality: A Review.

Chair：Mariko Inoue（School of Public Health, Teikyo Univer-
sity）

O-E-6-1 Onishi Kazunari
（Division of Environmental Health, Gradu-
ate School of Public Health, St.Luke's In-
ternational University）
Prediction of health effects of Asian dust
using aerosol forecast model in Japan

O-E-6-2 Sato Hideko（Tokyo Medical and Dental University）
Supportive messages and trust to help
patients in rural Tanzania to manage
NCDs

O-E-6-3 Miyashita Ayano
（Tokyo Medical and Dental University）
Developing mHealth protocol to support
NCD patients in rural Tanzania

O-E-6-4 Omachi Mayumi
（Japan International Cooperation Agency）
Major findings of the End-line survey of
Ghana MCH RB Project 1. MCH

O-E-6-5 Sakurai Kyoko
（Japan International Cooperation Agency
（JICA））
Major findings of the End-line survey of
Ghana MCH RB Project 2. Nutrition

Chair：Masao Ichikawa（Faculty of Medicine, University of
Tsukuba）

O-E-7-1 Ueno Satomi（Faculty of Nursing, Seisen Jogakuin Col-
lege）
Association between Dietary Habits and
Type 2 Diabetes in Yangon Myanmar

O-E-7-2 Khatoun Abbas
（Kyoto University, Graduate School of
Medicine, Department of Healthcare Eco-
nomics and Quality Management）
Quantitative Evaluation of Broad-Spec-
trum Antibiotic Use at Hospital Level

O-E-7-3 Kobayashi Hideyuki
（National Institute of Occupational Safety
and Health, Japan）
Capability-based well-being evaluation for
general aged inhabitants

O-E-7-4 Ito Norihiko（Hokkaido Esashi public health center）
COVID-19 patients transport on Okushiri
Island, from April 21 to Dec. 9 of 2020

Chair：Aya Goto（Center for Integrated Science and Humani-
ties, Fukushima Medical University）

O-E-8-1 Iwai Hilomi（Teikyo Unibersity, Faculty of Pharma-Sci-
ence Laboratory of Environmental Health
and Global Health）
Estimating the extent of COVID-19 fatal
risk of dialysis with published data

O-E-8-2 Yamamoto Yumiko
（Yamamoto Junkankinaika-Ganka Clinic）
Survey of side effects and mental change
after COVID-19 vaccination
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O-E-8-3 Paudel Sushila
（University of Kochi）
An experience report of a Foreign Nurse at
Vaccination Center in Japan

O-E-8-4 Ozawa Shun（School of Medicine, Hokkaido University）
Real-time data collection, analysis and
sharing for COVID-19 in Sapporo City

O-E-8-5 Tran Hue （Japan Foundation of AIDS Prevention）
COVID-19 related risk factors for mental
health, QOL among Vietnamese migrants

O-E-8-6 Matsudaira Kei
（Oshima Branch Office of Tokyo Island
Public Health Center, Bureau of Social
Welfare and Public Health, Tokyo Metro-
politan Government）
COVID-19 cluster at workers' dormitory in
Tokyo Islands
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第1分科会 疫学・保健医療情報 P-1-1～P-1-19

第2分科会 ヘルスプロモーション P-2-1～P-2-27

第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム P-3-1～P-3-53

第4分科会 保健行動・健康教育 P-4-1～P-4-38

第5分科会 親子保健・学校保健 P-5-1～P-5-78

第6分科会 高齢者の QOLと介護予防 P-6-1～P-6-64

第7分科会 高齢者の医療と福祉 P-7-1～P-7-39

第8分科会 地域社会と健康 P-8-1～P-8-37

第9分科会 難病・障害の医療と福祉 P-9-1～P-9-14

第10分科会 精神保健福祉 P-10-1～P-10-13

第11分科会 口腔保健 P-11-1～P-11-26

第12分科会 感染症 P-12-1～P-12-27

第13分科会 健康危機管理 P-13-1～P-13-27

第14分科会 医療制度・医療政策 P-14-1～P-14-11

第15分科会 公衆衛生従事者育成 P-15-1～P-15-23

第16分科会 保健所・衛生行政・地域保健 P-16-1～P-16-16

第17分科会 公衆栄養 P-17-1～P-17-33

第18分科会 健康運動指導 P-18-1～P-18-7

第19分科会 食品衛生・薬事衛生 P-19-1～P-19-14

第20分科会 産業保健 P-20-1～P-20-17

第21分科会 環境保健 P-21-1～P-21-14

第22分科会 国際保健 P-22-1～P-22-9

第23分科会 保健医療介護サービス研究 P-23-1～P-23-13

第24分科会 新型コロナウイルス感染症 P-24-1～P-24-86

EP English Session P-E-1～P-E-26

一般演題（示説）一覧
※「示説 - 分科会№ - 演題発表№」

例） P - 1 - 1
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第1分科会 疫学・保健医療情報
P-1-1 冨岡 公子 （奈良県立医科大学県民健康増進支援センター）

国民生活基礎調査匿名データを用いた腰痛に関連
する非就労者の割合の推計

P-1-2 佐藤 遊洋 （旭川医科大学社会医学講座公衆衛生学・疫学分
野）
口唇口蓋裂の発症に関連するリスク要因の人口寄
与割合：エコチル調査より

P-1-3 橋本 修二 （藤田医科大学医学部衛生学講座）
健康寿命の算定方法に関する検討 第1報 健康
の概念規定

P-1-4 川戸美由紀 （藤田医科大学医学部衛生学講座）
健康寿命の算定方法に関する検討 第2報 健康
水準の測定方法と指標の計算方法

P-1-5 平田 あや （慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
NDBデータを用いた特定健診受診回数と循環器
疾患の入院発生に関する検討

P-1-6 小野 浩二 （日本スキンケア協会）
日本における疾患別年齢死亡率曲線の近年の傾向

P-1-7 斎藤 純平 （福島県立医科大学医学部呼吸器内科学講座）
Pep Upにおけるアンケートとレセプトデータ
による新規研究手法：咳嗽に関する研究から

P-1-8 井下 英二 （梅花女子大学看護保健学部口腔保健学科）
我が国の誤嚥性肺炎死の疫学分析

P-1-9 三輪のり子 （大阪大学大学院医学系研究科）
年齢・時代・世代特性の視点で健康戦略を考える
基盤情報Webサイトの活用に向けて

P-1-10 窪山 泉 （蓮田よつば病院）
認知症と潜在性甲状腺機能異常症

P-1-11 山口 亮 （日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）
献血者血液検査結果の公開ならびに利活用

P-1-12 栗盛須雅子 （聖徳大学看護学部看護学科）
「質」を含む高齢者健康指標，年齢調整WDP
による介護予防事業の包括的評価と可視化

P-1-13 照屋 健作 （帝京平成大学現代ライフ学部経営学科）
「中野区新型コロナ受診相談電話」における集計
分析

P-1-14 土井麻理子 （国立保健医療科学院政策技術評価研究部）
日本国内の臨床試験登録レジストリの検索性能に
関する検討

P-1-15 安藤 雄一 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
国民生活基礎調査・健康票による自覚症状の推移

P-1-16 伊藤 挙 （国士舘大学ハイテク・リサーチ・センター）
脳血管疾患の死亡の地域差と近年の動向

P-1-17 丹羽 智志 （国士舘大学体育学部救急システム研究科）
年齢階級別死亡率曲線とSMRの地域差から見る
死因間の距離の考察

P-1-18 星 佳芳 （国立保健医療科学院研究情報支援研究センター）
研究データ公開に関する国内社会医学系学術雑誌
のポリシー公開分析

P-1-19 猪飼 宏 （京都府立医科大学医学・医療情報管理学講座）
京都府国保・後期高齢者医科レセプトデータベー
スにおける悉皆性および長期追跡の検討

第2分科会 ヘルスプロモーション
P-2-1 石井 英子 （岐阜保健大学大学院看護研究科保健師コース）

プラチナ保健師活動の魅力を伝える25年間の考
察

P-2-2 片岡 大輔 （島根県健康福祉部健康推進課）
健康長寿しまね県民運動の推進（第1報）

P-2-3 岩野 真保 （島根県健康福祉部健康推進課）
健康長寿しまね県民運動の推進（第2報）～人材
育成との両輪で進める健康なまちづくり

P-2-4 月野木ルミ （東京医科歯科大学地域保健看護学分野）
子育て中の被扶養者女性向けの健康診断促進パン
フレットの作成

P-2-5 高橋 典子 （郡山市保健所）
働き世代における糖尿病の理解を深める手法：産
官学連携による市民イベントの活用

P-2-6 堀 智史 （花王株式会社生物科学研究所）
皮脂中RNAを用いた慢性ストレス診断の可能性

P-2-7 長尾 匡則 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
東日本大震災後の震災関連等要因と生活習慣病発
症の俯瞰的検討：福島県県民健康調査

P-2-8 小島 美里 （福岡看護大学）
地域で開業する看護職に特有な事業化能力 第1
報 ～基本的属性の特性～

P-2-9 依田 明子 （佐久大学看護学部）
地域で開業する看護職の事業化能力 第2報～開
業者が捉えた重要な行動や成果～

P-2-10 瀬戸 裕一 （愛媛県中予保健所健康増進課）
愛媛県ビッグデータ活用県民健康づくり【第1報】
3年間の取組みについて

P-2-11 丸山 広達 （愛媛大学大学院農学研究科地域健康栄養学分野）
愛媛県ビッグデータ活用県民健康づくり【第2報】
ビッグデータ分析から得られた知見

P-2-12 淡野 寧彦 （愛媛大学社会共創学部）
愛媛県ビッグデータ活用県民健康づくり【第3報】
データ分析結果の見える化と活用支援

P-2-13 入野 了士 （愛媛県立医療技術大学）
愛媛県ビッグデータ活用県民健康づくり【第4報】
事業の動機づけから立案へのWG活用

P-2-14 吉田 由美 （元目白大学大学院看護学研究科）
がんピアサポートとがんピアサポーターに関する
文献検討

P-2-15 岡崎可奈子 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
東日本大震災直後の血糖コントロール状況と精神
的健康との関連：福島県県民健康調査

P-2-16 大平 純子 （大分県南部保健所）
コロナ禍における健康経営の推進～健康危機管理
の視点強化に向けて～

P-2-17 三上 民喜 （龍谷大学大学院社会学研究科）
日常業務における救急隊員の惨事ストレス～急性
ストレス反応出現率～

P-2-18 稲垣 敦 （大分県立看護科学大学看護学部）
離島住民の健康寿命とコミュニケーションの機
会：大分県姫島村について

P-2-19 加藤 美生 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
地上波テレビにおけるアルコールおよびノンアル
飲料の広告出稿パターン分析

P-2-20 井手野由季 （群馬大学数理データ科学教育研究センター）
日本人看護職女性におけるサプリメント（カルシ
ウム・鉄・ビタミン）利用者の特性

P-2-21 細川 佳能 （早稲田大学大学院スポーツ科学研究科）
都市部スポーツ推進委員の連絡調整の特徴：混合
研究法を用いた探索的検討

P-2-22 加藤千恵子 （名寄市立大学保健福祉学部看護学科）
ピア・カウンセリング養成講座で得た大学生の思
い

P-2-23 大元 寿馬 （岡山市保健所感染症対策課）
地域における健康ポイント事業が肥満者の体重減
少に与える影響の検討

P-2-24 湯舟 邦子 （東都大学）
産後うつ病の予測に役立つ日常生活におけるパー
トナー間の感じ方

P-2-25 鈴木 研太 （日本医療科学大学保健医療学部）
地域高齢者に対する健康教育の実践：コロナ禍に
おける運動不足解消へ
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P-2-26 檀原三七子 （桐生大学医療保健学部）
健康づくりを推進する住民組織育成のための研修
プログラムの検討

P-2-27 柴田 健雄 （東海大学健康学部健康マネジメント学科）
高齢者における就業と健康習慣・意識の関係

第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム
P-3-1 金 光宇 （医療法人社団成和会西新井病院）

児童・生徒による行動変容に着目した足立区にお
ける生活習慣病対策の取り組み

P-3-2 森本 明子 （大阪府立大学大学院看護学研究科看護情報学分
野）
PPDACサイクルを活用した特定健診受診率向
上のための取組み：実践報告第1報

P-3-3 園田 奈央 （大阪府立大学大学院看護学研究科看護情報学分
野）
論理的及び情緒的アプローチによる特定健診受診
勧奨資材の開発：実践報告第2報

P-3-4 阿部真紀子 （福岡大学医学部衛生・公衆衛生学講座）
BMI・腹囲と糖尿病発症リスクの関連における男
女別の検討: ISSA-CKD研究

P-3-5 成瀬 華子 （慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
20歳からの体重増加と現在の肥満の組み合わせ
が糖尿病発症に与える影響

P-3-6 児玉 知子 （国立保健医療科学院国際協力研究部）
SDG3.8ユニバーサル・ヘルス・カバレッジに
おける非感染性疾患領域の課題

P-3-7 横山 勝教 （香川県小豆保健所）
ナッジ理論を活用したHPVワクチン情報提供資
料の個別配布の効果

P-3-8 中野 裕紀 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
福島県脳卒中発症登録に関する報告：平成30年
遡り調査

P-3-9 内田 博之 （城西大学大学院薬学研究科医療栄養学専攻）
日本のNon-Communicable Diseases 死亡率
の年次変動に対する年齢－時代－コホート効果

P-3-10 平田 匠 （北海道大学大学院医学研究院公衆衛生学教室）
宮城県内保険者の糖尿病性腎症重症化予防事業実
施に係るCOVID-19感染拡大の影響

P-3-11 吉田奈津子 （釧路市こども保健部国民健康保険課）
釧路市国保における重症化予防対策事業の取り組
みについて

P-3-12 岩井 浩明 （朝日大学歯学部口腔感染医療学講座社会口腔保
健学分野）
大学病院の健診受診者における咀嚼状態と脂質異
常症との関連

P-3-13 平田 浩二 （滋賀医科大学公衆衛生看護学講座）
市町村保健師のマンパワーが「検診受診率」と「検
診によるがん発見割合」に与える影響

P-3-14 清水 都 （梅花女子大学看護保健学研究科口腔保健学専攻）
口腔の自覚症状とメタボリックシンドロームとの
関連：後ろ向きコホート研究

P-3-15 高橋 拓耶 （全国健康保険協会富山支部）
「睡眠・休養」改善・悪化と、食・運動習慣の関
わり

P-3-16 嶽崎 俊郎 （鹿児島大学大学院医歯学総合研究科国際離島医
療学）
全死亡に対するHTLV-I と炎症性サイトカイン遺
伝子多型の交互作用に関する研究

P-3-17 落合 裕隆 （昭和大学医学部衛生学公衆衛生学講座）
肥満・腹部肥満の組み合わせと慢性腎臓病との関
係：ZRF study

P-3-18 遠藤 翔太 （福島県立医科大学医学部衛生学・予防医学講座）
日本語版The Weight Bias Internalization
Scale の作成と信頼性・妥当性の検証

P-3-19 辻本 美香 （大阪市職員共済組合）
職域における特定健康診査後5年以内の虚血性心
疾患新規発症に関連する要因の検討

P-3-20 山戸健太郎 （順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座）
癌種とせん妄発症との関連

P-3-21 斉藤 功 （大分大学医学部公衆衛生・疫学講座）
心拍変動と総死亡リスクに関するコホート研究：
大洲コホート II

P-3-22 宮崎 純子 （大阪がん循環器病予防センター）
非肥満の非糖尿病者における血糖変動パターンに
影響を与える食生活等の検討

P-3-23 大倉光帆子 （京都市保険年金課）
全国がん登録を用いたがん予防の効果を高める地
域保健活動基盤に関する生態学的研究

P-3-24 岡田 武夫 （大阪がん循環器病予防センター）
健診受診者に見る慢性腎臓病の頻度とその要因に
ついて

P-3-25 角田 紘子 （東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科地域
健康増進看護学分野）
高校生のがんの知識に関連する要因の検討

P-3-26 宮城 高次 （全国健康保険協会千葉支部）
協会けんぽにおける新規透析導入者の特徴-第2
期データヘルス計画の上位目標の分析-

P-3-27 安達 美佐 （栄養サポートネットワーク合同会社）
生活習慣病の発症・重症化予防のためのライフス
タイルアセスメント項目の標準化

P-3-28 西村奈津子 （大阪府藤井寺保健所）
小学生の保護者を対象とした職域世代の健康課題
の把握と啓発事業

P-3-29 神田 秀幸 （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科公衆衛生学）
地域一般住民における自己採血型簡易血液検査
（指先採血）の導入と実施状況

P-3-30 磯山 優 （帝京大学経済学部経営学科）
専門医の講演が生徒を介して親・祖父母の特定検
診受診態度に与える影響

P-3-31 東 幸恵 （九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講
座）
みなし健診受診者を含めた市町村国保の特定健診
受診率の検証：LIFE Study

P-3-32 吉田かおり （三重県津市健康づくり課）
津市肺がん検診受診率向上に向けた一考察～市民
のがん検診状況調査から～（第一報）

P-3-33 神田 直子 （三重県津市健康づくり課）
津市大腸がん検診受診率向上に向けて～受診状況
調査受けない理由分析から～（第二報）

P-3-34 松尾 由香 （茅ヶ崎市役所保険年金課）
特定保健指導のメタボリック症候群関連指標への
影響：茅ヶ崎市5年間の健診データより

P-3-35 森永 朗子 （福岡大学医学部衛生・公衆衛生学教室）
日本人一般住民における血清ALT値と糖尿病発
症との関連：ISSA-CKD研究

P-3-36 佐藤 洋子 （宮城県立がんセンター宮城県がん登録室）
がん登録情報を活用したがん対策の推進（第4
報）：市町村のがん登録情報活用支援事業

P-3-37 久松 隆史 （岡山大学学術研究院医歯薬学域公衆衛生学分野）
地域における IoT 高血圧管理研究が高血圧有病
率・認知率・治療率・管理率へ与える影響

P-3-38 石丸 佳奈 （大阪がん循環器病予防センター）
新型コロナウイルス感染症流行による働き方、生
活習慣への影響について（第1報）

P-3-39 伯井 朋子 （大阪がん循環器病予防センター）
新型コロナウイルス感染症流行による働き方、生
活習慣への影響について（第2報）

P-3-40 長濱さつ絵 （全日本労働福祉協会）
実測体重増加を考慮した20歳からの体重増加問
診の正誤と心血管疾患リスク因子との関連
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P-3-41 松下 陽子 （名古屋市立緑市民病院）
50歳以上の女性における脂質異常症治療につい
て

P-3-42 森 更紗 （大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康科
学講座）
積極的支援に層別化される男性の減量に伴う年齢
階級を考慮した臨床検査成績への影響

P-3-43 南 拓磨 （埼玉県立大学保健医療福祉学部）
埼玉県糖尿病性腎症重症化予防事業における受診
勧奨の長期効果の検証

P-3-44 由田 克士 （大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康科
学講座公衆栄養学）
特定健康診査における階層化レベルの改善を考慮
した体格と血圧の変化に関する検討

P-3-45 川田 陽子 （慶應義塾大学衛生学公衆衛生学）
都市部住民における骨強度と動脈硬化の関連：神
戸研究

P-3-46 土器屋裕美 （公益財団法人鹿児島県民総合保健センター）
青壮年期の身体組成の違いがメタボリックシンド
ロームリスクや体力に与える影響

P-3-47 櫻井しのぶ （順天堂大学医療看護学研究科）
成人女性の隠れ肥満の実態-経年データの比較-
［第1報］

P-3-48 中西 唯公 （順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科）
成人女性の隠れ肥満の実態-経年変化-［第2報］

P-3-49 飯地 智紀 （全国健康保険協会宮崎支部）
勤労者におけるメタボリスクと生活習慣の業態別
分析と特徴

P-3-50 黒田佐和子 （福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
宗像・遠賀中間地区における糖尿病性腎症重症化
予防の取組について

P-3-51 若山 怜 （愛知医科大学医学部衛生学講座）
特定保健指導対象者における行動変容ステージに
関わる要因の検討：愛知健康増進研究

P-3-52 小島 亜未 （福井県立大学看護福祉学部看護学科公衆衛生看
護学領域）
勤労者の男女別の食生活に対する行動変容ステー
ジとレジリエンスとの関連

P-3-53 安部 泰子 （広島大学大学院医系科学研究科）
特定保健指導での行動変容ステージをふまえた保
健指導の実態調査

第4分科会 保健行動・健康教育
P-4-1 竹原 祥子 （東京女子医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座

公衆衛生学分野）
看護学生の新型タバコに対する認識

P-4-2 小林 淳子 （山形大学大学院医学系研究科看護学専攻地域看
護学分野）
20歳台・30歳台女性の加熱式タバコの喫煙の
実態と認識

P-4-3 仲下祐美子 （大阪医科薬科大学看護学部）
看護学生への喫煙防止・禁煙教育プログラムの研
究の質に関する文献レビュー

P-4-4 石崎 順子 （埼玉県立大学保健医療福祉学部）
成人女性における健康問題の認知・理解度と運
動・スポーツ実施との関連

P-4-5 笠巻 純一 （新潟大学人文社会科学系）
喫煙に伴う恩恵と負担の認識が男子学生の喫煙行
動に及ぼす影響

P-4-6 吉田 篤司 （酪農学園大学農食環境学群）
高校生におけるエナジードリンク摂取頻度と睡眠
障害の関連

P-4-7 田村 晴香 （名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻）
産後の母親を対象とした不眠の関連要因の検討：
横断研究

P-4-8 土田 陽奈 （神戸大学大学院保健学研究科）
COVID-19下における大学生のソーシャルキャ
ピタルとメンタルヘルス、予防行動との関連

P-4-9 桑原 祐樹 （鳥取大学医学部環境予防医学分野）
産業保健の現場における減酒支援ブリーフイン
ターベンションの飲酒量改善への効果

P-4-10 大塚雄一郎 （日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）
若手医師における加熱式タバコ・電子タバコの認
知、知識および懸念に関する検討

P-4-11 森田 桂子 （了徳寺大学健康科学部看護学科）
中学3年生の思春期教室にドラマとグループワー
クを取り入れた効果

P-4-12 佐藤真美子 （順天堂大学大学院医学研究科衛生学・公衆衛生
学講座）
不妊治療中の女性の飲酒習慣に関する分析

P-4-13 秦 暁子 （福島県立医科大学看護学部地域・公衆衛生看護
学部門）
学校教員における生活習慣の改善意欲の推移

P-4-14 石井 陽子 （川崎医療福祉大学保健看護学科）
看護大学生によるピアエデュケーションの実施と
教育効果に関する文献検討

P-4-15 平田紀美子 （日本医科大学衛生学公衆衛生学）
両親学級開催時に実施したPOCTを用いた禁煙
支援・受動喫煙防止

P-4-16 大野 順子 （東京家政大学健康科学部）
女性の飲酒と健康に関する調査（第1報）-問題
飲酒者・多量飲酒者の特徴と普及啓発-

P-4-17 一柳由紀子 （東京家政大学健康科学部看護学科）
女性の飲酒と健康に関する調査（第2報）-男女
別適正飲酒量の認識と普及啓発-

P-4-18 山口 佳子 （東京家政大学健康科学部）
女性の飲酒と健康に関する調査（第3報）-妊娠
中の飲酒継続者の特徴と普及啓発-

P-4-19 北澤 健文 （東京家政大学健康科学部）
女性の飲酒と健康に関する調査（第4報）-パン
デミックに伴う飲酒習慣の変化-

P-4-20 松浦英莉子 （東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野）
栄養成分表示の認知および食品中の食塩含有量に
基づく購買行動の背景要因の検討

P-4-21 松本 悠貴 （日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）
中高生の睡眠の質に関する縦断的大規模疫学調査
と睡眠の質低下の予測因子の検討

P-4-22 松井 幾子 （和洋女子大学家政学部健康栄養学科）
食事バランスガイドによる妊娠中期以降女性の食
事について

P-4-23 矢田部尚子 （福岡歯科大学口腔歯学部口腔保健学講座）
呼気と口気に着目した加熱式タバコ等禁煙への職
域での動機づけ要因の検討

P-4-24 川端万里奈 （東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野）
地域住民のヘルスリテラシーと健康維持増進行動
およびメディア利用の関連

P-4-25 白山 芳久 （順天堂大学順天堂大学国際教養学部）
公衆衛生活動報告ー都内の大学・高校に通う若い
世代の新しい生活様式とヒヤリ・ハット

P-4-26 萩本 明子 （同志社女子大学看護学部）
加熱式たばこ使用者の禁煙行動―1年間の追跡調
査結果から

P-4-27 若狭 はな （北海道大学大学院医学院公衆衛生学教室）
スクリーンタイムが肥満に及ぼす影響

P-4-28 内田亜紀乃 （筑西市保健福祉部健康増進課）
茨城県筑西市における「健康副読本」を活用した
小中学生への健康教育

P-4-29 永石 朗子 （宮崎県小林保健所）
職場の健康日めくりカレンダーの配布と効果検証

P-4-30 細川由美子 （神戸女子大学看学科母性・助産学分野）
妊産婦の災害への備え行動の影響要因の検討
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P-4-31 岩永 資隆 （医療法人徳洲会宇治徳洲会病院健診センター）
平成14年から令和2年までに施行された路上喫
煙禁止に関する条例の研究

P-4-32 金森 悟 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
高齢者における運動行動の変容ステージ別の歩行
時間の関連要因：JAGES2019横断研究

P-4-33 稲葉 洋平 （国立保健医療科学院）
加熱式たばこ副流煙（エアロゾル）のニコチンと
たばこ特異的ニトロソアミンの分析

P-4-34 友岡 清秀 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学）
ワーク・ファミリー・コンフリクトと交通事故と
の関連：東温スタディ

P-4-35 堀 菜々夏 （京都女子大学家政学部生活福祉学科）
喫煙所内における喫煙者間濃厚接触の推定 PM
2.5の測定から

P-4-36 郡山 千早 （鹿児島大学大学院医歯学総合研究科疫学・予防
医学）
医学生におけるCOVID-19への不安やヘルスリ
テラシーと行動変容について

P-4-37 高岸百合子 （駿河台大学心理学部）
COVID-19感染拡大下での精神保健 -日常的な
保健行動の実行との関連-

P-4-38 信太 直己 （駿河台大学スポーツ科学部）
B市における飲酒に関する現状と課題-保健福祉
職員へのインタビュー調査から-

第5分科会 親子保健・学校保健
P-5-1 西條 泰明 （旭川医科大学社会医学講座公衆衛生学・疫学分

野）
両親の教育歴と児の3歳時の喘鳴・喘息との関
連：エコチル調査より

P-5-2 土田 暁子 （富山大学学術研究部医学系公衆衛生学講座）
母親の喫煙歴と出生児の先天性異常の関連：エコ
チル調査より

P-5-3 笠松 春花 （高岡市きずな子ども発達支援センター）
父親の育児行動の頻度と母親の心理的苦痛の関
連：エコチル調査より

P-5-4 細川 陸也 （京都大学大学院医学研究科）
学童期における家庭の季節行事の経験と児の社会
適応

P-5-5 當山 紀子 （琉球大学医学部保健学科）
沖縄県において3歳児を育てる母親の育児スト
レッサーと父親の家事育児協力の関連

P-5-6 山田 典子 （日本赤十字秋田看護大学看護学部）
子ども虐待早期発見と介入のための記録ソフトの
評価 ～演習後の質問紙調査より～

P-5-7 石田実知子 （川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科）
高校生に対する感情統制教育プログラムの実践効
果

P-5-8 佐藤 睦子 （淑徳大学看護栄養学部）
要支援母親との援助関係構築に向けた保健師研修
プログラムの効果の検証

P-5-9 高木 悦子 （帝京科学大学医療科学部看護学科）
全国基礎自治体に対する父親支援実施状況調査

P-5-10 隅谷 笑里 （広島大学大学院医系科学研究科口腔保健疫学研
究室）
母親のう蝕経験と子どもの早期小児う蝕の関連：
システマティック・レビューによる検討

P-5-11 二武 有紀 （兵庫医科大学公衆衛生学講座）
医学生が受けたいと考えていた性教育と実際に受
けた性教育の違いについて

P-5-12 周防美智子 （岡山県立大学保健福祉学部現代福祉学科）
コロナ禍における児童生徒の抑うつ状態と行動お
よび背景課題に関する研究

P-5-13 川崎 千恵 （長野保健医療大学看護学部）
就学前の子どもを育てる親の社会的孤立に影響す
る変数間の関連の検討

P-5-14 小島 令嗣 （山梨大学医学部社会医学講座）
血清総 IgE値を考慮した母親のアレルギー疾患
と早産の関連 エコチル調査より

P-5-15 西岡 笑子 （防衛医科大学校医学教育部看護学科母性看護学
講座）
大学における女性の健康相談および健康啓発活動
状況について

P-5-16 城間 紀之 （広島市安芸保健センター）
コロナ禍における子育ての意識変化について―乳
幼児健康診査・相談質問票の集計から―

P-5-17 小番 美鈴 （株式会社バスクリンつくば研究所）
子育て家庭における入浴剤使用頻度とその関連要
因分析

P-5-18 伊草 綾香 （埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科）
母親のリカバリー経験の検討

P-5-19 石川 瑛子 （あいち小児保健医療総合センター）
小児におけるアドバンス・ケア・プランニングの
検討
～重症心身障害児の事例を通して～

P-5-20 林 里沙子 （京都看護大学看護学部看護学科）
母乳育児の継続または終了に関する母親の情報
ニーズ：1歳6か月健診における実態調査

P-5-21 久島 萌 （山梨大学大学院総合研究部附属出生コホート研
究センター）
新型コロナウイルス流行下における子どもの孤立
感に関係する背景要因の検討

P-5-22 村上奈々美 （大阪市立大学大学院看護学研究科）
担当保健師による継続支援体制構築に関する研究
（第1報）：ネウボラ準備期の課題

P-5-23 畠山 典子 （大阪市立大学大学院看護学研究科）
担当保健師による継続支援体制構築に関する研究
（第2報）：ネウボラ実践方策への示唆

P-5-24 安岐英里子 （香川県健康福祉部健康福祉総務課）
香川県小児生活習慣病予防健診後の二次検診受診
とフォローアップの実態

P-5-25 石田 淳子 （府中市子ども家庭部子育て支援課母子保健係）
COVID-19初回緊急事態宣言終了時の妊婦の不
安とその支援 ―EPDS結果を用いた評価―

P-5-26 上平 公子 （岐阜医療科学大学看護学部看護学科）
乳幼児期のメディア接触の実態と保護者の認識と
の関連

P-5-27 三木 祐子 （帝京大学医療技術学部看護学科）
発達障害児とその親への融合的連携支援における
看護職のコンピテンシー

P-5-28 大川 聡子 （関西医科大学看護学部）
未就学児育児中の母親における、過去の逆境的小
児期体験（ACE）スコアと自尊心の関連

P-5-29 上野 清美 （元武庫川女子大学大学院臨床教育学研究科）
母子健康手帳の交付時における気になる妊婦の特
徴と熟練保健師の母親への関わり

P-5-30 後藤 文枝 （愛知県東海市役所）
愛知県東海市における要保護児童の実態と今後の
支援体制について

P-5-31 雨宮 綾子 （甲州市役所健康増進課）
乳幼児における食の課題－甲州プロジェクトよ
りー

P-5-32 伊藤真利子 （北海道大学環境健康科学研究教育センター）
妊娠中の喫煙曝露と児の注意欠如多動症との関
連：北海道スタディ

P-5-33 多田 章夫 （兵庫大学健康科学部健康システム学科）
大学生におけるコロナ禍前後における精神心理的
要因の変化



69

P-5-34 大澤 絵里 （国立保健医療科学院国際協力研究部）
多職種連携に焦点をあてた児童虐待防止のための
研修の取り組み

P-5-35 宮村 季浩 （山梨大学大学院総合研究部医学域看護学系保健
学領域）
新型コロナウイルス感染症による大学生の寝だめ
の変化

P-5-36 吉岡 拓真 （神戸大学大学院人間発達環境学研究科）
大学生の健康管理能力と心理的要因に関する検討

P-5-37 井村 亘 （玉野総合医療専門学校作業療法学科）
高校生の精神的健康に対する教師サポートと学生
生活関連ストレス認知の関連

P-5-38 江崎 道代 （名古屋市中央児童相談所）
保護者支援事業をより効果的なものにするための
検討

P-5-39 村上 慶子 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
パーソナリティと産後のメンタルヘルスとの関
連：三世代コホート調査

P-5-40 秋山 有佳 （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）
インターネット依存に関する調査Young20と
Young8の妥当性の検討

P-5-41 松村 健太 （富山大学学術研究部医学系公衆衛生学講座）
妊娠中のオメガ3系脂肪酸摂取量と出産後の不適
切養育行動のリスク：エコチル調査

P-5-42 笹田 怜子 （岩手県立大学盛岡短期大学部生活科学科食物栄
養学専攻）
集団利用施設における衛生環境レベルアップにつ
なげるアクションリサーチ

P-5-43 中村 晴信 （神戸大学大学院人間発達環境学研究科）
女子大学生の減量行動の種類及びその実行に関連
する要因の検討

P-5-44 田中惣太郎 （横浜市役所北部児童相談所）
10代の妊娠に関連する社会経済要因の生態学的
研究

P-5-45 藤丸 郁代 （中部学院大学看護リハビリテーション学部看護
学科）
コロナ禍の大学生の心身の健康状態と生活状況の
関係

P-5-46 斎藤美矢子 （山口大学大学院医学系研究科保健学専攻地域・
老年看護学講座）
地域の健康課題発見・事業化検討に向けた1歳6
か月児健診後カンファレンス

P-5-47 宮野 幸子 （金沢大学医薬保健学総合研究科）
1歳6か月児を持つ母親の対人態度と子育て支援
サービスへの期待との関連

P-5-48 平野 裕子 （長崎大学生命医科学域保健学系）
コロナ禍における大学生の精神的健康QOLの構
造：高学年と低学年の比較

P-5-49 早坂 信哉 （東京都市大学人間科学部）
コロナ禍における小学生の児童を持つ家庭の現状
と課題

P-5-50 藤原 武男 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
子育て環境診断・スキル向上サイト「もしプリ」
1：子育て環境のアセスメント

P-5-51 山岡 祐衣 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
子育て環境診断・スキル向上サイト「もしプリ」
2：子育てスキルのコンテンツ

P-5-52 土井 理美 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
子育て環境診断・スキル向上サイト「もしプリ」
3：自治体への導入

P-5-53 伊角 彩 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
子育て環境診断・スキル向上サイト「もしプリ」
4：ランダム化比較試験の実施状況

P-5-54 山北 満哉 （山梨県立大学看護学部）
生まれ月と小学生の運動の好き嫌い、スポーツ参
加の関連：連続横断研究

P-5-55 林 美恵子 （鹿児島県徳之島保健所）
徳之島保健所管内における幼児肥満の現状と要因
についての一考察

P-5-56 小原久未子 （近畿大学医学部公衆衛生学教室）
小学校高学年における食事量・身体活動量・ダイ
エット経験と骨密度・体脂肪率との関連

P-5-57 田中 嘉琦 （北海道大学大学院医学院公衆衛生学教室）
産前における夫婦関係と父親のボンディング障害
との関連

P-5-58 杉浦 至郎 （あいち小児保健医療総合センター保健センター
保健室）
総合病院医療ソーシャルワーカーの児童虐待関連
業務に関する調査

P-5-59 清水 洋子 （東京女子医科大学看護学部）
児童虐待予防のグループ支援事業の参加者・支援
者間との相互作用による効果

P-5-60 彌久保美樹 （田川市役所）
特定妊婦の切れ目ない支援システムの構築につい
て～デルファイ法調査を用いて～

P-5-61 有本 梓 （横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野）
乳幼児を育てる壮年期地域住民における地域コ
ミットメント尺度の妥当性・信頼性の検証

P-5-62 上村 晴子 （東京大学未来ビジョン研究センター）
子ども向け健保だよりの意味づけ-第1報

P-5-63 徳田 成美 （兵庫医科大学エコチル調査兵庫ユニットセン
ター）
6歳児における心理士による知能の評価と保護者
による行動特性の評価の関連

P-5-64 久藤 麻子 （大阪医科薬科大学医学部衛生学・公衆衛生学）
口腔細菌叢と健康に関する母子コホート研究－対
象者の基本属性とコホートプロファイル

P-5-65 大貫 慧介 （順天堂大学公衆衛生学講座）
両親のいびきと児童の不安との関連について

P-5-66 古屋 律子 （順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座）
小児の睡眠と便秘との関連

P-5-67 横溝 珠実 （吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科）
大学生における妊孕性に関する認知度

P-5-68 堀 純子 （洗足こども短期大学）
保育者養成校の学生および保育者を対象とした心
肺蘇生法の習得方法の検討

P-5-69 佐藤 拓代 （公益社団法人母子保健推進会議）
子育て世代包括支援センターの全国展開の支援

P-5-70 佐々木渓円 （実践女子大学生活科学部）
新型コロナウイルス感染症の流行拡大による幼児
期の親子の食生活と健康状態の変化

P-5-71 小池 真優 （岩沼市役所健康増進課）
双胎児を持つ母親が感じている育児の大変さと
ニーズ

P-5-72 新井 響子 （筑波大学人間総合科学学術院）
思春期の慢性疾患患者の疾病管理状況と首尾一貫
感覚（SOC）の関連

P-5-73 小川真奈美 （熊本市東区役所保健子ども課）
母子健康手帳交付時のＤＶアンケート及び早期支
援の取組

P-5-74 西嶋真理子 （愛媛大学大学院医学系研究科）
発達障害児の親に対して行った特定トリプルP
セミナーの効果

P-5-75 小山佐知恵 （信州母子保健推進センター（長野県健康福祉部
保健・疾病対策課））
コロナ禍における信州母子保健推進センターの取
り組み

P-5-76 堀井美樹子 （秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻）
中学生とその保護者の生活習慣・主観的健康観の
関連性

P-5-77 中山 久子 （順天堂大学医療看護学部公衆衛生看護学）
運動が苦手なASD児が必要とするサポートを得
られるスポーツ教室の構造
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P-5-78 中川 彩見 （新見公立大学健康科学部看護学科）
発達に課題をもつ幼児の療育機関利用状況

第6分科会 高齢者のQOLと介護予防
P-6-1 西山 緑 （宇都宮大学地域デザイン科学部）

アクティブシニアのプレフレイル状態に関与する
因子の検討

P-6-2 木村 裕美 （福岡大学医学部包括支援看護分野）
要援護護高齢者の認知機能にポジティブ情動をも
たらすケア介入の検証

P-6-3 中村美詠子 （浜松医科大学健康社会医学講座）
応用的日常生活動作と精神健康状態の関連：三ヶ
日町アクティブエイジング研究

P-6-4 本橋 佳子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域に暮らす認知症機能低下高齢者への訪問調査
1：感染症流行下の口腔状態

P-6-5 枝広あや子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域に暮らす認知症機能低下高齢者への訪問調査
2：栄養状態低下の要因

P-6-6 平井 一芳 （福井県立大学看護福祉学部看護学科）
地域在住高齢者のフレイルとその関連要因（生活
習慣、身体活動、運動機能）との関係

P-6-7 秦 俊貴 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
郵送による通信型の健康支援プログラムが精神的
健康と社会的サポートに与える影響

P-6-8 森下 賀子 （豊島区役所高齢者福祉課）
地域在住高齢者の外出自粛生活がフレイルに及ぼ
す影響

P-6-9 植木 絵美 （豊島区保健福祉部高齢者福祉課）
フレイルチェックによる介護予防・生活支援サー
ビス事業対象者の掘り起こしに向けて

P-6-10 森下 久美 （公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団）
シルバー人材センターにおける就業のプレフレイ
ル改善効果：2年間の追跡調査

P-6-11 舟久保徳美 （福島県立医科大学医学部疫学講座）
福島県避難区域住民におけるオーラルフレイルと
社会活動や幸福度との関連

P-6-12 岩川 舞香 （筑波大学医学群医学類）
要介護高齢者における要介護度と生きがいの関連
及び生活場所による比較

P-6-13 織田 初江 （ぶんか高齢者支援総合センター）
新型コロナウイルス感染症禍における少人数・交
代制による介護予防事業の試み

P-6-14 木村真優子 （国士舘大学ウェルネス・リサーチセンター）
TAMAフレイル予防プロジェクト（TFPP）の
概要

P-6-15 齋藤 初恵 （国士舘大学ウェルネス・リサーチセンター）
多摩市におけるフレイル予防に関する調査の統計
学的検討

P-6-16 安心院朗子 （目白大学保健医療学部理学療法学科）
ハンドル形電動車いすの走行実態2－衝突および
接触した事例－

P-6-17 魚里 明子 （神戸女子大学看護学部）
地域で生活する健康な高齢者の足トラブルとフッ
トケアの実態

P-6-18 原 修一 （九州保健福祉大学臨床心理学部）
在宅高齢者のサルコペニア・ダイナペニアの実態
と活動および介護予防事業への参加状況

P-6-19 菊地 眞海 （北海道大学大学院保健科学院）
地方高齢者における集合型社会活動プログラムに
よるソーシャル・サポートの向上

P-6-20 児玉小百合 （相模女子大学短期大学部食物栄養学科）
25府県在住の高齢者における幸福感と6年前の
孤食頻度の関連

P-6-21 竹田 徳則 （名古屋女子大学総合科学研究所）
通いの場に来る日は普段よりも歩く時間は長い
か？－JAGES参加6市町の分析

P-6-22 山下 真里 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域在住中高年者の孤独・孤立の実態と精神的健
康との関連

P-6-23 堀金 俊也 （山形大学医学系研究科看護学専攻地域在宅看護
学領域）
山間過疎地域の高齢者におけるロコモ度と介護予
防事業参加の関連

P-6-24 米澤 洋美 （福井大学医学部看護学科コミュニティ看護学分
野）
地方農村部シルバー人材センター会員による健康
づくり活動でのグループへの関与の過程

P-6-25 黒田 直明 （筑波大学ヘルスサービス開発研究センター）
高齢者のハイリスク処方と初回要支援・要介護認
定の関連

P-6-26 高橋 競 （獨協医科大学医学部公衆衛生学講座）
地域高齢者における夜間頻尿・フレイルの重複と
ポリファーマシーとの関連

P-6-27 小澤多賀子 （駒沢女子大学人間健康学部健康栄養学科）
地域在住高齢ボランティアによる介護予防体操普
及活動と活動効果指標との関連

P-6-28 佐久間尚子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
大都市在住高齢者のTrail Making Test の成
績：TMT-Bの完遂者と未完遂者の比較

P-6-29 渡辺修一郎 （桜美林大学健康福祉学群）
農村部後期高齢者の情報通信機器使用状況と心身
機能との関連

P-6-30 加藤 清人 （平成医療短期大学リハビリテーション学科）
通いの場参加をきっかけにした運動の会等への参
加開始状況－JAGESプロジェクト－

P-6-31 野上絵理子 （和歌山県立医科大学）
地域在住の中高年者における骨格筋量と呼吸筋力
および喫煙との関連

P-6-32 中谷 芳美 （福井県立大学看護福祉学部看護学科）
地域在住高齢者の主観的健康感と関連する要因：
高齢者の年齢を3区分した分析

P-6-33 西間木ます子（福島県立医科大学医学部疫学講座）
青年期の運動経験・その後の運動習慣の継続とフ
レイル予防との関連の研究

P-6-34 辻 久美子 （和歌山県立医科大学）
中高年者における主観的な冷えの自覚と前額部-
手指部皮膚温度較差との関連

P-6-35 加藤 則子 （十文字学園女子大学幼児教育学科）
新型コロナ感染拡大による健康増進事業の中止が
高齢者の心身の健康に及ぼした影響

P-6-36 鈴木 愛 （筑波大学大学院公衆衛生学学位プログラム）
軽度要介護者における要介護認定調査項目の変化
と要介護度重度化に関する記述研究

P-6-37 河合 恒 （東京都健康長寿医療センター）
地域高齢者における社会的交流の加齢変化パター
ンとフレイルとの関連

P-6-38 山崎 幸子 （文京学院大学人間学部心理学科）
単身中高年者における馴染みの場の分類と関連要
因

P-6-39 鈴木 宏幸 （東京都健康長寿医療センター研究所）
ものづくりを題材とした健康増進プログラムの無
作為化比較試験：認知機能への介入効果

P-6-40 飯塚 あい （東京都健康長寿医療センター研究所）
ものづくりを題材とした健康増進プログラムの無
作為化比較試験：精神面への介入効果

P-6-41 木全 真理 （川崎市立看護短期大学）
東日本大震災からの復興まちづくりに向けた高齢
者の通いの場への参加意欲
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P-6-42 金子 理恵 （株式会社くまもと健康支援研究所）
通所型サービスC終了者の特性と開始・終了時
の変化の比較

P-6-43 吉澤 裕世 （順天堂大学大学院医学研究科健康寿命学講座）
高齢者における居住地周辺の環境とフレイル及び
地域活動との関係

P-6-44 山口佳小里 （国立保健医療科学院医療・福祉サービス研究部）
都市部の敬老会会員の生活機能と社会参加：
WHO-DAS2.0を用いた横断的分析

P-6-45 白木 光 （九州歯科大学地域健康開発歯学分野）
地域在住高齢者における認知症と食事多様性の関
連

P-6-46 北川 温子 （大阪市西成区役所）
大阪市西成区における男性限定のいきいき百歳体
操参加者の継続参加要因について

P-6-47 新井明日奈 （北海道大学大学院医学研究院衛生学教室）
在宅の認知症高齢者に高頻度にみられる行動・心
理症状とその関連因子

P-6-48 柳澤 杏衣 （大阪市福祉局高齢者施策部地域包括ケア推進課）
大阪市における介護予防ポイント事業への継続参
加者と未登録者との比較検討について

P-6-49 森田 泰裕 （埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科）
地域在住高齢者における総死亡と2年間の基本
チェックリストの悪化との関連

P-6-50 藤原 佳典 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
就業は、フレイル高齢者の介護予防に有効か？－
性・フレイル有無別の検討

P-6-51 木村 美佳 （NPO法人国際生命科学研究機構健康推進協力
センター）
高齢者における高たんぱく食品の摂取頻度と身体
機能の関連性について

P-6-52 藤田 幸司 （東京都健康長寿医療センター研究所）
大都市高齢者の外出頻度と居場所との関連

P-6-53 平井 寛 （山梨大学大学院総合研究部生命環境学域）
武豊町憩いのサロン参加回数と医療・介護費
-JAGES武豊プロジェクト

P-6-54 宮前 史子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域在住の認知症の本人と高齢者と協働して行う
勉強会「認知症ゼミナール」の実践

P-6-55 中田 領樹 （株式会社健康科学研究所）
日直制を導入し自主グループ活動化に成功した介
護予防教室における体力変化

P-6-56 松尾 洋 （株式会社くまもと健康支援研究所）
自動車学校と連携したMCI 高齢者に対する社会
的処方の取り組みについて（第1報）

P-6-57 古田加代子 （愛知県立大学看護学部）
転居高齢者の転入時と1年6か月後の要介護認定
の変化とその要因

P-6-58 山崎貞一郎 （秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生
学講座）
出産回数と認知機能との関連に関する横断研究：
大迫研究

P-6-59 松本 大典 （公益財団法人星総合病院）
通いの場参加高齢者の3か月後の活動の目標に関
する自己評価と要介護リスクとの関連

P-6-60 江尻 愛美 （東京都健康長寿医療センター研究所）
独居高齢者における社会的孤立の修正可能な関連
要因の特徴：お達者健診研究

P-6-61 深谷 太郎 （東京都健康長寿医療センター研究所）
独居高齢者の対面・非対面接触が孤立感に与える
影響の予備的分析

P-6-62 錦谷まりこ （九州大学病院メディカル・インフォメーション
センター）
高齢者の ICT利用と社会的相互作用の関係：国
際調査による定量的比較

P-6-63 植木 章三 （大阪体育大学教育学部）
中山間地域高齢者の生活機能と生活体力の推移か
らみた若返りの実態について

P-6-64 佐藤ひろ子 （東京聖栄大学健康栄養学部管理栄養学科）
元気高齢者の食事調達等食生活と食品多様性の実
態及びコロナ禍の食生活の変化について

第7分科会 高齢者の医療と福祉
P-7-1 尾関佳代子 （浜松医科大学健康社会医学講座）

薬局におけるオンライン服薬指導に関する調査

P-7-2 落合 佳子 （国際医療福祉大学保健医療学部看護学科）
認知症で要介護1の訪問看護の導入理由～3年間
の在宅療養者調査開始時データより～

P-7-3 富山 綾乃 （わかくさ竜間リハビリテーション病院）
高齢期住民の終末期における医療の希望伝達の状
況

P-7-4 筒井 孝子 （兵庫県立大学大学院社会科学研究科）
介護キャリア段位制度におけるアセッサー（評価
者）の活動とOJTの実際

P-7-5 九津見雅美 （大阪府立大学大学院看護学研究科）
レビー小体型認知症サポートネットワーク兵庫の
コロナ禍におけるオンライン交流会

P-7-6 藤井 俊吾 （島根県健康福祉部医療政策課）
島根県の高齢者に対する在宅ケアの提供場所に関
する分析

P-7-7 彦 聖美 （金城大学看護学部看護学科）
男性介護者世帯に対する防災対策支援の実態調査
（第一報）

P-7-8 工藤 恵子 （帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科）
研究論文における住宅見取り図の活用に関する文
献検討

P-7-9 神崎 匠世 （広島都市学園大学健康科学部看護学科）
緊急入院高齢患者の入退院支援における家族支援
に関する研究

P-7-10 石川 真子 （鹿児島地域振興局保健福祉環境部（伊集院保健
所）健康企画課）
コロナ禍における鹿児島保健医療圏域の入退院支
援の現状と課題

P-7-11 長尾 青空 （滋賀医科大学大学院医学系研究科公衆衛生看護
学講座）
2018-2020年度介護報酬情報を用いた relo-
cation がない看取りの実態：第一報基本統計編

P-7-12 辛 文宇 （滋賀医科大学大学院医学系研究科公衆衛生看護
学講座）
2018-2020年度介護報酬情報を用いた relo-
cation がない看取りの実態：第二報施設別編

P-7-13 臼井 裕太 （九州大学大学院医学系学府医療経営・管理学専
攻）
TKA術後患者の急性期リハビリ単位数の違いと
健康寿命の関連性：LIFE Study

P-7-14 森 繁子 （北海道科学大学大学院保健医療学研究科保健医
療学専攻）
デイサービスに勤務する看護職の自律性に関連す
る要因

P-7-15 田渕紗也香 （滋賀医科大学公衆衛生看護学講座）
特別養護老人ホームにおける看取りの実態推計：
2018-2020年の3か年推移

P-7-16 山口のり子 （田川市立病院医療支援センター）
施設看取りを推進するために求められる医療と介
護の連携～インタビュー調査を通して～

P-7-17 三浦 茜 （高槻市健康福祉部長寿介護課）
自立支援を促す個別ケース検討会議の成果につい
て

P-7-18 清水奈穂美 （滋賀医科大学医学部附属病院看護臨床教育セン
ター）
介護報酬情報を用いた訪問看護における在宅看取
りの実態推計：2018-2020年度の推移
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P-7-19 川口 桂嗣 （佐久大学看護学部）
認知症の家族介護者における精神健康状態の関連
要因アクションリサーチによる取り組み

P-7-20 佐藤美由紀 （佐久大学看護学部）
認知症の家族介護者における虐待近接行為の関連
要因アクションリサーチによる取り組み

P-7-21 渡邊 祐紀 （東海大学健康科学部社会福祉学科）
高齢者施設に勤務する多職種が行う介護場面にお
ける情報収集の特性と視線行動

P-7-22 杉原 陽子 （東京都立大学都市環境学部都市政策科学科）
在宅要介護高齢者の医療的ケアを行う家族介護者
の負担感と利得感、サポートの調節効果

P-7-23 三富 陽子 （滋賀医科大学公衆衛生看護学講座）
2018-2020年度介護報酬情報を用いた老人保
健施設における看取りの実態推計

P-7-24 本郷 貴士 （岡山県備中県民局保健福祉部）
在宅療養者を介護する家族が抱える介護負担感の
要因の文献的検討

P-7-25 廣木 里香 （行橋市役所）
地域住民の主体性と終末期までの在宅療養意思決
定に関する認識との関連

P-7-26 六藤 陽子 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
高年齢介護助手の全国での導入実態：介護老人保
健施設の全国調査（第1報）

P-7-27 相良 友哉 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
高年齢介護助手導入への施設の態度や考え方：介
護老人保健施設の全国調査（第2報）

P-7-28 高瀬 麻以 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
高年齢介護助手の雇用と介護職員の情緒的消耗：
介護老人保健施設の全国調査（第3報）

P-7-29 杉浦 圭子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
高年齢介護助手の業務内容とメリットとの関連：
介護老人保健施設の全国調査（第4報）

P-7-30 中本 五鈴 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
高年齢介護助手の情緒的消耗感の関連要因：介護
老人保健施設の全国調査（第5報）

P-7-31 斎藤 民 （国立長寿医療研究センター老年社会科学研究部）
認知症者の社会参加と死亡リスク：もの忘れ外来
患者コホート（NCGG-STORIES）

P-7-32 長谷部雅美 （聖学院大学心理福祉学部）
単身中高年者における福祉・介護制度の利用に対
する抵抗感とその関連要因の検討

P-7-33 山崎さやか （健康科学大学看護学部看護学科）
身寄りがない高齢者の実態と関連要因

P-7-34 金城 文 （鳥取大学医学部社会医学講座環境予防医学分野）
地域在住高齢者に終末期医療の意向を確認する内
容の検討

P-7-35 渡辺 忍 （筑波大学ヘルスサービス開発研究センター）
インスリン療法を行う在宅要介護者における属性
別の介護保険サービス利用の実態

P-7-36 帖地 節子 （福岡県大野城市福祉課）
高齢者虐待の要因に対する介護支援専門員の認識
と基礎資格との関係

P-7-37 堀 紀子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
後期高齢者の健康診査で使われる質問票によるフ
レイルの評価：SONIC研究

P-7-38 小林美奈子 （平成医療医療短期大学看護学科）
地域密着型サービスにおける在宅看取りに関する
研究動向

P-7-39 木村 光佑 （東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科看護
先進科学専攻地域保健看護学分野）
看護師が関わる在宅療養高齢者とその家族に対す
るACPの実践に関する文献レビュー

第8分科会 地域社会と健康
P-8-1 木下 徹 （愛媛大学大学院農学研究科地域健康栄養学）

北海道沼田町のトマト・温泉水とユビキノールを
活用した地域住民への健康づくり活動

P-8-2 松山紗奈江 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）
社会参加と健康寿命との関連：大崎コホート
2006研究

P-8-3 田尻 雅美 （熊本学園大学水俣学研究センター）
健康・医療・福祉相談から見える水俣病被害の実
態と施策の課題-被害者が求めるもの

P-8-4 桑原 恵介 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
東京郊外の大規模団地住民における居住形態と孤
食との断面的関連：2021年3月調査結果

P-8-5 池内 希 （県立広島大学経営情報学部）
病児保育施設へのアクセシビリティに関する地域
格差の定量的評価

P-8-6 田村須賀子 （富山大学学術研究部医学系地域看護学講座）
生活保護担当課保健師の個別支援における関係職
種との連携の特徴

P-8-7 眞崎 直子 （聖マリア学院大学看護学部）
都市型準限界集落ソーシャルキャピタルコーディ
ネーター育成プログラム開発と評価

P-8-8 黒田 藍 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
住民主体の食支援活動がもたらした住民ボラン
ティア及び医療・福祉専門職への効果

P-8-9 渡邉 彩 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
高齢期における就労と主観的健康感の縦断的関
連：システマティックレビュー

P-8-10 村山 陽 （東京都健康長寿医療センター研究所）
単身男性中高年者における経済状況と思考抑制傾
向が精神的健康に及ぼす影響

P-8-11 森田久美子 （東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科地域
健康増進看護学分野）
新型コロナウイルス感染症流行下における世代間
交流の実践事例

P-8-12 横川 吉晴 （信州大学医学部）
特定健診受診者の地域への愛着と健康度自己評価
との関連

P-8-13 安孫子尚子 （聖泉大学看護学部）
元気高齢者の人生の最終段階における意思決定と
ソーシャルキャピタルの関連

P-8-14 疋田愛里香 （国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所
国立健康・栄養研究所）
BMI 階層別にみたフレイルの該当割合：中年者
と高齢者の比較

P-8-15 渡邉 大輝 （国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所
国立健康・栄養研究所）
中高齢者における指輪っかテストでスクリーニン
グされたサルコペニアに関連する要因

P-8-16 谷出 敦子 （国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所
国立健康・栄養研究所）
指輪っかテストと基本チェックリストとの関連
性：中高齢者を対象とした調査

P-8-17 村山 洋史 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
ナッジ・メッセージは高齢期の社会参加活動を促
進するか？

P-8-18 岡林 恵 （大阪府健康医療部健康推進室健康づくり課）
大阪府における働く世代からのフレイル予防の取
組みについて

P-8-19 亀井美登里 （埼玉医科大学医学部社会医学）
地域住民の社会参加に関する調査 第1報 地域
支援活動への参加意向

P-8-20 小泉 沙織 （埼玉医科大学医学部社会医学）
地域住民の社会参加に関する調査 第2報 生活
経験による地域支援活動への参加意向
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P-8-21 太田 晶子 （埼玉医科大学医学部社会医学）
地域住民の社会参加に関する調査 第3報 支援
活動セミナーへの参加意向

P-8-22 仁科 基子 （埼玉医科大学医学部社会医学）
地域住民の社会参加に関する調査 第4報 コロ
ナ禍の生活と地域支援

P-8-23 城 諒子 （富山大学学術研究部医学系地域看護学）
住民リーダーとともに取り組む住民の健康づくり
に向けた保健師の支援内容

P-8-24 村山 幸子 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
新型コロナウイルス感染拡大下における住民主体
のグループ活動の実態とその関連要因

P-8-25 野中久美子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
「プロボノ」を入り口に現役勤労者を地域活動へ
誘導する可能性の検討

P-8-26 神田かなえ （香川大学医学部公衆衛生学）
地域の自殺予防に向けた人材育成に関する取り組
み

P-8-27 作山美智子 （東北文化学園大学医療福祉学部看護学科）
A県の地域包括支援センターにおける多職種連携
の促進因子

P-8-28 谷口 璃華 （大阪市立大学大学院生活科学研究科）
組織やグループに属して行う社会的活動への参加
と認知症発症に関する文献レビュー

P-8-29 西田 恵 （竹中工務店）
高齢者のうつと子どもや若い人との交流頻度の関
連：JAGES2019横断研究

P-8-30 谷山 牧 （国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科）
諸外国における「福祉から就労」：健康上の課題
を持つ人々への支援

P-8-31 山下 正 （神戸市看護大学看護学部）
新型コロナウイルス感染症への恐怖と感染予防行
動について

P-8-32 水川真理子 （神戸市看護大学）
新型コロナウイルス感染症流行禍の住民の健康状
態と受診行動について

P-8-33 藤岡 神奈 （神戸市看護大学健康生活看護学領域公衆衛生看
護学分野）
新型コロナウイルス感染症流行禍の住民の人との
交流の実態について

P-8-34 岩本 里織 （神戸市看護大学）
新型コロナウイルス感染症流行禍の住民の心の健
康について

P-8-35 鬼塚 浩明 （九州大学共創学部）
所得変化と帯状疱疹発症の関連性：LIFE Study

P-8-36 岡本 裕樹 （国立がん研究センターがん対策情報センターが
ん情報提供部）
「がん情報ギフト」の活用効果と寄贈年数・図書
館規模との関連

P-8-37 山内加奈子 （福山市立大学教育学部）
SOC（Sense of Coherence）と総死亡リスク
に関するコホート研究：大洲コホート2

第9分科会 難病・障害の医療と福祉
P-9-1 黒沢美智子 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）

難病法施行前後のベーチェット病医療受給者疫学
像の変化

P-9-2 亀井 哲也 （藤田医科大学医療科学部医療経営情報学科）
スモン患者検診データベースに基づく検討第1報
2020年度の実施法変更と受診状況

P-9-3 世古 留美 （藤田医科大学保健衛生学部看護学科）
スモン患者検診データベースに基づく検討第2報
2020年度の実施法変更と検診結果

P-9-4 橘 とも子 （国立保健医療科学院研究情報支援研究センター）
ゼロベースの災害健康危機管理のための、地域モ
デル作成に向けたＳＮＳ等の活用検討

P-9-5 江藤亜紀子 （国立保健医療科学院健康危機管理研究部）
災害時健康セルフマネジメントへのモバイルヘル
スデータ利用に関する研究の文献調査

P-9-6 鈴木 仁一 （神奈川県相模原市保健所）
日本公衆衛生学会モニタリング委員会【障害・難
病グループ】令和2/ 3年度活動報告

P-9-7 松尾 智江 （福岡大学大学院医学研究科看護学専攻）
高次脳機能障害を有する患者家族が抱える介護の
困難さと在宅支援に関する文献検討

P-9-8 北村 弥生 （長野保健医療大学）
余暇・スポーツ活動についての障害者手帳所持者
の実態と課題

P-9-9 常名 陽子 （東都大学ヒューマンケア学部看護学科）
在宅看護論実習における地区踏査からの学生の学
び

P-9-10 北川 愛 （佐賀県唐津保健所）
難病患者・小児慢性特定疾病児童にかかる県保健
所と市町との災害時支援の連携について

P-9-11 西田 大介 （梅花女子大学看護保健学部看護学科）
膠原病患者の新型コロナウイルス感染症流行によ
る生活への影響～患者会調査の分析～

P-9-12 深川 美空 （千葉県がんセンター）
看護学生のヘルプマークに対する認識と援助規範
意識の関係

P-9-13 炭谷 英信 （富山福祉短期大学看護学科）
A県の短期入所事業所における新型コロナウイル
ス感染拡大に伴う受け入れ状況と課題

P-9-14 江本 駿 （特定非営利活動法人ASrid）
新型コロナウイルス感染症第一波・第二波におけ
る難病患者・家族の受療行動への影響

第10分科会 精神保健福祉
P-10-1 関口 遥 （福島県立医科大学医学部）

医療系大学生におけるスマートフォン依存と利用
目的及び生活習慣との関係

P-10-2 村上 綾子 （秋田県由利地域振興局福祉環境部（秋田県由利
本荘保健所））
当保健所の自殺対策の取組について～心豊かに
「生ききる」由利の郷づくり事業～

P-10-3 西谷 梨花 （医療法人社団成仁病院）
行政保健師が行う精神障害者に対する就労支援の
内容

P-10-4 川内 健三 （東京家政大学）
保健所職員による措置入院者への退院後支援の実
態調査

P-10-5 丹治 史也 （日本赤十字秋田看護大学看護学部看護学科成人
看護学）
COVID-19パンデミック禍における看護学生の
心理的ストレスに対する影響要因

P-10-6 中尾 裕之 （宮崎県立看護大学）
精神科における長期入院患者の地域移行支援の現
状：2015年と2020年の比較（第一報）

P-10-7 青石 恵子 （熊本大学大学院生命科学研究部）
精神科における長期入院患者の地域移行支援の現
状：2015年と2020年の比較（第二報）

P-10-8 竹村 真澄 （町田市保健所）
町田市保健所における措置入院者への支援の現状
と課題

P-10-9 柴田 仁美 （秋田県精神保健福祉センター）
秋田県精神保健福祉センターにおける依存症支援
体制整備事業の取組
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P-10-10 翠 修司郎 （医療法人社団薫風会）
入院中の統合失調症患者の社会的認知と生活の質
との関連

P-10-11 木津喜 雅 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科）
海外におけるコロナ禍の自殺への影響

P-10-12 佐々木久長 （秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻）
地域住民に対する自殺対策事業の啓発・周知活動
と効果

P-10-13 松永 博子 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
地域住民における相談窓口等の認知状況と心理的
苦痛の高い傾向との関連

第11分科会 口腔保健
P-11-1 加藤 一夫 （愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座）

ブラッシング時のS-PRGフィラー配合歯磨剤か
らの無機イオン溶出速度の検討

P-11-2 三浦 宏子 （北海道医療大学歯学部保健衛生学分野）
歯科疾患実態調査のシミュレーション分析による
う蝕診査の一致性に関する検討

P-11-3 荻野 大助 （名寄市立大学保健福祉学部）
大学一年生の生活習慣と歯科口腔保健に対する意
識調査（第2報）

P-11-4 谷 直道 （九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講
座）
歯科健診における歯周病判定と糖尿病発生の関連
性：LIFE Study

P-11-5 真田依功子 （梅花女子大学看護保健学研究科口腔保健学専攻）
歯科衛生士のインプラントメインテナンスの実施
状況に関する調査

P-11-6 飯田 恭子 （名古屋市千種保健センター）
昭和・平成・令和につながる名古屋市の3歳児、
1歳6か月児のう蝕推移

P-11-7 吉森 和宏 （千葉県衛生研究所健康疫学研究室）
千葉県内の市町村が実施する2歳児の歯科保健事
業の実施状況について

P-11-8 杉浦 石根 （岐阜県歯科医師会）
自立高齢者における口腔機能低下症有病率

P-11-9 森田 一三 （日本赤十字豊田看護大学看護学部）
ベイズ更新を用いた口腔機能検査値から食事を摂
ることに満足する確率の算定方法の作成

P-11-10 澤田 祐里 （港区みなと保健所）
港区『お口の健診』の継続受診者の行動の変化に
ついて

P-11-11 演題取り下げ

P-11-12 小原 由紀 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域在住高齢者における「かかりつけ歯科医」の
有無とフレイルとの関連についての検討

P-11-13 岩崎 正則 （東京都健康長寿医療センター研究所）
COVID-19流行下の定期的歯科受診の中断が高
校生の口腔の健康に与える影響

P-11-14 田所 大典 （東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野）
コロナ禍における歯磨き及び集団フッ化物洗口等
の実施状況報告

P-11-15 御子柴正光 （筑波大学ヘルスサービス開発研究センター）
A自治体の医療・介護レセプトを用いた介護老人
福祉施設入居者の歯科受診の実態

P-11-16 永盛 友樹 （ライオン株式会社）
風邪の引きやすさと口腔状態の関係

P-11-17 平光 良充 （名古屋市衛生研究所）
乳幼児健診データに機械学習を適用した幼児う蝕
罹患リスク予測

P-11-18 松井 大輔 （京都府立医科大学大学院医学研究科地域保健医
療疫学）
口腔機能低下症の検査項目と筋力に関する検討

P-11-19 田中 梓 （新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔健康科学
講座予防歯科学分野）
2型糖尿病患者における歯周病炎症面積と脳梗塞
発症リスクとの関連

P-11-20 北見 英理 （茨城県歯科医師会地域保健委員会）
事業所における口腔機能健康測定活用の検討

P-11-21 皆川久美子 （新潟大学大学院医歯学総合研究科予防歯科学分
野）
腎機能と自己申告による現在歯数との関連（魚沼
コホート調査より）

P-11-22 丸山 直美 （梅花女子大学看護保健学部口腔保健学科）
歯科衛生士学生の地域歯科保健実習における到達
度の自己評価

P-11-23 湯川 響 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科健康
推進歯学分野）
高齢者の現在歯数や義歯の使用と対面で人に会う
頻度の関連

P-11-24 白部 麻樹 （東京都健康長寿医療センター研究所）
認知症重症度に注目したアルツハイマー型認知症
高齢者の口腔衛生管理課題に関する検討

P-11-25 福田 英輝 （国立保健医療科学院）
全国自治体における歯周疾患検診の実施状況およ
びそれらと関連する要因

P-11-26 福田 雅臣 （日本歯科大学生命歯学部衛生学講座）
公益社団法人東京都歯科医師会主催の都民向け
フォーラム視聴者の動向

第12分科会 感染症
P-12-1 大脇 五鈴 （福岡市中央区保健福祉センター保健所）

小児科医院において大規模な結核接触者健診を
行った事例

P-12-2 川口谷充代 （札幌医科大学医学部衛生学講座）
2011～2019年に分離された無莢膜型肺炎球
菌の薬剤感受性と分布率に関する疫学調査

P-12-3 蕪木 康郎 （さいたま市健康科学研究センター）
簡易抽出試薬を用いたインフルエンザウイルスの
リアルタイムPCR法の検討

P-12-4 内田 満夫 （群馬大学医学部公衆衛生学教室）
群馬県におけるCOVID-19に対する検査陽性率
の推移に関する考察

P-12-5 佐藤 陽香 （福島県県北保健福祉事務）
結核集団感染が発生したA精神科病院における
感染要因と定期健診実施状況の調査研究

P-12-6 野口 裕子 （高知県中央西福祉保健所）
結核患者の接触者健康診断を広域で調整した事例
について

P-12-7 小澤 亨司 （小澤歯科医院）
マスクの除塵性能について（第2報）

P-12-8 小田 太史 （九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講
座）
高齢者肺炎球菌ワクチン接種と疾病罹患・総医療
費の関連性：LIFE Study

P-12-9 谷畑 健生 （神戸市保健所医務薬務課）
性感染症定点の在り方

P-12-10 阿部俊太郎 （京都市保健福祉局健康長寿のまち・京都推進室
健康長寿企画課）
京都市における Chlamydia trachomatis 感染
症検査受検者の動向（2013~2019年度）

P-12-11 鹿嶋小緒里 （広島大学大学院先進理工系科学研究科環境保健
科学研究室）
過去の結核蔓延度はCOVID-19の発症率・死亡
率と逆相関している

P-12-12 今井 明子 （公益財団法人結核予防会結核研究所）
日本の行政機関による外国出生者を対象とした潜
在性結核感染症に関する情報提供の現状



75

P-12-13 筒井 理華 （青森県健康福祉部保健衛生課）
病原体等検査における検査プロセスの改善に向け
た自主管理体制の検討

P-12-14 井上 由紀 （埼玉県立大学保健センター）
コロナ禍における保健医療福祉系大学のB型肝
炎予防対策～個別接種による感染管理～

P-12-15 井上 清美 （姫路獨協大学看護学部）
大学のリソースを活用した新型コロナワクチン集
団接種の取り組み

P-12-16 曽我 一將 （大田区保健所）
新型コロナウイルス感染症流行下における大田区
内の結核発生状況について

P-12-17 糟谷 早織 （結核予防会結核研究所入国前結核スクリーニン
グ精度管理センター）
入国前結核スクリーニングにおける課題~外国出
生小児潜在性結核感染症患者の現状~

P-12-18 永田 容子 （結核研究所対策支援部保健看護学科）
外国人結核患者を対象とした外来でのDOTS会
議の取り組み～成果と課題～

P-12-19 増本由紀子 （広島大学大学院医系科学研究科健康情報学研究
室）
季節性インフルエンザに対する高校生の予防行動
の調査研究

P-12-20 佐野 絢子 （品川区役所品川区保健所）
ハイリスク集団への感染拡大防止策の展開ー土木
作業員寮での結核集団発生を経験してー

P-12-21 勅使川原洋子（群馬医療福祉大学看護学部）
群馬県精神障害者通所施設における新型コロナ感
染予防対策の現状と課題

P-12-22 坂本 博文 （川口市国民健康保険課）
予防接種の有効性・安全性の効果測定に関する
データ収集等事業について

P-12-23 高橋裕里子 （帝京平成大学健康医療スポーツ学部看護学科）
日本公衆衛生学会誌でみる高齢者の感染症に関す
る近年の研究動向

P-12-24 田中 真弓 （横浜市緑福祉保健センター）
多剤耐性結核に至った技能実習生事例の報告と地
域DOTSにおける保健所保健師の役割

P-12-25 門脇 睦美 （世田谷保健所感染症対策課）
新型コロナウイルス感染症の家庭内二次感染発生
に関する考察

P-12-26 高木 二郎 （山陽学園大学大学院看護学研究科公衆衛生学）
新型コロナウイルス感染症発生前後の職域の so-
cial capital と work engagement の変化

P-12-27 近藤 徹 （長崎県五島保健所）
保健所におけるHTLV-1検査・相談体制の現状
と課題

第13分科会 健康危機管理
P-13-1 黒田 梨絵 （清泉女学院大学看護学部）

山梨県東部の地区防災計画における避難所での感
染症対策立案に向けた課題

P-13-2 町田 宗仁 （金沢大学医学系国際保健学）
棒グラフとピクトグラムの違いによるデータの信
頼性とリスク認知の差について

P-13-3 池田 和功 （和歌山県橋本保健所）
災害時健康危機管理活動の支援・受援体制整備と
DHEAT養成事業

P-13-4 日比野直子 （三重県立看護大学）
壮年期の看護職の災害ボランティア活動から考え
る自身の高齢期に備える防災・減災力

P-13-5 宇田 優子 （新潟医療福祉大学看護学部看護学科）
大雪が地域包括ケアに及ぼす影響 -看護文献検
討-

P-13-6 伊藤 常久 （東北生活文化大学家政学部家政学科）
現職保育士における心肺蘇生法に関する意識調査

P-13-7 由井 秀樹 （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）
コロナ禍を経験した社会における再生医療・異種
移植をめぐる公衆衛生上の問題

P-13-8 大河内彩子 （熊本大学大学院生命科学研究部健康科学講座）
熊本地震被災者の仮設住宅退去後の生活状況と精
神的健康との関連：コロナ禍の復興

P-13-9 奥田 博子 （国立保健医療科学院）
災害時における保健師間の連携と応援人材の確保
1―都道府県本庁及び関係団体への調査

P-13-10 雨宮 有子 （千葉県立保健医療大学）
災害時における保健師間の連携と応援人材の確保
2－県型保健所及び関係団体への調査

P-13-11 時田 礼子 （東京情報大学看護学部）
災害時における保健師間の連携と応援人材の確保
3-市町村及び関係団体への調査

P-13-12 宮崎美砂子 （千葉大学大学院）
災害時における保健師間の連携と応援人材の確保
4―保健所設置市及び関係団体への調査

P-13-13 高島 千敬 （広島都市学園大学健康科学部リハビリテーショ
ン学科）
市中における手指衛生の実態調査

P-13-14 木田 麻里 （滋賀県南部健康福祉事務所（草津保健所））
災害時の保健医療調整地方本部とDMAT活動拠
点本部の一体的協働体制整備に向けて

P-13-15 吉松 芙美 （国立感染症研究所感染症危機管理研究センター）
国立感染症研究所エマージェンシーオペレーショ
ンセンターの運用

P-13-16 伊藤 慎也 （北里大学看護学部）
東京電力福島第一原子力発電所事故から7年後の
大学生の将来母親になることへの意識

P-13-17 中山 千尋 （福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）
原発事故後の福島県の放射線による健康影響不安
と情報源・メディアの関連

P-13-18 谷本 敬 （寝屋川市保健所）
新型コロナウイルス感染症の流行期に実施した、
高齢者施設定期ＰＣＲ検査の意義

P-13-19 曽根 志穂 （金城大学看護学部看護学科）
地域住民が考える高齢者の災害時支援について

P-13-20 相馬 幸恵 （新潟県三条地域振興局健康福祉環境部）
避難所支援従事者による情報把握と効果的支援の
ための避難所日報の検討

P-13-21 佐々木亮平 （岩手医科大学教養教育センター人間科学科体育
学分野）
大規模災害時における在宅等避難者（災害時要配
慮者）の情報把握・支援方法の検討

P-13-22 勝田 泉 （花王株式会社スキンケア研究所）
一般生活者における効果的な手指衛生を目指した
手指消毒実態の把握

P-13-23 佐野 幸恵 （筑波大学システム情報系社会工学域）
風疹に関するSNS書き込み推移の解析

P-13-24 村山留美子 （神戸大学人間発達環境学研究科）
COVID-19ワクチン接種意思とワクチン接種お
よびCOVID-19に対するリスク認知との関連

P-13-25 花井 詠子 （兵庫県立大学看護学部地域看護学領域）
COVID-19感染症流行下における四国巡礼者の
特徴と自然災害・健康危機に向けての対応

P-13-26 山崎 修平 （品川区保健所）
屋形船におけるCOVID-19感染拡大検証と保健
所の役割－国内初クラスター事例を振返る－

P-13-27 鈴木 史明 （医療法人定生会谷口病院産婦人科）
新型コロナウイルス禍における妊婦の感情気分の
実態調査
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第14分科会 医療制度・医療政策
P-14-1 梅本 礼子 （広島大学医系科学研究科健康情報学）

広島県がん登録情報から見えたがん対策とがん医
療の現状と課題

P-14-2 岩本 伸一 （一般社団法人大阪府医師会調査委員会）
オンライン診療を医師会員はどのように考えてい
るか 大阪府医師会会員意見調査から

P-14-3 名越 究 （島根大学医学部環境保健医学講座）
地域医療情報連携ネットワークのアクティビティ
を向上する

P-14-4 神崎 寛志 （九州大学大学院医学系学府医療経営・管理学専
攻）
入院時支援加算取得による在院日数短縮への効
果：LIFE Study

P-14-5 竹内 浩視 （国立大学法人浜松医科大学医学部地域医療支援
学講座）
病院の病床機能や施設認定と発症後早期の脳梗塞
入院患者の動向との関連

P-14-6 三宅 貴之 （駒沢女子大学人間総合学群住空間デザイン学類）
医師数と診療時間からみた外来キャパシティに関
する分析

P-14-7 新井 一通 （筑波大学大学院人間総合科学研究院人間総合科
学研究群公衆衛生学学位プログラム）
民間介護保険の需要決定要因

P-14-8 冨田 清行 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科博士
課程医歯学専攻環境社会医歯学講座政策科学）
小児かかりつけ診療料導入による小児医療への影
響と地域差に関する研究

P-14-9 荒神 裕之 （山梨大学医学部附属病院医療の質・安全管理部）
患者本人が通院・入院で認識するエラーやトラブ
ルの頻度や内容に関する疫学的調査

P-14-10 演題取り下げ

P-14-11 長谷川久之 （東京医科歯科大学大学院環境社会医歯学講座政
策科学分野 ）
Covid19による2020年の医療崩壊の状況を労
働災害データより考察する

第15分科会 公衆衛生従事者育成
P-15-1 森鍵 祐子 （山形大学大学院医学系研究科看護学専攻）

Covid-19感染症拡大下における公衆衛生看護学
実習の対応

P-15-2 山上 佳樹 （香川県健康福祉総務課）
公衆衛生医師確保のための香川県の取り組み

P-15-3 吉岡 京子 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
保健師による保健医療福祉計画策定に関する全国
調査（第3報）

P-15-4 塩見 美抄 （京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）
保健師による保健医療福祉計画策定に関する全国
調査（第4報）

P-15-5 日高 友郎 （福島県立医科大学医学部衛生学・予防医学講座）
コロナ禍における社会医学実習「家庭健康管理
テュートリアル」オンライン化の教育影響

P-15-6 山本かよ子 （藍野大学短期大学部第一看護学科）
看護基礎教育におけるCOVID-19を取り入れた
学内実習からのアクションリサーチ

P-15-7 高見 栄喜 （関西看護医療大学看護学部専門基礎分野）
COVID-19流行前後での地方看護学生の初年次
要因の検討

P-15-8 戸渡 洋子 （熊本保健科学大学保健科学部看護学科）
COVID-19に伴う臨地実習制限が保健師選択学
生の技術目標到達度に与えた影響について

P-15-9 田島真智子 （岐阜聖徳学園大学看護学部）
地域包括支援センターの看護職の責務（第1報）～
在宅看護実習の指導者を対象にして～

P-15-10 深谷 由美 （日本赤十字豊田看護大学）
地域包括支援センターの看護職の責務（第2報）
～在宅看護実習記録を対象にして～

P-15-11 小島 光洋 （弘前大学大学院医学研究科社会医学講座）
東京帝大柳島セツルメントの活動――社会医学の源
流をたどる

P-15-12 村松 司 （北海道倶知安保健所（兼）北海道岩内保健所（兼）
北海道子ども子育て支援課）
公衆衛生医師の確保と育成に関する実践活動報
告：ICT広報媒体の活用

P-15-13 田中 富子 （吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科）
保健師資格取得を目指す編入学生の入学動機に影
響した体験と気づき

P-15-14 中島富志子 （日本保健医療大学保健医療学部看護学科）
A県市町村保健師の地域組織活動への意識と支援
状況の関連

P-15-15 原田ひとみ （藍野大学短期大学部第一看護学科）
COVID-19禍から生まれた新しい在宅看護論実
習

P-15-16 中臣 昌広 （一般財団法人日本環境衛生センター）
コロナ禍でのオンライン・ワークショップによる
保健所環境衛生監視員講座の評価

P-15-17 牛山 明 （国立保健医療科学院）
国立保健医療科学院における対面とオンラインの
混合による新たな研修形態の試み

P-15-18 宇野千賀子 （滋賀県健康医療福祉部健康寿命推進課）
滋賀県における保健師現任教育の取り組みの成果
と課題

P-15-19 守山 正樹 （日本赤十字九州国際看護大学）
公衆衛生学を手で考え学ぶ試み

P-15-20 植森 瑞妃 （大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康科
学講座）
都道府県・保健所設置市・特別区の行政栄養士が
目指す方向性とスキルアップしたい内容

P-15-21 篠原 彩 （大分県立看護科学大学）
看護学生による予防的家庭訪問実習（第8報）：
コロナ禍での訪問実習と学生の学び

P-15-22 三浦 佳奈 （福島学院大学短期大学部食物栄養学科）
管理栄養士を志す学生に対する「環境微生物検査」
の実施とその教育効果に関する研究

P-15-23 綾部 明江 （茨城県立医療大学保健医療学部看護学科）
保健師学生の卒業時における健康相談技術の習得
状況

第16分科会 保健所・衛生行政・地域保健
P-16-1 町井 涼子 （国立がん研究センター）

県主導によるがん検診の精検受診率向上策の検討

P-16-2 鳩野 洋子 （九州大学医学研究院保健学部門）
新型コロナウィルス感染拡大時の市町村保健セン
ター事業の実施状況

P-16-3 島田 美喜 （社会福祉法人至誠学舎立川児童事業本部児童福
祉研究所）
新型コロナウィルス感染拡大時の保健センター事
業への参加状況等の変化

P-16-4 谷口 栄作 （島根県健康福祉部）
島根県における公衆衛生行政医師確保対策の現状
と今後の方向

P-16-5 三上由美子 （防衛医科大学校医学教育部看護学科母性看護学
講座）
女性健康支援センターにおける女性の健康相談お
よび健康啓発活動の状況について

P-16-6 佐藤 貴子 （大分県南部保健所）
コロナ禍における地域保健事業推進方策の検討

P-16-7 中山 文子 （川口市保健所）
高齢者施設等職員に対する感染症予防研修会のオ
ンデマンド実施結果
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P-16-8 笠原 美香 （公立大学法人青森県立保健大学）
COVID-19が市町村保健師と保健師活動へ及ぼ
す影響

P-16-9 植原 千明 （香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科）
保健師活動指針に基づく保健活動の展開に関する
調査1：自治体種別・人口規模との関連

P-16-10 辻 よしみ （香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科）
保健師活動指針に基づく保健活動の展開に関する
調査2：本庁役割遂行に関する課題

P-16-11 竹田 飛鳥 （国立保健医療科学院健康危機管理研究部）
地方自治体におけるCOVID-19の対応を踏まえ
た歯科医療提供体制の構築状況

P-16-12 浦川美奈子 （公益財団法人結核予防会結核研究所対策支援部
保健看護学科）
結核低まん延社会における地域包括ケアとしての
結核療養支援（第2報）

P-16-13 古舘美喜子 （八戸学院大学健康医療学部看護学科）
PDCAサイクルに基づいた保健師活動の事業評
価～若年生活習慣病予防健診からの検証～

P-16-14 庄野あい子 （昭和薬科大学薬学部社会薬学研究室）
自治体における季節性インフルエンザワクチンの
公費助成金額に関する実態調査

P-16-15 吉井 公彦 （吹田市健康医療部保健医療室）
吹田市内のかかりつけ薬剤師・薬局機能調査 ～
厚生労働省の調査との比較～

P-16-16 萬徳 香織 （北九州市八幡西区役所保健福祉課地域保健係）
若年妊産婦の継続的な個別支援の明確化と標準化
にむけて

第17分科会 公衆栄養
P-17-1 橋本奈津実 （大阪府藤井寺保健所）

地域における食支援ネットワークの構築

P-17-2 飯坂 真司 （淑徳大学看護栄養学部栄養学科）
地域在住高齢者の食料品アクセス低下状況の類型
化と食品摂取・栄養状態の関連

P-17-3 阿部 惠理 （大妻女子大学大学院人間文化研究科）
妊娠中体重増加量と食習慣および食意識の関連

P-17-4 福井 涼太 （兵庫県立大学環境人間学部食環境栄養課程）
大学生の野菜摂取量と経済状況、食習慣、野菜料
理選択、食意識との関連

P-17-5 丸山 智美 （金城学院大学生活環境学部）
食塩摂取に気をつけている意識をもつ勤労者の食
品摂取の特徴

P-17-6 奥田 昌之 （山口大学大学院創成科学研究科）
小児用簡易型自記式食事歴質問票BDHQの回答
者別のNaと Kの推定値

P-17-7 鈴木 康司 （藤田医科大学医療科学部臨床検査学科予防医科
学分野）
血清カロテノイド値と白血球SOCS3 DNAメ
チル化率との関連－Yakumo Study－

P-17-8 濱田 有香 （医薬基盤・健康・栄養研究所国立健康・栄養研
究所栄養・代謝研究部）
身体活動量の高い者における習慣的なカルシウム
摂取量に関する文献レビュー

P-17-9 星 玲奈 （目白大学社会学部社会情報学科）
身体活動量の高い者における習慣的な鉄摂取量に
関する文献レビュー

P-17-10 辻 雅善 （近畿大学九州短期大学生活福祉情報科）
身体活動量の高い者における習慣的な亜鉛摂取量
に関する文献レビュー

P-17-11 今枝奈保美 （至学館大健康科学部）
日本食品標準成分表2020年版（八訂）を用い
た中高年地域集団の食事評価に関する検討

P-17-12 酒井 亜月 （大阪市立大学大学院生活科学研究科食健康科学
講座公衆栄養学研究室）
保育所に通う幼児を対象とした栄養素等摂取量の
平日と休日の比較－第1報（男児）

P-17-13 中川 実香 （大阪市立大学大学院生活科学研究科食健康科学
講座公衆栄養学研究室）
保育所に通う幼児を対象とした栄養素等摂取量の
平日と休日の比較－第2報（女児）

P-17-14 荒牧 礼子 （高知県立大学健康栄養学部）
コロナ禍による外出自粛要請期間が若者の体重、
生活習慣ならびに食生活に及ぼす影響

P-17-15 草間 太郎 （東北大学大学院歯学研究科）
地域在住高齢者における普段の共食相手と体重変
化との関連：JAGESによる縦断研究

P-17-16 渡邉 純子 （南九州大学健康栄養学部管理栄養学科）
中学生の心身の健康問題低減プログラム
（SPRAT）における食事摂取状況の評価

P-17-17 上地 賢 （東邦大学健康科学部）
食塩摂取行動と血圧値の経時的関係性：日本人成
人集団への24時間蓄尿を用いた追跡調査

P-17-18 尾崎 悦子 （京都府立医科大学地域保健医療疫学）
食事の濃さと食習慣・生活習慣の関連

P-17-19 三浦 綾子 （常葉大学健康プロデュース学部健康栄養学科）
高校生の栄養摂取量過不足リスクスコアに影響す
る親子の自覚的食環境と食リテラシー

P-17-20 小島 成実 （東京都健康長寿医療センター研究所）
高齢者における大豆食品の摂取状況と運動・認知
機能の横断的関連：お達者研究

P-17-21 千葉 啓子 （岩手県立大学研究・地域連携本部）
幼児の給食における栄養・食品摂取について

P-17-22 南里妃名子 （国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）
高齢者における日常的なコーヒーの摂取頻度と睡
眠障害との関連：Kyoto-Kameoka Study

P-17-23 上江洲恵梨 （大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康講
座公衆栄養学）
幼児を対象とした食事摂取状況の検討ー平日と休
日における栄養素等摂取量の比較

P-17-24 西中川まき （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
朝食摂取状況別にみた野菜摂取量350g/日以上
の関連要因－世代別の検討－

P-17-25 龍田 希 （東北大学大学院医学系研究科発達環境医学分野）
妊娠女性の n-3系多価不飽和脂肪酸と出生児の発
達：エコチル調査の追加調査より

P-17-26 八重樫昭徳 （北海道大学大学院医学院社会医学講座公衆衛生
学教室）
緑茶とうつとの関連：観察研究のシステマティッ
クレビューとメタアナリシス

P-17-27 横山 友里 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域高齢者における食品摂取の多様性と要介護認
知症発症との関連：養父コホート研究

P-17-28 清水 友絵 （世田谷区健康づくり課）
区民健診、母親学級・両親学級における朝食摂取
状況についての調査

P-17-29 和田 瑞穂 （京都府立医科大学大学院医学研究科地域保健医
療疫学）
京都府民における年齢別及び食形態別栄養素摂取
量の検討

P-17-30 境田 靖子 （長崎県立大学看護栄養学部）
母親の授乳法の違いによる児の成長への影響

P-17-31 福村 智恵 （大阪市立大学大学院生活科学研究科）
勤務形態別にみた男性勤労者の睡眠状況と体重増
加に関わる食行動の特徴

P-17-32 福万 智子 （大阪市保健所）
栄養士の配置状況からみる大阪市内事業所給食施
設の栄養管理状況
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P-17-33 堀江 早喜 （慶應義塾大学）
離乳期以降の児を持つ保護者の心配事が与える関
連要因の検討

第18分科会 健康運動指導
P-18-1 安部 孝文 （島根大学地域包括ケア教育研究センター）

高齢者の柔軟運動・筋力向上運動と血圧の変化と
の関連：5年間の縦断研究

P-18-2 東山 綾 （和歌山県立医科大学衛生学）
中高年の一般住民女性における運動量と将来の骨
量減少リスク：神戸研究

P-18-3 柴田 真志 （兵庫県立大学看護学部運動科学研究室）
大学生における社会的時差と身体活動の関係につ
いての横断的調査

P-18-4 篠田 邦彦 （新潟大学医学部国際保健学教室）
「エッセンシャル10」を用いた立ち三段跳びの
改善要因の検討

P-18-5 水野かゞみ （中部学院大学スポーツ健康科学部）
コロナ禍における水泳指導の実践とその重要性

P-18-6 大澤 康子 （群馬県立県民健康科学大学看護学部）
A村在住の中高年齢者の身体活動状況

P-18-7 霜触 智紀 （新潟大学大学院現代社会文化研究科）
運動部活動の顧問・指導者の体罰行使経験と体罰
関連要因との関連の検討

第19分科会 食品衛生・薬事衛生
P-19-1 川口まなみ （墨田区保健所生活衛生課）

複数のヒスタミン含有食材を使用したきつねうど
んによるヒスタミン食中毒事例

P-19-2 神奈川芳行 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
食品防御対策ガイドラインへの感染症対策の追加
と小規模事業者向けチェックリスト案

P-19-3 高畑 能久 （大阪成蹊大学フードシステム研究室）
わが国の食品流通業（小売業）における食品防御
対策の現状調査

P-19-4 熊谷 優子 （和洋女子大学家政学部健康栄養学科）
食中毒患者数と新型コロナウイルス感染症患者数
との関連性に関する研究

P-19-5 窪田 邦宏 （国立医薬品食品衛生研究所安全情報部第二室）
カンピロバクター、サルモネラ、腸炎ビブリオの
食中毒被害実態の推定（2006～2019年）

P-19-6 小祝 望 （国立保健医療科学院医療・福祉サービス研究部）
購入した食品に異変があった際の対応に関する意
識調査

P-19-7 福留 智子 （宮崎県衛生環境研究所）
新たな食中毒の原因としての粘液胞子虫類の鮮魚
実態調査

P-19-8 加藤 礼識 （別府大学食物栄養科学部発酵食品学科）
食品としてのジビエ消費振興の阻害要因について
の研究

P-19-9 田部 翔大 （別府大学食物栄養科学部発酵食品学科）
昆虫食は安全な食料か -昆虫食議論を始めるた
めに-

P-19-10 土江 里穂 （別府大学食物栄養科学部発酵食品学科）
オリンピック・パラリンピック東京大会を想定し
た食品防御対策の検討過程

P-19-11 入江 晴香 （別府大学食物栄養科学部発酵食品学科）
バイトテロ発生要因の推定と食品防御ガイドライ
ンによる防止に関する研究

P-19-12 藤井 仁 （目白大学看護学部）
子宮体癌や他の癌種の既往を持つ者と健常者の健
康食品の利用状況の比較に関する研究

P-19-13 野尻 一孝 （別府大学食物栄養科学部発酵食品学科）
大分県及び全国各自治体におけるふぐ処理資格の
平準化について

P-19-14 戸次加奈江 （国立保健医療科学院）
乳幼児用玩具を介した可塑剤・難燃剤の曝露評価
に関する研究

第20分科会 産業保健
P-20-1 富永 真己 （摂南大学看護学部）

高齢者介護施設における外国人介護職の採用後の
実態：利点と課題

P-20-2 西村 千尋 （伊仙町役場健康増進課）
健康長寿を支える伊仙町役場の保健師等医療職の
精神的健康パターン

P-20-3 吹田 晋 （慶應義塾大学看護医療学部）
中小規模事業場における効果的なメンタルヘルス
対策の検討：スコーピングレビュー

P-20-4 柳沼 梢 （尚絅学院大学総合人間科学系健康栄養学類）
管理栄養士・栄養士の努力－報酬不均衡と心理的
ストレス反応の関係

P-20-5 妻田 直人 （東芝エネルギーシステムズ株式会社）
在宅勤務率の増加に伴うオンライン面談の実施と
今後の展望

P-20-6 栗岡 住子 （桃山学院教育大学）
中小企業経営者における職業性ストレスの尺度開
発

P-20-7 西山こいと （東邦大学医療センター大森病院）
入院中の女性SLE患者への就労支援プログラム
の作成

P-20-8 西本 大策 （鹿児島大学医学部保健学科看護学専攻）
臨床看護師のバーンアウトに対するレジリエンス
への介入研究

P-20-9 和田 直子 （新潟医療福祉大学看護学部看護学科）
子育てと仕事の両立支援における産業看護職の課
題と可能性

P-20-10 茶谷 有紀 （秋田大学大学院社会医学系衛生学公衆衛生学講
座）
Pubmedによる我が国の働く女性の健康に関す
る研究のシステマティックレビュー

P-20-11 川又 華代 （東京大学医学部附属病院22世紀医療センター）
事業場における健康づくり活動の体制要因と運動
の取り組みとの関連

P-20-12 西尾 信宏 （和歌山県立医科大学医学部公衆衛生学教室）
医学部付属病院勤務者の喫煙状況

P-20-13 染谷 典子 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
女性労働者の年齢層別に見たメンタルヘルスと生
活習慣・体重変化との関係

P-20-14 矢下 美穂 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分
野）
中小運送会社の長距離トラックドライバーのワー
クライフバランスとストレス反応の関連

P-20-15 柴崎 智美 （埼玉医科大学医学部医学教育学）
小規模事業場におけるメンタルヘルス対策の実践

P-20-16 津田 紫緒 （東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科地域
保健看護学）
産業保健看護職者の専門教育制度の国際比較

P-20-17 藤田麻理子 （広島大学大学院医系科学研究科）
産業看護職の職務満足感に関連する要因

第21分科会 環境保健
P-21-1 緒方 文彦 （近畿大学薬学部公衆衛生学研究室）

SDGs達成のための廃棄物バイオマスを用いた
水質浄化技術の開発

P-21-2 山城 海渡 （近畿大学薬学部公衆衛生学研究室）
快適な住環境のためのおから炭の製造と調湿

P-21-3 清水 貴明 （さいたま市健康科学研究センター）
測定方法が異なる花粉情報の標準化に関する検討
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P-21-4 藤樫 翔太 （さいたま市健康科学研究センター）
LC-ICP-MSによる河川水中クロムに関するスペ
シエーション分析の検討

P-21-5 関 健介 （杏林大学保健学部診療放射線技術学科）
フラン脂肪酸代謝産物（CMPF）が及ぼす有機
汚染物質酸化分解の促進効果

P-21-6 森 裕樹 （東京都健康長寿医療センター研究所）
住民主体の通いの場で見られる対人不作法の特徴

P-21-7 陳 ユル （千葉大学大学院医学薬学府）
新設された商業施設の利用頻度と購買行動との関
連：縦断研究

P-21-8 阪東美智子 （国立保健医療科学院生活環境研究部）
民泊の衛生管理に関する教育・啓発媒体の開発

P-21-9 稲寺 秀邦 （富山大学学術研究部医学系公衆衛生学）
妊娠中の母親の血中カドミウム濃度と児の出生時
体格：エコチル調査より

P-21-10 安齋 博文 （公益財団法人日本建築衛生管理教育センター）
局所貯湯式給湯設備におけるレジオネラ汚染の調
査と対策

P-21-11 伊藤 武彦 （岡山大学学術研究院教育学域）
上演中の貸ホール内及び楽屋の換気状況の経時的
測定

P-21-12 開原 典子 （国立保健医療科学院）
建築物の環境衛生管理の実態に関する全国調査そ
の11中規模建築物の環境衛生管理

P-21-13 細川まゆ子 （順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座）
日常生活におけるストレスとコルチゾール濃度と
の関連について

P-21-14 福室 自子 （杏林大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
COVID-19流行下におけるプラスチック類廃棄
物の環境汚染問題に関する文献レビュー

第22分科会 国際保健
P-22-1 武藤三千代 （日本医科大学スポーツ科学教室）

カンボジアの子どもたちにおけるラジオ体操によ
る健康づくり

P-22-2 鈴村 美和 （社会医療法人松田整形外科記念病院）
外国人患者の当院受療時ニーズに関する社会疫学
的調査（第4報）

P-22-3 長部 千寿 （小千谷市役所）
バヌアツ共和国マレクラ島住民の生活習慣の現状
と課題

P-22-4 小林 久美 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
バヌアツ共和国の小学生の栄養状態

P-22-5 高橋 彩夏 （群馬大学医学部医学科）
群馬県における在日外国人の新型コロナワクチン
接種への認識とアクセス状況

P-22-6 神田 浩路 （旭川医科大学医学部社会医学講座）
アフリカ地域における健康リスク情報収集システ
ムの構築に向けた現状分析

P-22-7 菊地 君与 （九州大学医学研究院保健学部門）
バングラデシュの女性における閉経後の健康問題
について

P-22-8 野村真利香 （独立行政法人国際協力機構（JICA）人間開発部）
途上国向け映像教材「日本の保健所による
COVID-19対策の取組み」作成の試み

P-22-9 小柳 祐華 （東京有明医療大学保健医療学部）
健康な高齢化社会づくりへの地域保健ボランティ
アの貢献：日本とタイ国の異文化研究

第23分科会 保健医療介護サービス研究
P-23-1 伊藤 智子 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ）

COVID-19拡大期間の介護保険サービス利用変
化と1年後の要介護度悪化との関連

P-23-2 本田 歩美 （聖マリア学院大学看護学部）
介護職員の離職防止と定着促進にむけた事業所の
取り組み

P-23-3 石橋 智昭 （公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団）
要介護認定をアウトカム指標とした短期集中予防
サービスの効果検証

P-23-4 森山 葉子 （国立保健医療科学院医療・福祉サービス研究部）
要介護高齢者とその介護者の日本語版ASCOT
による社会的ケア関連QOLの関連

P-23-5 中尾 杏子 （東京大学未来ビジョン研究センターデータヘル
ス研究ユニット）
健康保険組合における特定保健指導の方法・体制
のパターン分析

P-23-6 福家実乃里 （筑波大学医学群医学類）
高齢者における身体機能障害と抑うつ傾向の関
連：つくば市アンケート調査の解析

P-23-7 浜崎 曜子 （筑波大学大学院公衆衛生学学位プログラム）
特別養護老人ホーム入所者における職員配置と入
院の関連

P-23-8 谷口 雄大 （筑波大学大学院医学学位プログラム）
我が国の中高年者における生活習慣病の未受診に
関連する要因

P-23-9 木村 朗 （群馬パース大学大学院保健科学研究科）
実装実験の参加経験が及ぼす郊外在住の視覚障害
者におけるAI への期待感への影響

P-23-10 平 健人 （筑波大学大学院）
歯科レセプト情報「欠損歯式」の妥当性に関する
検討

P-23-11 大森 千尋 （筑波大学人間総合科学学術院人間総合科学研究
群パブリックヘルス学位プログラム）
死亡した要介護者における生前の療養場所と死因
が外因死であったことの関連

P-23-12 但馬 匠 （株式会社 JMDC）
活動量計を装着する人の特性の検討

P-23-13 湯川 慶子 （国立保健医療科学院）
臨床研究情報ポータルサイトのユーザビリティ向
上に向けた課題把握に関する研究

第24分科会 新型コロナウイルス感染症
P-24-1 救仁郷 修 （宮崎県延岡保健所）

入退院調整における地域医療コーディネーターの
重要性について

P-24-2 高橋 郁子 （帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科）
新型コロナウイルス感染症の電話相談内容の分析

P-24-3 榎本 佳奈 （大阪府藤井寺保健所）
保健所を事務局とした感染対策ネットワークの取
組み（第1報）
～感染対策ネットワークの立ち上げ～

P-24-4 前原 懐実 （大阪府和泉保健所地域保健課）
保健所を事務局とした感染対策ネットワークの取
組み（第2報）
～医療機関感染対策ラウンドから見えた課題～

P-24-5 島本 夏奈 （大阪府池田保健所）
保健所を事務局とした感染対策ネットワークの取
組み（第3報）
～高齢者施設等に対する感染対策ラウンドから見
えた課題～

P-24-6 中里 栄介 （佐賀中部保健所）
COVID-19流行拡大防止のための感染制御専門
家チームと行政との協働の取り組み

P-24-7 荒川 泰雄 （東京都福祉保健局東京都南多摩保健所）
南多摩保健所管内における新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）全症例の検討

P-24-8 顧 艶紅 （大阪医科薬科大学衛生学・公衆衛生学I・II教室）
COVID-19の感染予防に関する子どものマスク
着用に関する規定等の国際比較研究
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P-24-9 依田 健志 （川崎医科大学公衆衛生学）
COVID-19ワクチン実用化前後における日本人
のワクチン接種意識の変化について

P-24-10 桜沢美土里 （郡山市健康振興財団）
新型コロナウイルス感染症流行に伴う生活習慣の
変化（第1報） 年代別の特徴

P-24-11 各務 竹康 （福島県立医科大学医学部衛生学・予防医学講座）
新型コロナウイルス感染症流行に伴う生活習慣の
変化（第2報） 業種別の特徴

P-24-12 渡瀬 博俊 （東京都中央区保健所）
新型コロナウイルス感染症流行にともなう東京都
区部の地域相関性

P-24-13 鈴木隆一郎 （一般社団法人大阪府医師会調査委員会）
新型コロナウイルス感染症流行下で大阪府民は何
を最も求めていたか

P-24-14 岩田 徹也 （愛知県済生会リハビリテーション病院）
ウイズコロナ時代における転院支援に対する回復
期リハビリ病院の現状と課題について

P-24-15 春日 秀朗 （福島県立医科大学医学部衛生学・予防医学講座）
COVID-19緊急事態宣言の繰り返しによる関心
の変化：新聞の読者投稿を用いた内容分析

P-24-16 吉田 弘 （国立感染症研究所）
高齢者介護施設排水中の新型コロナウイルス調査
手法の検討

P-24-17 喜多村晃一 （国立感染症研究所ウイルス第二部）
下水沈殿物を用いた新型コロナウイルスRNA検
出方法の検討

P-24-18 濱崎 光宏 （福岡県保健環境研究所）
終末処理場の流入水沈査からの新型コロナウイル
スRNA抽出方法の検討

P-24-19 北川 和寛 （福島県衛生研究所微生物課）
福島県における下水中の新型コロナウイルス調査

P-24-20 須賀原千明 （エム・アール・アイリサーチアソシエイツ株式
会社サステナビリティ事業部）
新型コロナウイルス感染動態予測に向けたモデル
構築に関する検討

P-24-21 高本佳代子 （宮崎県立看護大学看護学部公衆衛生看護学）
K市におけるCOVID-19クラスターの特徴及び
対応プロセス評価

P-24-22 佐藤 菊枝 （名古屋大学医学部附属病院メディカル IT セン
ター）
DPCデータを用いた新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）患者の受療動向

P-24-23 星 真土香 （紫波町役場企画総務部企画課）
放課後児童クラブの感染対策ラウンド実施報告

P-24-24 杉山 賢明 （一般社団法人みんなの健康らぼ）
岩手県A町および周辺の飲食店での新型コロナ
ウイルス感染症対策の評価調査

P-24-25 長崎 雄二 （一般社団法人大阪府医師会調査委員会）
新型コロナ感染症における検査、診療の現状

P-24-26 山田 涼子 （岐阜県健康福祉部感染症対策推進課）
新型コロナウイルス感染症第3波・第4波におけ
る岐阜県内患者背景の検討

P-24-27 池田 若葉 （三重大学医学部附属病院疫学センター）
日本における新型コロナウイルス感染症拡大が出
生率に及ぼす影響について

P-24-28 小野 真理 （茨城県竜ケ崎保健所）
高齢者施設における新型コロナウイルス感染症ク
ラスター対応からー特に嘱託医との連携につい
てー

P-24-29 成木 弘子 （日本赤十字看護大学さいたま看護学部）
新型コロナウイルス感染症「学内感染拡大防止体
制構築」に関する実践報告

P-24-30 野村由美子 （青森市保健所）
COVID-19感染症による保育園クラスターにつ
いての検討

P-24-31 宜保 輝 （埼玉県衛生研究所感染症疫学情報担当）
埼玉県の新型コロナウイルス感染症の各流行の波
における致死率、年齢構成、初期症状

P-24-32 鈴木 理央 （埼玉県衛生研究所感染症疫学情報担当）
埼玉県の新型コロナウイルス感染症の各流行の波
における推定感染経路、クラスター

P-24-33 江原 勇登 （埼玉県衛生研究所）
埼玉県における新型コロナウイルスのゲノム解析
結果と主流系統の推移について

P-24-34 鈴木 典子 （埼玉県衛生研究所）
埼玉県衛生研究所でのCOVID-19陰性例におけ
る他の病原体検出状況

P-24-35 藤野 智史 （埼玉県狭山保健所）
保健所管内病院の新型コロナウイルス感染症アウ
トブレイク対応状況~病院へ還元する~

P-24-36 関根由可里 （ライオン株式会社研究開発本部先進解析科学研
究所）
新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対する
歯磨剤の不活化効果とそのメカニズム解明

P-24-37 小島 絵里 （板橋区保健所予防対策課）
病院規模による新型コロナウイルス感染症の院内
感染発生時における保健所支援の検討

P-24-38 栗田 創一 （早稲田大学文学研究科）
コロナ禍における行動免疫と感染予防行動ならび
にソーシャル・キャピタルとの関連

P-24-39 小野塚大介 （京都府立医科大学医学・医療情報管理学講座）
京都府、大阪府、兵庫県における人流とCOVID-
19の流行との関係

P-24-40 松田 達也 （株式会社DeNAライフサイエンスMYCODE
サービス部R&Dグループ）
COVID-19による生活様式の変化に伴う心理状
態・行動変化と遺伝子との関連解析

P-24-41 小林 可奈 （株式会社DeNAライフサイエンス）
COVID-19による生活様式、行動、心理状態の
変化に関する調査研究

P-24-42 若杉 央 （富山県高岡厚生センター）
障害福祉関係施設での新型コロナウイルス感染症
クラスター事例の対応について

P-24-43 長島 真美 （東京都健康安全研究センター）
東京都における新型コロナウイルス変異株サーベ
イランス

P-24-44 馬場 順子 （福岡県保健医療介護部がん感染症疾病対策課）
新型コロナウイルス感染症対応にかかる市町村保
健師派遣について

P-24-45 南 朗子 （滋賀医科大学NCD疫学研究センター）
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言下におけ
る国民の生活習慣の変化

P-24-46 樋口 拓哉 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
新型コロナウイルス感染症入院患者へのステロイ
ド処方の推移

P-24-47 二宮 博文 （港区みなと保健所）
港区みなと保健所のCOVID-19対策（第1報）

P-24-48 阿部 由奈 （港区みなと保健所）
港区みなと保健所のCOVID-19対策（第2報）～
大規模工事現場の集団発生事例～

P-24-49 松本 加代 （港区みなと保健所）
港区みなと保健所のCOVID-19対策（第3報）～
積極的疫学調査の分析から～

P-24-50 古関 義隆 （港区みなと保健所）
港区みなと保健所のCOVID-19対策（第4報）～
港区衛生試験所の取組から～

P-24-51 金村 政輝 （宮城県立がんセンター研究所がん疫学・予防研
究部）
地方自治体にも利用可能な新型コロナウイルス感
染症の流行の早期探知と予測の方法
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P-24-52 須藤 章 （兵庫県丹波健康福祉事務所）
在日外国人コミュニティにおける新型コロナウイ
ルス感染症集団感染時の情報収集・提供

P-24-53 宮崎 利明 （埼玉医科大学社会医学）
検疫所における新型コロナウイルス感染症の抗
原・抗体検査等の導入に向けた評価研究

P-24-54 堀 元海 （新宿区保健所健康部保健予防課）
新型コロナウイルス感染症に対する新宿区保健所
の取り組み

P-24-55 島本太香子 （奈良大学社会学部）
新型コロナウイルス感染症対策下の自粛生活にお
ける健康課題（性差医療の観点から）

P-24-56 福積 慶大 （北九州市立大学）
COVID-19による地域コミュニティの居場所損
失に関する実態調査

P-24-57 川島 華子 （城西大学大学院薬学研究科医療栄養学専攻）
コロナ禍による健康意識およびヘルスケアアプリ
ケーション利用の変化に関する調査

P-24-58 箕浦 明 （昭和大学医学部衛生学公衆衛生学講座）
糖尿病患者のCOVID-19に対する恐怖が受診控
えに与える影響（JACSIS 研究）

P-24-59 山本 貴文 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
新型コロナウイルス感染症の流行前後での喫煙行
動の変化とたばこの種類との関連

P-24-60 志賀 希子 （慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室）
新型コロナワクチン接種意思に関連する要因の全
国調査

P-24-61 石川 玲 （筑波大学医学群医学類）
コロナ禍における生活改善の考え方（1）属性と
の関連

P-24-62 螺良 美波 （筑波大学医学群医学類）
コロナ禍における生活改善の考え方（2）心理尺
度との関連

P-24-63 杉山 拓洋 （株式会社 JMDC）
新型コロナウィルス感染症による行動や運動に関
する実態調査

P-24-64 後藤 眞理 （西宮市健康福祉局保健所）
西宮市保健所におけるCOVID-19対応の検証
1報第1～4波の感染動向と保健所対応

P-24-65 稲田 綾子 （西宮市健康福祉局保健所）
西宮市保健所におけるCOVID-19対応の検証
2報第4波での病床逼迫下の自宅療養者支援

P-24-66 田原由起子 （久留米市役所健康福祉部介護保険課）
感染症専門家派遣事業における大学・医療機関・
事業所・行政による連携協働の取組み

P-24-67 関 なおみ （中野区保健所）
東京都特別区保健所におけるＨＥＲ－ＳＹＳの活
用と課題について

P-24-68 金 勲 （国立保健医療科学院）
接待飲食店における冬期の換気及び室内環境に関
する調査

P-24-69 土屋 優恵 （中野区役所健康福祉部保健予防課）
認知症グループホームで発生したCOVID19ク
ラスターに対する保健所対応の事例検討

P-24-70 稲垣 智一 （北区保健所）
東京都北区の新型コロナウイルス感染症1：発生
届分析による感染動向と推移

P-24-71 西 竜一 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
東京都北区の新型コロナウイルス感染症2：発症
から診断までの期間と特徴

P-24-72 中野 克俊 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
東京都北区の新型コロナウイルス感染症3：小児
の感染経路と小児による家庭内二次感染

P-24-73 三澤 愛子 （東京都多摩府中保健所）
精神科病院での新型コロナウイルス感染症集団感
染発生時における保健所の役割

P-24-74 兼松 里依 （浜松医科大学医学部医学科）
地方都市におけるCOVID-19感染者数予測モデ
ルの検討

P-24-75 関 明穂 （岡山県健康づくり財団）
コロナ禍に伴う生活様式の変化は健康診断の問
診・検査結果にどう影響したか

P-24-76 藤田 卓仙 （慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室）
新型コロナウイルス感染症に関連する携帯電話関
連技術を用いた対策についての全国調査

P-24-77 服部真理子 （埼玉県立大学保健医療福祉学部）
首都圏在住の壮年期の新型コロナ感染症予防行動
と個人属性及びSOCとの関連

P-24-78 佐藤 祐子 （台東保健所保健予防課）
新型コロナウィルス感染症における感染予防行動

P-24-79 城川 美佳 （神奈川県立保健福祉大学）
COVID-19パンデミック下での外出自粛の状況

P-24-80 森藤 彬仁 （東京都福祉保健局保健政策部）
新型コロナウイルス感染症宿泊療養における東京
都公衆衛生医師の取り組み

P-24-81 濱田 結花 （鹿児島県環境保健センター）
鹿児島県環境保健センターにおける新型コロナウ
イルス感染症に係る対応について

P-24-82 三好めぐみ （宮崎県衛生環境研究所）
宮崎県で発生した新型コロナウイルス（SARS-
CoV-2）の分子疫学調査

P-24-83 西山美津子 （兵庫県東播磨県民局加古川健康福祉事務所）
新型コロナウイルス感染症対策における保健所と
管内医療機関との連携について

P-24-84 澤村 信哉 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
平常時とコロナ禍での大学生アスリートの精神健
康に関わる心理社会的要因

P-24-85 内山 映子 （慶応義塾大学政策・メディア研究科）
COVID-19感染拡大下の地域住民の生活調査（第
一報）：変化・困り事の現状把握

P-24-86 山本なつ紀 （慶応義塾大学看護医療学部）
COVID-19感染拡大下の地域住民の生活調査（第
二報）：変化・困り事とストレスの関連

English Session/Poster
P-E-1 Yoshiyuki Noriko

（Department of Home Health Nursing,
School of Nursing, Osaka City University）
Health Care Cost Trajectories in the Last
Year of Life of Frail Older Adults

P-E-2 Kono Ayumi（Department of Home Health Nursing,
School of Nursing, Osaka City University）
End-of-Life Health Care Cost Trajectories
and Long-Term Care Use in Older Adults

P-E-3 Saito Kohei（Department of Endocrinology, Metabo-
lism and Nephrology, School of Medicine
Keio University）
Statin exposure and pancreatic cancer in-
cidence, the Shizuoka study

P-E-4 Takahashi Mihoko
（Department of Social Medicine, Faculty
of Medicine, Saitama Medical University）
Excess deaths for the top 10 causes in
Japan during the COVID-19 scare in
2020

P-E-5 Yasuda Tomoko
（School of Medicine, Faculty of Medicine,
Kagoshima University, Kagoshima, Japan）
Local vegetables and decreased risk of
mortality and cancer incidence in Amami

P-E-6 Sezai Izumi （Community Health Nursing Section of
National Defense Medical College）
Analysis of Results of Public Health Nurse
in Smoking Cessation Support workshop
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P-E-7 Ohno Yoshiko
（Department of Community Health Nurs-
ing, School of Nursing/Graduate School of
Nursing, Dokkyo Medical University）
Does motivational interviewing help peo-
ple to quit smoking?

P-E-8 Matsuda Ayako
（Department of Hygiene and Public Health
, Teikyo University School of Medicine）
Establishing thresholds for influenza sur-
veillance among school children

P-E-9 Masubuchi Reiko
（Department of Pharmacoepidemiology,
Graduate School of Medicine and Public
Health, Kyoto University）
Longitudinal study of body mass index
and maturity in Japanese children

P-E-10 Shimane Takuya
（Department of Drug Dependence Re-
search, National Center of Neurology and
Psychiatry）
SDG3.5 Indicators for prevention and
treatment of substance abuse in Japan

P-E-11 Sato Akira （Department of Health Promotion and Hu-
man Behavior, Kyoto University Graduate
School of Medicine）
Incidence risk of relapse in people with
schizophrenia: a retrospective study

P-E-12 Yamamoto Taisuke
（Department of Public Health, Hokkaido
University Graduate School of Medicine）
Changes in characteristics of patients
with methamphetamine use disorder

P-E-13 Ito Rumi （Health, Medical and Welfare Policy Sys-
tems, Graduate School of Health Sci-
ences, Aomori University of Health and
Welfare）
A Study on Oral Health Information
Sources and Health Behaviors in a Work-
place

P-E-14 Adachi Naoko
（Department of Preventive Oral Health
Care Sciences, Graduate School of Medi-
cal and Dental Sciences, Tokyo Medical
and Dental University）
Association between tooth loss and
dyslipidemia: a four-year longitudinal study

P-E-15 Takahashi Shuko
（Iwate Medical University）
Increases in behavioral risks for contract-
ing COVID-19 during New Year holiday

P-E-16 Okuno Takuya
（Department of Healthcare Economics
and Quality Management Graduate School
of Medicine Kyoto University）
Physical restraint of dementia patients
during the COVID-19 pandemic in Japan

P-E-17 Gai Ruoyan（Department of Social Security Empirical
Research）
Time use for nursing care: An analysis us-
ing Time Use Survey data in Japan

P-E-18 Nanri Akiko（Fukuoka Women's University）
Confectionery intake and risk of depres-
sive symptoms among Japanese workers

P-E-19 Kudo Yoshiko
（International Exchange Center, Showa
University）
Identification of Leptospira species in
flooded sludge after typhoon deluge

P-E-20 Tashiro Yuri
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Record review of profile of patients at-
tending NCD clinics in rural Tanzania

P-E-21 Kameyama Junko
（Faculty of Medicine, University of Tsukuba）
Issues faced by foreign care workers train-
ing under the EPA

P-E-22 Sato Yu （Non-Profit Organization: International Support
And Partnership for Health（ISAPH））
Poor food diversity among children under
five years of age in rural Lao PDR

P-E-23 Ryu Maika （Tokyo Medical and Dental University De-
partment of Global Health Entrepreneur-
ship）
Multiple components of quality at first
visit of antenatal care in Tanzania

P-E-24 Tsuchiya Mio
（Amicus Therapeutics K.K.）
Perception gaps between patients and
physicians in Fabry disease: Online survey

P-E-25 Okamoto Shohei
（Tokyo Metropolitan Institute of Gerontol-
ogy）
Human Mobility during the State of Emer-
gency in Japan

P-E-26 Tanaka Motoharu
（Tokiwa University Department of Health
and Nutrition Faculty of Human Science）
A consideration on protective effect of
masks against infection of SARS-CoV-2


